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近年急拡大を続けるマイステイズ・ホテル・マネジメント、本稿ではその取り組みをフォーカスする。同社は“人”を
大切にすることで成長が実現するという社風を大事にし、さまざまな挑戦にも果敢に取り組んでいる。ここでは中途
採用、幹部、現場スタッフなどそれぞれに、その実感や詳細について聞いた。
企画・本誌 岩本 大輝、臼井 英裕　文 アクセント　撮影 浅沼 ノア、林 正

T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

“人”を大切にし挑戦を続ける、
マイステイズ・ホテル・マネジメントの戦略

〈TOP INTERVIEW〉
10　㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント　ビジネスマネジメント 部長／
　　 アートホテル大阪ベイタワー・空庭温泉OSAKA BAY TOWER 総支配人 守屋 浩二氏
14　執行役員 兼 ビジネスパフォーマンスマネジメント 本部長 岩見 正一氏
16　ビジネスマネジメント 本部長 今村 友美氏
18　MRM合同会社 成田・ホスピタリティ・アカデミー事業部 部長 飯野 友子氏
20　ビジネスマネジメント部長／ホテルマイステイズプレミア成田 総支配人／
　　 アートホテル成田 総支配人 久米 剛氏
22　亀の井ホテル奈良 エリア総支配人 髙間 英孝氏
〈INTERVIEW〉
24　座談会①
　　 ●MRM事業部 ビジネスマネジメント部長 渡邊 庸介氏
　　 ●マイステイズ新浦安コンファレンスセンター 支配人 伊東 昇平氏
　　 ●ホテルマイステイズプレミア赤坂 シニアスタッフ 青木 薫加氏
　　 ●ホテルエピナール那須 シニアスタッフ 青木 麻友氏

29　座談会②
　　 ●ビジネスマネジメント 執行役員 嶋田 健一氏
　　 ●ホテルマイステイズ御茶ノ水コンファレンスセンター デピュティマネージャー 藤木 俊太氏
　　 ●函館国際ホテル 宿泊支配人 瀬波 陽介氏
　　 ●ホテルエピナール那須 リーダー 秋元 静夏氏
34　座談会③
　　 ●MRM事業部ビジネスマネジメント 本部長 髙橋 正弘氏
　　 ●アートホテル盛岡 セールス デピュティマネージャー 平中 美紗子氏
　　 ●ホテルマイステイズ名古屋錦 デピュティマネージャー 伊藤 麻美氏
　　 ●天然温泉 田沢湖レイクリゾート デピュティマネージャー 田村 信哉氏
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スーパービューを体験できる
アートホテル大阪ベイタワー

■初めに現在の業務内容について教
えてください。

　大阪市弁天町にある「アートホテ
ル大阪ベイタワー」と館内の温浴施
設「空庭温泉 OSAKA BAY TOWER」
で総支配人を務め、本社ビジネスマ
ネジメントの部長として「奈良ロイヤ
ルホテル」、「ホテルマイステイズ松山」
も統括しております。主に売上、利
益の最大化に繋げるプロモーション
強化や経費見直し、また、積極的な
中途採用による人材育成にも注力し
ております。

■守屋さんのホテルマンとしてのキャ
リアと総支配人に就任されるまでの経
緯をお聞かせください。

　前職はリーガルロイヤルホテル京都
でF&B部門に約18年勤務し、2018
年から総支配人室で数値管理や企画
広報を担当しました。ここでホテルの
利益構造をはじめすべての数値関係
に携わったことが起点となり、コロナ
禍での各種取り組みを経験したことに
よる自身のスキルが上がったことが転
職活動へとつながりました。
　今回、マイステイズ・ホテル・マネ
ジメントは全国展開し、中途採用者
でも活躍できるというところにひかれ
て、自分自身を試したいという思いも
あり、2022年8月に思い切って転職
しました。
　当社では前職の技量が認められ、

総支配人未経験という立場でありな
がら、フルサービスで中規模のホテ
ルマイステイズ松山に総支配人として
着任。そして今年3月、アートホテル
大阪ベイタワー兼空庭温泉 OSAKA 
BAY TOWER の総支配人に就任し
ました。

■アートホテル大阪ベイタワーは関西
におけるフラグシップホテルと承知し
ておりますが、どのような特徴がある
のでしょうか。

　ユニバーサル・スタジオ・ジャパ
ン（USJ）をはじめ人気スポットが集
まる大阪ベイエリアに位置する51階
建て高層シティホテルです。客室や
ホテル最上階・地上20 0mのビュッ
フェレストランからは刻々と移りゆく
大阪の表情が一望できます。
　和と洋、伝統とモダンを融合させ
るデザインコンセプトとし、大阪の粋
を感じさせるスタイリッシュで広 と々し
たロビーには光と和を感じさせる「竹」
に見立てた格子も特徴です。客室は
すべて23階以上の高層階に配置され
ることもあり、夜景の綺麗なホテルと
しても高評いただいております。スタ
ンダードタイプをはじめ 46 階以上の
高層階に位置するスカイフロア、遊び心
あるコンセプトルームなどバリエーショ
ン豊かな460室を用意しています

売上至上の考え方から
利益率確保へ意識を転換

■コロナ禍からアフターコロナまでの
営業状況の推移はいかがですか。

　ベイエリアに立地するためコロナ禍
では USJ の営業状況に左右されまし
た。また、3～4割がインバウンド需
要だったので、客室稼働が10～
20％という厳しい状況もありました。
レストランもクローズしましたが、そ
の中でも新たな需要の取り組みとして
202 0年からデリバリーを開始し、新
規顧客獲得、一定の認知度を上げる
ことができたかと思います。
　こうしたコロナ禍を経て、全国旅
行支援などの政府の支援策もありゲ
ストが戻り、宿泊と合わせてレストラ
ンも活性化してきました。いまは
2019年を超える売り上げと利益構造
の再構築を目標に取り組んでいます。
2023年度は稼働率 80％まで回復
し、2019年比では ADR16％UP、
宴会も96％ほど回復し、ホテル売上
では2019年を超す勢いまで成長い
たしました。
　宿泊では新たな取り組みとして着
任早々に全室禁煙化を実施しました。
これにより稼働とレートが安定し、教
育団体の受注がしやすくなりますので。

■さまざまな需要を取り込むお考えなの
ですね。そのほか重視されていることは。

　ホテル運用において利益構造の仕
組みの意識は高めたいと思っており
ます。
　特に客室部門では一定の ADR、
販売価格を維持することを重視して
います。稼動重視で価格を下げて販
売する時期もありましたが、物価高
騰や市場価値の変化もあり、ニーズ
に合わせた価格設定に注視していま

F&B分野で培った知見で手腕を発揮し
アートホテル大阪ベイタワーを牽引、
マイステイズ・ホテル・マネジメントのブランディング
および認知度向上をビジョン
関西エリアのフラッグシップホテルであるアートホテル大阪ベイタワーを率いる総支配人の守屋 浩二氏。フルサー
ビスホテルとしての存在感を高めるべくさまざまな施策に取り組み利益拡大を目指している。F＆B分野で培った強
みを生かす采配や長所を生かした人材登用、今後のビジョンについて聞く。

　企画部門が単なる制作屋にならず
にきちんとエリアの情報をキャッチし、
何が必要でその企画が現場スタッフ
に実現できるかどうかをブラッシュ
アップするやり取りができれば、理想
のかたちになっていくと思います。商
品開発では企画にかかわる各人を尊
敬し、意見を尊重して価値を高めて
いくことが重要です。もともと当ホテ
ルのスタッフはそういった気持ちが強
いので、きっかけさえ作ればサービ
ス部門と調理部門、マーケティング部
門、さらに宿泊部門も巻き込み、全
社的な取り組みを実施することが可
能だと思っています。

長所を伸ばす人材育成方針で
スタッフのモチベーション維持

■そのほか現在、重点的に取り組ん
でいる事項がありますか。

　人材育成です。私は部長職も兼任
しておりますので、関西エリアの中途
採用や新卒の面接も担当しています。
中途採用は積極的に取っており、い
かに能力を発揮してもらえるかを重視
しています。経験者ではなくても異
業種出身だからこそ、見える目線もある
と思います。実際、私自身も中途採用
組なので、こういったかたちでも活躍で
きることは伝えたいと思っています。
　私はもともとレストラン出身ですが、
レストランは料理と空間が良かったと
しても接客が駄目だったらお客さまは
来てくれません。結局は接客のベース
は「人」なんだなと思います。ちょっ
としたことで、あるいは一言でゲスト

が満足する、笑顔になってもらえるこ
とがあります。やはりそれは「人」
だからこそできることで、そこがきち
んとできていれば必然的にゲストは増
えるというのが私の考えです。
　それを実現するにはスタッフのモチ
ベーションを維持すること。良好な職
場環境の維持やスタッフのやりたいこ
とをいかに潰さずに伸ばしていくこと
が大切です。よく短所を直せという発
想がありますが、私は長所を伸ばせ
ば短所は消えると思っています。常
にその長所を伸ばすために自分自身
でここをこうしなければという自覚を
持つようになると必然的に短所のボ
リュームはなくなっていくものかと。
そういったマインドを持ってほしいと
いうことを特にいま、若いスタッフや
ミドル世代に伝えています。
　離職率の高い職場についてはその
原因が人間関係なのか、業務内容な
のか、あるいはいまの時代にあって
いない条件なのかを把握して改善し
ていく考えです。一度は興味を持っ
て入社したのに辞めてしまうのはもっ
たいないですから。業務内容であれ
ば、いまはやりたい仕事を担当しても
らうほうがパフォーマンスも上がると
考えています。

■今後どのように運営していくのか、将
来に向けたビジョンをお聞かせください。

　アートホテル大阪ベイタワーは一
番、皆さまに興味を持っていただける
ホテルにしたいです。そのためには
まず認知度を上げていくこと。アート
ホテル大阪ベイタワーはマイステイズ・

ホテル・マネジメントのグループホテ
ルであり、関西のフラッグシップとす
ぐに頭に浮かんでいただけるような情
報発信を心掛けたいです。
　もちろん宿泊もレストランも一定の
お客さまにはご満足いただけている
ので、それを維持しながらも、まだ
まだ発展途上。宿泊は一定の稼働と
ADR を維持しなければならずこれ以
上高望みはできないので、F＆B部
門でどこまで積み上げられるかがカギ
となります。それと平行に売上を維
持して利益率をいかに上げるかも課
題です。そうなると20～40代の雇
用を増やし、フレッシュな目線で常に
新しいことにチェレンジする環境整備
を行ない、社員の能力を最大限に生
かして運用していくというところがポ
イントです。そしてここで経験したス
タッフをグループの他のホテルに展開
していく。サービスの基準とか、考え
方も、ここ大阪発信で広めていきたい
というのがこの先の私の展望です。

■破竹の勢いを感じますが、先々ど
のように発展していくか楽しみです。

　目標はマイステイズ・ホテル・マネ
ジメントをこれからの10年間で「働
きたい・働いてみたい」ホテルとして、
日本一に持っていきたいと思っていま
す。当社も199 9年設立で来年25年
周年となり、現在では運営施設数全
国で150施設ほどですがまだまだ認
知度は低いと感じています。まずは
マイステイズブランドを構築すること
に注力してきたいと考えています。

す。いまは OTA 等販売価格の比較
もできることから、価格を下げすぎる
と、繁忙時期での価格設定や本来の
ターゲットとは違う利用層の需要によ
り、チャンスロスの懸念もあります。
稼働率が多少落ちたとしてもADRを
維持すればあまり影響がないことを
スタッフに再度教えているところです。

■総支配人はGOPをいかにして生み
出していくかを考える役割だと思いま
すが、どのように舵取りしていくお考
えですか。

　フルサービスのホテルで一定の
サービスをアルバイトだけで安定的に
できるかというとそうでもなく、社員
や長く勤められた方のベテラン的な知
見も必要です。その人を確保、維持
するために、他の経費を再度見直し
できないかと考えています。
　例えばレストランであれば食材が高
騰しているので、それにあった商品
価値の再値付けや SDGs に視野を向
けたフードロスによる原価管理など、
いままでのコスパ重視から良いものは
一定の価格を設定することによって利
益を確保することが重要です。原価
計算はビュッフェ、鉄板焼、カフェ、
和食で考え方も違うので、店舗に合
わせた利益を確保する考え方を浸透
させるよう総料理長とレストラン支配
人も含めてマネージャーや料理長たち
にも店舗別のミーティングで課題の共
通認識を行なっております。
　また、時間帯によってプロモーショ
ンを変えるのも一つの方法です。例
えば鉄板焼であれば、大阪は激戦区

なのでランチはマーケット相場より少し
単価を落としてでも回転を優先させ、
ディナーはランチとは逆に高単価を狙っ
ていくように接待や顧客の方々向けのメ
ニュー開発も必要と見ています。

■そこで利益の最大化を目指すという
ことですね。

　私も以前であれば、売り上げを上
げないと利益が出ないという発想で
したが、コロナ禍において利益を出
すには何をするべきかを考えるマイン
ドを持つようになりました。しかし、
実際に取り組むにはそもそもの考え
方、意識改革が必要となります。口
頭では感情論に双方なりがちになり
ますので、数値的根拠、蓋然性をもっ
て人件費や KPI、時間帯別利益など
を分析して提示したところ、驚くス
タッフが多かったですね。売り上げが
上がっていて儲かっていると思ってい
た鉄板焼が実は時間帯で見てみると
利益ギリギリとか。

■スタッフに理解してもらうためには数
字を細かく見せて、考え方を変えてもら
えるよう落とし込んでいくわけですね。

　利益が出るとほかでお金を使える
ようになりますので、削った分はちゃ
んと投資する。もちろんすべて投資
はしませんが、プロモーションを仕掛
けたり、スタッフのモチベーションアッ
プや新規顧客の獲得にもつながるよ
う、一定の利益を確保した上で新し
い取り組みを実施しています。そうす
ることにより、今まで以上の成果が

成し遂げられるかと見込んでいます。
　私が着任して最初の2～3カ月は、
この人は何を言っているのだろう？と
いうスタッフの反応が多かったです。
しかし、なぜ必要かも徐々に理解が
進み、いまは積極的にこうしたいとい
うフラッシュアイディアも各店舗からで
てくるようになりました。

■最近はかなりプレスリリースを出さ
れるようになりましたね。

　アートホテル大阪ベイタワーの規模
になると、独自で情報発信する必要
があると思っています。いろいろな企
画や取り組みを行なうもそれを発信し
なければ、世間には広がりませんの
で、情報発信することでメディアにも
認知され、情報が拡散されます。そ
の効果もあってか、直近ではテレビ
取材が 3 本入りました。これを繰り
返していくと、自分たちの意見が取り
入られて情報発信につながる⇒来館
者が増加⇒売上アップ⇒評価も高ま
る、というループが構築されますので
スタッフも意識や価値観が高まり、
スキルが上がっていきます。
　こうした成功体験からスタッフたち
からもアイデアが積極的に出るように
なってきています。2カ月に1回、企
画会議を行なっていますが、売りた
いプランやその理由、利益について
もより具体性を帯びてきて、良い効
果が生まれています。

■現場スタッフもこういうプランだっ
たらもっと売れるという発想ができる
と、より強いチームになると思いますね。

TOP INTERVIEW T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

守屋 浩二 氏　Koji Moriya
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1981年生まれ。1999年㈱ロイヤルホテ
ル リーガロイヤルホテル京都へ入社。
F&B 部門にて約 18 年従事し、ソムリエ、
レストランマネジャーを経験し、オペレーショ
ンの構築、接客スキルを学ぶ。2018 年総
支配人室に異動し、約4年間ホテル全般
業務の習得、売上管理、企画広報での
プロモーションを遂行。2022年8月㈱マイ
ステイズ・ホテル・マネジメントへ入社。ホ
テルマイステイズ松山総支配人を経て、
2023年3月より現職に至る。
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スーパービューを体験できる
アートホテル大阪ベイタワー

■初めに現在の業務内容について教
えてください。

　大阪市弁天町にある「アートホテ
ル大阪ベイタワー」と館内の温浴施
設「空庭温泉 OSAKA BAY TOWER」
で総支配人を務め、本社ビジネスマ
ネジメントの部長として「奈良ロイヤ
ルホテル」、「ホテルマイステイズ松山」
も統括しております。主に売上、利
益の最大化に繋げるプロモーション
強化や経費見直し、また、積極的な
中途採用による人材育成にも注力し
ております。

■守屋さんのホテルマンとしてのキャ
リアと総支配人に就任されるまでの経
緯をお聞かせください。

　前職はリーガルロイヤルホテル京都
でF&B部門に約18年勤務し、2018
年から総支配人室で数値管理や企画
広報を担当しました。ここでホテルの
利益構造をはじめすべての数値関係
に携わったことが起点となり、コロナ
禍での各種取り組みを経験したことに
よる自身のスキルが上がったことが転
職活動へとつながりました。
　今回、マイステイズ・ホテル・マネ
ジメントは全国展開し、中途採用者
でも活躍できるというところにひかれ
て、自分自身を試したいという思いも
あり、2022年8月に思い切って転職
しました。
　当社では前職の技量が認められ、

総支配人未経験という立場でありな
がら、フルサービスで中規模のホテ
ルマイステイズ松山に総支配人として
着任。そして今年3月、アートホテル
大阪ベイタワー兼空庭温泉 OSAKA 
BAY TOWER の総支配人に就任し
ました。

■アートホテル大阪ベイタワーは関西
におけるフラグシップホテルと承知し
ておりますが、どのような特徴がある
のでしょうか。

　ユニバーサル・スタジオ・ジャパ
ン（USJ）をはじめ人気スポットが集
まる大阪ベイエリアに位置する51階
建て高層シティホテルです。客室や
ホテル最上階・地上20 0mのビュッ
フェレストランからは刻々と移りゆく
大阪の表情が一望できます。
　和と洋、伝統とモダンを融合させ
るデザインコンセプトとし、大阪の粋
を感じさせるスタイリッシュで広 と々し
たロビーには光と和を感じさせる「竹」
に見立てた格子も特徴です。客室は
すべて23階以上の高層階に配置され
ることもあり、夜景の綺麗なホテルと
しても高評いただいております。スタ
ンダードタイプをはじめ 46 階以上の
高層階に位置するスカイフロア、遊び心
あるコンセプトルームなどバリエーショ
ン豊かな460室を用意しています

売上至上の考え方から
利益率確保へ意識を転換
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要だったので、客室稼働が10～
20％という厳しい状況もありました。
レストランもクローズしましたが、そ
の中でも新たな需要の取り組みとして
202 0年からデリバリーを開始し、新
規顧客獲得、一定の認知度を上げる
ことができたかと思います。
　こうしたコロナ禍を経て、全国旅
行支援などの政府の支援策もありゲ
ストが戻り、宿泊と合わせてレストラ
ンも活性化してきました。いまは
2019年を超える売り上げと利益構造
の再構築を目標に取り組んでいます。
2023年度は稼働率 80％まで回復
し、2019年比では ADR16％UP、
宴会も96％ほど回復し、ホテル売上
では2019年を超す勢いまで成長い
たしました。
　宿泊では新たな取り組みとして着
任早々に全室禁煙化を実施しました。
これにより稼働とレートが安定し、教
育団体の受注がしやすくなりますので。

■さまざまな需要を取り込むお考えなの
ですね。そのほか重視されていることは。

　ホテル運用において利益構造の仕
組みの意識は高めたいと思っており
ます。
　特に客室部門では一定の ADR、
販売価格を維持することを重視して
います。稼動重視で価格を下げて販
売する時期もありましたが、物価高
騰や市場価値の変化もあり、ニーズ
に合わせた価格設定に注視していま

F&B分野で培った知見で手腕を発揮し
アートホテル大阪ベイタワーを牽引、
マイステイズ・ホテル・マネジメントのブランディング
および認知度向上をビジョン
関西エリアのフラッグシップホテルであるアートホテル大阪ベイタワーを率いる総支配人の守屋 浩二氏。フルサー
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スタッフのモチベーション維持
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■今後どのように運営していくのか、将
来に向けたビジョンをお聞かせください。

　アートホテル大阪ベイタワーは一
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ホテル・マネジメントのグループホテ
ルであり、関西のフラッグシップとす
ぐに頭に浮かんでいただけるような情
報発信を心掛けたいです。
　もちろん宿泊もレストランも一定の
お客さまにはご満足いただけている
ので、それを維持しながらも、まだ
まだ発展途上。宿泊は一定の稼働と
ADR を維持しなければならずこれ以
上高望みはできないので、F＆B部
門でどこまで積み上げられるかがカギ
となります。それと平行に売上を維
持して利益率をいかに上げるかも課
題です。そうなると20～40代の雇
用を増やし、フレッシュな目線で常に
新しいことにチェレンジする環境整備
を行ない、社員の能力を最大限に生
かして運用していくというところがポ
イントです。そしてここで経験したス
タッフをグループの他のホテルに展開
していく。サービスの基準とか、考え
方も、ここ大阪発信で広めていきたい
というのがこの先の私の展望です。

■破竹の勢いを感じますが、先々ど
のように発展していくか楽しみです。

　目標はマイステイズ・ホテル・マネ
ジメントをこれからの10年間で「働
きたい・働いてみたい」ホテルとして、
日本一に持っていきたいと思っていま
す。当社も199 9年設立で来年25年
周年となり、現在では運営施設数全
国で150施設ほどですがまだまだ認
知度は低いと感じています。まずは
マイステイズブランドを構築すること
に注力してきたいと考えています。

す。いまは OTA 等販売価格の比較
もできることから、価格を下げすぎる
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フェレストランからは刻々と移りゆく
大阪の表情が一望できます。
　和と洋、伝統とモダンを融合させ
るデザインコンセプトとし、大阪の粋
を感じさせるスタイリッシュで広 と々し
たロビーには光と和を感じさせる「竹」
に見立てた格子も特徴です。客室は
すべて23階以上の高層階に配置され
ることもあり、夜景の綺麗なホテルと
しても高評いただいております。スタ
ンダードタイプをはじめ 46 階以上の
高層階に位置するスカイフロア、遊び心
あるコンセプトルームなどバリエーショ
ン豊かな460室を用意しています

売上至上の考え方から
利益率確保へ意識を転換

■コロナ禍からアフターコロナまでの
営業状況の推移はいかがですか。

　ベイエリアに立地するためコロナ禍
では USJ の営業状況に左右されまし
た。また、3～4割がインバウンド需
要だったので、客室稼働が10～
20％という厳しい状況もありました。
レストランもクローズしましたが、そ
の中でも新たな需要の取り組みとして
202 0年からデリバリーを開始し、新
規顧客獲得、一定の認知度を上げる
ことができたかと思います。
　こうしたコロナ禍を経て、全国旅
行支援などの政府の支援策もありゲ
ストが戻り、宿泊と合わせてレストラ
ンも活性化してきました。いまは
2019年を超える売り上げと利益構造
の再構築を目標に取り組んでいます。
2023年度は稼働率 80％まで回復
し、2019年比では ADR16％UP、
宴会も96％ほど回復し、ホテル売上
では2019年を超す勢いまで成長い
たしました。
　宿泊では新たな取り組みとして着
任早々に全室禁煙化を実施しました。
これにより稼働とレートが安定し、教
育団体の受注がしやすくなりますので。

■さまざまな需要を取り込むお考えなの
ですね。そのほか重視されていることは。

　ホテル運用において利益構造の仕
組みの意識は高めたいと思っており
ます。
　特に客室部門では一定の ADR、
販売価格を維持することを重視して
います。稼動重視で価格を下げて販
売する時期もありましたが、物価高
騰や市場価値の変化もあり、ニーズ
に合わせた価格設定に注視していま

　企画部門が単なる制作屋にならず
にきちんとエリアの情報をキャッチし、
何が必要でその企画が現場スタッフ
に実現できるかどうかをブラッシュ
アップするやり取りができれば、理想
のかたちになっていくと思います。商
品開発では企画にかかわる各人を尊
敬し、意見を尊重して価値を高めて
いくことが重要です。もともと当ホテ
ルのスタッフはそういった気持ちが強
いので、きっかけさえ作ればサービ
ス部門と調理部門、マーケティング部
門、さらに宿泊部門も巻き込み、全
社的な取り組みを実施することが可
能だと思っています。

長所を伸ばす人材育成方針で
スタッフのモチベーション維持

■そのほか現在、重点的に取り組ん
でいる事項がありますか。

　人材育成です。私は部長職も兼任
しておりますので、関西エリアの中途
採用や新卒の面接も担当しています。
中途採用は積極的に取っており、い
かに能力を発揮してもらえるかを重視
しています。経験者ではなくても異
業種出身だからこそ、見える目線もある
と思います。実際、私自身も中途採用
組なので、こういったかたちでも活躍で
きることは伝えたいと思っています。
　私はもともとレストラン出身ですが、
レストランは料理と空間が良かったと
しても接客が駄目だったらお客さまは
来てくれません。結局は接客のベース
は「人」なんだなと思います。ちょっ
としたことで、あるいは一言でゲスト

が満足する、笑顔になってもらえるこ
とがあります。やはりそれは「人」
だからこそできることで、そこがきち
んとできていれば必然的にゲストは増
えるというのが私の考えです。
　それを実現するにはスタッフのモチ
ベーションを維持すること。良好な職
場環境の維持やスタッフのやりたいこ
とをいかに潰さずに伸ばしていくこと
が大切です。よく短所を直せという発
想がありますが、私は長所を伸ばせ
ば短所は消えると思っています。常
にその長所を伸ばすために自分自身
でここをこうしなければという自覚を
持つようになると必然的に短所のボ
リュームはなくなっていくものかと。
そういったマインドを持ってほしいと
いうことを特にいま、若いスタッフや
ミドル世代に伝えています。
　離職率の高い職場についてはその
原因が人間関係なのか、業務内容な
のか、あるいはいまの時代にあって
いない条件なのかを把握して改善し
ていく考えです。一度は興味を持っ
て入社したのに辞めてしまうのはもっ
たいないですから。業務内容であれ
ば、いまはやりたい仕事を担当しても
らうほうがパフォーマンスも上がると
考えています。

■今後どのように運営していくのか、将
来に向けたビジョンをお聞かせください。

　アートホテル大阪ベイタワーは一
番、皆さまに興味を持っていただける
ホテルにしたいです。そのためには
まず認知度を上げていくこと。アート
ホテル大阪ベイタワーはマイステイズ・

ホテル・マネジメントのグループホテ
ルであり、関西のフラッグシップとす
ぐに頭に浮かんでいただけるような情
報発信を心掛けたいです。
　もちろん宿泊もレストランも一定の
お客さまにはご満足いただけている
ので、それを維持しながらも、まだ
まだ発展途上。宿泊は一定の稼働と
ADR を維持しなければならずこれ以
上高望みはできないので、F＆B部
門でどこまで積み上げられるかがカギ
となります。それと平行に売上を維
持して利益率をいかに上げるかも課
題です。そうなると20～40代の雇
用を増やし、フレッシュな目線で常に
新しいことにチェレンジする環境整備
を行ない、社員の能力を最大限に生
かして運用していくというところがポ
イントです。そしてここで経験したス
タッフをグループの他のホテルに展開
していく。サービスの基準とか、考え
方も、ここ大阪発信で広めていきたい
というのがこの先の私の展望です。

■破竹の勢いを感じますが、先々ど
のように発展していくか楽しみです。

　目標はマイステイズ・ホテル・マネ
ジメントをこれからの10年間で「働
きたい・働いてみたい」ホテルとして、
日本一に持っていきたいと思っていま
す。当社も199 9年設立で来年25年
周年となり、現在では運営施設数全
国で150施設ほどですがまだまだ認
知度は低いと感じています。まずは
マイステイズブランドを構築すること
に注力してきたいと考えています。

す。いまは OTA 等販売価格の比較
もできることから、価格を下げすぎる
と、繁忙時期での価格設定や本来の
ターゲットとは違う利用層の需要によ
り、チャンスロスの懸念もあります。
稼働率が多少落ちたとしてもADRを
維持すればあまり影響がないことを
スタッフに再度教えているところです。

■総支配人はGOPをいかにして生み
出していくかを考える役割だと思いま
すが、どのように舵取りしていくお考
えですか。

　フルサービスのホテルで一定の
サービスをアルバイトだけで安定的に
できるかというとそうでもなく、社員
や長く勤められた方のベテラン的な知
見も必要です。その人を確保、維持
するために、他の経費を再度見直し
できないかと考えています。
　例えばレストランであれば食材が高
騰しているので、それにあった商品
価値の再値付けや SDGs に視野を向
けたフードロスによる原価管理など、
いままでのコスパ重視から良いものは
一定の価格を設定することによって利
益を確保することが重要です。原価
計算はビュッフェ、鉄板焼、カフェ、
和食で考え方も違うので、店舗に合
わせた利益を確保する考え方を浸透
させるよう総料理長とレストラン支配
人も含めてマネージャーや料理長たち
にも店舗別のミーティングで課題の共
通認識を行なっております。
　また、時間帯によってプロモーショ
ンを変えるのも一つの方法です。例
えば鉄板焼であれば、大阪は激戦区

なのでランチはマーケット相場より少し
単価を落としてでも回転を優先させ、
ディナーはランチとは逆に高単価を狙っ
ていくように接待や顧客の方々向けのメ
ニュー開発も必要と見ています。

■そこで利益の最大化を目指すという
ことですね。

　私も以前であれば、売り上げを上
げないと利益が出ないという発想で
したが、コロナ禍において利益を出
すには何をするべきかを考えるマイン
ドを持つようになりました。しかし、
実際に取り組むにはそもそもの考え
方、意識改革が必要となります。口
頭では感情論に双方なりがちになり
ますので、数値的根拠、蓋然性をもっ
て人件費や KPI、時間帯別利益など
を分析して提示したところ、驚くス
タッフが多かったですね。売り上げが
上がっていて儲かっていると思ってい
た鉄板焼が実は時間帯で見てみると
利益ギリギリとか。

■スタッフに理解してもらうためには数
字を細かく見せて、考え方を変えてもら
えるよう落とし込んでいくわけですね。

　利益が出るとほかでお金を使える
ようになりますので、削った分はちゃ
んと投資する。もちろんすべて投資
はしませんが、プロモーションを仕掛
けたり、スタッフのモチベーションアッ
プや新規顧客の獲得にもつながるよ
う、一定の利益を確保した上で新し
い取り組みを実施しています。そうす
ることにより、今まで以上の成果が

成し遂げられるかと見込んでいます。
　私が着任して最初の2～3カ月は、
この人は何を言っているのだろう？と
いうスタッフの反応が多かったです。
しかし、なぜ必要かも徐々に理解が
進み、いまは積極的にこうしたいとい
うフラッシュアイディアも各店舗からで
てくるようになりました。

■最近はかなりプレスリリースを出さ
れるようになりましたね。

　アートホテル大阪ベイタワーの規模
になると、独自で情報発信する必要
があると思っています。いろいろな企
画や取り組みを行なうもそれを発信し
なければ、世間には広がりませんの
で、情報発信することでメディアにも
認知され、情報が拡散されます。そ
の効果もあってか、直近ではテレビ
取材が 3 本入りました。これを繰り
返していくと、自分たちの意見が取り
入られて情報発信につながる⇒来館
者が増加⇒売上アップ⇒評価も高ま
る、というループが構築されますので
スタッフも意識や価値観が高まり、
スキルが上がっていきます。
　こうした成功体験からスタッフたち
からもアイデアが積極的に出るように
なってきています。2カ月に1回、企
画会議を行なっていますが、売りた
いプランやその理由、利益について
もより具体性を帯びてきて、良い効
果が生まれています。

■現場スタッフもこういうプランだっ
たらもっと売れるという発想ができる
と、より強いチームになると思いますね。
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スーパービューを体験できる
アートホテル大阪ベイタワー
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用を増やし、フレッシュな目線で常に
新しいことにチェレンジする環境整備
を行ない、社員の能力を最大限に生
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　目標はマイステイズ・ホテル・マネ
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す。いまは OTA 等販売価格の比較
もできることから、価格を下げすぎる
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させるよう総料理長とレストラン支配
人も含めてマネージャーや料理長たち
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通認識を行なっております。
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成し遂げられるかと見込んでいます。
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なければ、世間には広がりませんの
で、情報発信することでメディアにも
認知され、情報が拡散されます。そ
の効果もあってか、直近ではテレビ
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返していくと、自分たちの意見が取り
入られて情報発信につながる⇒来館
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る、というループが構築されますので
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　こうした成功体験からスタッフたち
からもアイデアが積極的に出るように
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画会議を行なっていますが、売りた
いプランやその理由、利益について
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■現場スタッフもこういうプランだっ
たらもっと売れるという発想ができる
と、より強いチームになると思いますね。
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　現在はマイステイズ・ホテル・マネ
ジメントの執行役員に就任し、リゾー
トホテルや温泉宿を運営する MRM
事業部とシティホテルや宿泊主体型ホ
テルの運営を担う MHM 事業部の両
事業部のセールス &マーケティング責
任者を兼任。具体的にはマイステイズ
グループ約 150 施設のオンライン販売
や直販に関わる業務を中心とした
マーケティング全般を任されており、
さらにロイヤルティプログラムの立ち
上げの準備にも関わっているそうだ。

■新たな仕事へチャレンジできる
企業カルチャーが魅力

　岩見氏が実際に率いるチームメン
バーは、レベニュー担当 30 人ほど、
マーケティング担当 30 人ほど、OTA
との折衝やコンテンツの更新などを担
当するチャネルマネジメント担当 10 人
ほどの約70人体制。グループ全体の
収益にダイレクトに関わるキーマンと
して重責を担っている。とくにマイス
テイズ・ホテル・マネジメントのレベ
ニューマネジメントの優秀さは業界か
らも一目置かれている。岩見氏には
こうした強いチームをつくるために厳
守していることがあるという。
　「私は新たなスタッフがメンバーに
加わるとき、入社時にマイステイズ・
ホテル・マネジメントのルールに従っ
て仕事を進めるように伝えます。一例
を挙げると機会損失しない、無用な
ことはしないなど。いままでいろいろ
経験されてきた方も中途入社してくる
ので独自の考え方を持っていると思
いますが、一旦それは置いておいて
白と黒をはっきりしておくことが大切
だと考えています。
　その共通の土台ができた上で、良い

アイデアや意見があれば申し出てほし
いと伝えます。もっと強いチームを築
いていこうと常に言っているので、アイ
デアが生まれる土壌はできているつも
りです。突拍子もない意見もたまには
ありますが。聞く耳を持ち、1 回やっ
てみてダメならやめればいいというス
タンスですから。また、そうした思い
を持つ人たちが集まると必然的にチー
ムは強くなるのではないでしょうか」。
　そしてスタッフに任せられることは、
速やかに一任してしまうことで成長速
度を上げられると考えている。こうし
て他者を尊重する風土、チャレンジで
きる環境はマイステイズ・ホテル・マネ
ジメント全社の土台にもなっている。
　「自分の場合だと IT の責任者やロ
イヤルティプログラムの立ち上げなど、
新たな仕事に挑戦するチャンスをもら
えることに魅力を感じています。オー
ナーとの関係性も近く、課題も共有
化されているので、毎日のようにミー
ティングしながら意見を交わしていま
す。課題解決に向けてスピーディー
に動けることも当社の特徴ですね」。

■ライフワークバランスがとれる
働きやすさがモチベーションアップに

　さらにモチベーションを損なうこと
なく、ライフワークバランスをうまくと
りながら活躍できる環境も働きやす
さの理由と岩見氏は話す。
　「私は入社して 9 年になりますが、
自分の見える範囲では悪いところが
見つかりませんね。働きやすい環境
だと思います。やればやっただけ認
めてくれますし、何よりも会社を良く
していこうという方向性が見えます。
それは労働環境についても、福利厚
生についても。会社の理解があり、

日々の業務は時間通りに終業します
し、休日も規定日数をきちんと消化
できていますから。
　また、産休や育休についても制度
がしっかりしているので、私のチーム
でも3回目の育休に突入したスタッフ
もいます。全国に運営施設があるの
で、家庭の事情などで転勤先の希望
を出せたり、さまざまな業務内容が
あるので仕事の幅を広げられるかも
しれません。そうした強みもあります。
経営陣もいまいる人に気持ちよく長く
仕事を続けてもらえること、一旦離
れても戻ってきてもらえる環境をつく
ることが重要だと認識しているからで
はないかと思います」。
　岩見氏はこれからは仕事を効率化
していくことが自身の務めと認識して
いるという。
　「人員不足の中、限られた人材で
多くのプロパティに対応できるように
ならなければなりません。その一方
で現状はメンバー 1 人当たりが抱え
る仕事量が多すぎると感じています。
　例えばレベニューマネジメントであ
れば、自動化を進めることも有効で
しょう。オートパイロットや、マーケ
ティングと絡めて全体がスムーズに回
るような仕組みを作るなど。在庫管
理や料金設定は機械に任せて、人は
戦略的な部分を担っていれば良いと
思っています。ビジネスミックスやチャ
ネルミックスなどをどう変えていくのか、
パッケージプランを企画する、プロモー
ションはどのタイミングで打つかなど。
そういったようなところに時間を費やし
ていけるよう取り組んでいます」。
　物事の固定観念を取り払って、現
状を切り開いていく姿勢こそがマイス
テイズ・ホテル・グループ躍進の原
動力にちがいないだろう。

強いチームは共通の土台を作った上で
聞く耳を持ちスタッフの能力を最大限に生かすこと
マイステイズグループ全体の収益のカギを握ると言っても過言ではないビジネスパフォーマンスマネジメントで執行
役員兼本部長の重責を担う岩見 正一氏。レベニューマネジメントにおいては業界でも一目置かれる実力の持ち
主だ。そんな同氏が自身のチームの強みづくりやマイステイズ・ホテル・マネジメントの魅力について語る。

TOP INTERVIEW T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

■自身の成長を目指して
マイステイズに転職
　岩見 正一氏は「ヨコハマグランド
インターコンチネンタルホテル」では
レベニューマネジャー、ヒルトンでは
リージョナル・マネジャー、前職のソ
ラーレホテルズアンドリゾーツではレ
ベニューマネジメント部長を歴任。
2014年9月にマイステイズ・ホテル・
マネジメントに転職した。その当時の
運営施設は50ホテル、客室数は約
50 0 0室の規模だったという。
　「マイステイズ・ホテル・マネジメン
トに入社したのは、一緒にやろうよと
声を掛けてもらったのがきっかけで
す。ちょうどタイミングが良かったと
いうこともあります。また、専門分野
のレベニューに加え、それ以外の仕
事も任せてもらえるとのことで、自分
の成長につながるのではないかと
思って入社を決めました。
　結果としては、レベニューマネジメ
ント部門ではなく、セールス＆マーケ
ティングジェネラルマネージャーという
役職で入り、いろいろ新しい仕事に
チャレンジするチャンスをいただくこ
とができました。会社も当時はまだ、
いまほどの規模ではなかったものの成
長を目指している勢いを感じましたね」。

岩見 正一 氏　Shoichi Iwami

㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント
執行役員 兼 ビジネスパフォーマンスマネジメント
本部長
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のレベニューに加え、それ以外の仕
事も任せてもらえるとのことで、自分
の成長につながるのではないかと
思って入社を決めました。
　結果としては、レベニューマネジメ
ント部門ではなく、セールス＆マーケ
ティングジェネラルマネージャーという
役職で入り、いろいろ新しい仕事に
チャレンジするチャンスをいただくこ
とができました。会社も当時はまだ、
いまほどの規模ではなかったものの成
長を目指している勢いを感じましたね」。

岩見 正一 氏　Shoichi Iwami

㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント
執行役員 兼 ビジネスパフォーマンスマネジメント
本部長
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ね。そして、課題に対し相談するチー
ムは状況によって判断します。例え
ば、企業案件を取るほうが良いと思っ
たらコーポレートセールスチーム、イ
ンバウンドやスポーツの団体を取りた
いと思ったらエージェントチームなど、
その時に最適なチームに依頼するよ
うにしています。宿泊だけはでなく、
レストランや宴会、ウエディングなど
の施設がある場合はその分野も。
　また、本社にはオーナーとのやり取
りをする専門部署もあるので、オーナー
に報告するレポート作成や進捗の報告
も役目となっています。運営受託後など
改装について現地とリノベーションチー
ムの案を検討することもあります」。
　また、ビジネスマネジメント部は人
材採用にも深く関わっている。
　「労務に関することは本社が担い、
採用チームもありますが、実際に面
接をして合否の判断は、ビジネスマネ
ジメント部が担当します。私自身は人
の育成に、よりやりがいを感じていま
す。採用したスタッフが希望部署に
行けたり、いきいきと活躍している姿
を見ることが一番のよろこびですね。
　私は中途採用したスタッフについ
て、配属の約 1 カ月後に現地スタッ
フに電話をして様子を聞いたり足を運
んでみる時もあります。それが採用
の目を養うことにもつながっていま
す。そして現場の社員のスキルアップ
やキャリア設計は、ビジネスマネジメ
ントが一緒に考えて話し合っていかな
ければならないと思っています。そう
しないと会社の底上げができません。
　会社が大きくなるのに、スタッフは
中途入社と退職を繰り返しているよう
では組織が空洞化していくので、こ
の2～3年でしっかり土台をつくるこ
とが必要と考えています」。
　今村氏は自身について、先頭を切っ
て旗を振るのではなく、このように後

方から支える役割の方が性格に合っ
ているのではないかと分析する。
■人生に無駄なし、上司に恵まれ
努力が認められて昇進
　今村氏は新卒で入社し、24年勤め
てきた生え抜き社員だ。現場経験も
長く、支配人の経験もある。九州で
は現場勤務に加えて、本社と連携し
て地方のプロパティを管理する業務も
担っていた。それを見ていた上司か
ら、本社に来て違うエリアを経験して
みないかと打診されたそうだ。コロ
ナ禍で業績が落ち込んでいたこと、
地元九州を離れることなどいろいろと
悩んだが「せっかくもらったチャンス
なのでチャレンジしよう」と決意した。
　この抜擢について、これまでの仕
事が認められたうれしい出来事と捉
える一方、努力を見てくれている指導
者＝上司や同僚に恵まれたことも大き
な要因だと振り返る。
　「私は大学までずっと剣道を続けて
きました。そのとき感じたのは天才が
努力すれば、凡人は勝てないという
ことです。けれどもそこで卑屈になら
ず自身の役割を見つけて、追いつこ
うと努力していけば、凡人も日の目を
見ることもあり、そこにやりがいを見
出してきました。当社はいろんなホテ
ルを経験した凄い人達がたくさんい
て、この会社しか知らない私は劣等
感や負い目を感じることが頻繁にあり
ます。仕事も数字には直接表れなく
ても、いつかは会社のため、自分の
ためになると思って決して投げ出さな
いと心に決めています。
　剣道は四段を持っていますが、昇
級や昇段には一定の期間が設けられ
ており、すぐには受検できません。
その間は修行の時間なのです。それ
は仕事にも相通じるところがあり、最
初の役職をもらってから次にステップ
アップするためには経験を積む必要

があります。支配人になっても周りに
認めてもらわないと、本当の支配人
ではありません。肩書きが人を育てる
と言いますが、私も育てられてきたと
思っています。ちなみに、もうずっと竹
刀は持っていないので四段どころか初
段の価値もないのではと思いますけど。
　また、私は以前の上司から句点は
自分で打ちなさいと教えられたことが
あります。ただし、良いことや日の当
たることは部下に句点を打たせるよう
に。困ったときやトラブルがあったと
きには、句点は責任者が逃げずに打
つものだと。これまで仕事で壁に当
たることもありましたが、こうしたポ
リシーを持って最後までやりとげてき
たことが評価してもらえたのかなと
思っています」。
　きれいごとではなく、人生で無駄
だったことは一つもなかった。学生時
代、現場時代、いまの立場へとすべ
てがつながっていると話す。
　そんな今村氏は、現在のマイステイ
ズ・ホテル・マネジメントについて仕
事に人生を合わせるのではなく、人
生に仕事を合わせられるような体制
が整いつつあると感じているそうだ。
　「当社はいろいろなキャリアの選択
肢があるのも魅力です。年に何度か
提出する自己評価シートには、どんな
部署に行きたいか、どういう仕事を
したいか、どうなっていきたいかを自
由に書ける欄があり、本部長まで届
くシステムになっています。全国にホ
テルがありますので、パートナーの転勤
や親の介護で引っ越しする場合は、近
くのホテルへ転勤することも可能です」。
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トは、これからさらに多くの人が働き
たいと思える企業を目指している。そ
の一翼を担うように今村氏は、今後も
人材育成にさらに注力していきたい
と語った。

マイステイズ・ホテル・マネジメントに新卒で入社し、ホテルの現場から支配人を経て、現在は本社のビジネスマネジ
メント本部長の重責を担う今村 友美氏。信条は、努力は報われる、投げ出さずにやり遂げる。剣道は四段の実
力を持つ。そんな今村氏に仕事の向き合い方や業務内容、キャリアアップについて聞く。

TOP INTERVIEW T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

■現場と本部を連携するビジネス
マネジメント部の本部長として活躍
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トの本社では、レベニューマネージ
メント、セールス、経理、総務人事、
開発、リノベーションなど各分野のプ
ロフェッショナルが全国のホテル運営
をサポートしている。彼らと現場の橋
渡し役となって円滑なホテル運営を支
える部署がビジネスマネジメント部
だ。今村 友美氏はその本部長として
手腕を発揮している。
　同部のスタッフは複数のプロパティを
担当し、運営状況を把握して課題解決
に必要な専門部門と連携して動く。今村
氏自身も30棟のプロパティを管轄する。
　「ビジネスマネジメント部は、現場
と本社のプロフェッショナルチームを
連携するハブ的な役割です。多岐に
わたる業務の中でも重要項目が、収
支およびオペレーションの管理です。
　マーケットの状況はホテルの立地
や客層、季節、イベントなどによって
異なっています。そこで、どういう施
策を打てば売り上げが上がるのかを
現場のスタッフと話し合い、ホテルご
とに予算を作成してコントロールする
言わばプロデューサー的な立場です

今村 友美 氏　Tomomi Imamura

㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント
ビジネスマネジメント 本部長

ビジネスマネジメント部はホテルと本部の連携を
図るハブ的存在、スペシャリストとゼネラリストの
相乗効果が企業の未来を開く
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ね。そして、課題に対し相談するチー
ムは状況によって判断します。例え
ば、企業案件を取るほうが良いと思っ
たらコーポレートセールスチーム、イ
ンバウンドやスポーツの団体を取りた
いと思ったらエージェントチームなど、
その時に最適なチームに依頼するよ
うにしています。宿泊だけはでなく、
レストランや宴会、ウエディングなど
の施設がある場合はその分野も。
　また、本社にはオーナーとのやり取
りをする専門部署もあるので、オーナー
に報告するレポート作成や進捗の報告
も役目となっています。運営受託後など
改装について現地とリノベーションチー
ムの案を検討することもあります」。
　また、ビジネスマネジメント部は人
材採用にも深く関わっている。
　「労務に関することは本社が担い、
採用チームもありますが、実際に面
接をして合否の判断は、ビジネスマネ
ジメント部が担当します。私自身は人
の育成に、よりやりがいを感じていま
す。採用したスタッフが希望部署に
行けたり、いきいきと活躍している姿
を見ることが一番のよろこびですね。
　私は中途採用したスタッフについ
て、配属の約 1 カ月後に現地スタッ
フに電話をして様子を聞いたり足を運
んでみる時もあります。それが採用
の目を養うことにもつながっていま
す。そして現場の社員のスキルアップ
やキャリア設計は、ビジネスマネジメ
ントが一緒に考えて話し合っていかな
ければならないと思っています。そう
しないと会社の底上げができません。
　会社が大きくなるのに、スタッフは
中途入社と退職を繰り返しているよう
では組織が空洞化していくので、こ
の2～3年でしっかり土台をつくるこ
とが必要と考えています」。
　今村氏は自身について、先頭を切っ
て旗を振るのではなく、このように後

方から支える役割の方が性格に合っ
ているのではないかと分析する。
■人生に無駄なし、上司に恵まれ
努力が認められて昇進
　今村氏は新卒で入社し、24年勤め
てきた生え抜き社員だ。現場経験も
長く、支配人の経験もある。九州で
は現場勤務に加えて、本社と連携し
て地方のプロパティを管理する業務も
担っていた。それを見ていた上司か
ら、本社に来て違うエリアを経験して
みないかと打診されたそうだ。コロ
ナ禍で業績が落ち込んでいたこと、
地元九州を離れることなどいろいろと
悩んだが「せっかくもらったチャンス
なのでチャレンジしよう」と決意した。
　この抜擢について、これまでの仕
事が認められたうれしい出来事と捉
える一方、努力を見てくれている指導
者＝上司や同僚に恵まれたことも大き
な要因だと振り返る。
　「私は大学までずっと剣道を続けて
きました。そのとき感じたのは天才が
努力すれば、凡人は勝てないという
ことです。けれどもそこで卑屈になら
ず自身の役割を見つけて、追いつこ
うと努力していけば、凡人も日の目を
見ることもあり、そこにやりがいを見
出してきました。当社はいろんなホテ
ルを経験した凄い人達がたくさんい
て、この会社しか知らない私は劣等
感や負い目を感じることが頻繁にあり
ます。仕事も数字には直接表れなく
ても、いつかは会社のため、自分の
ためになると思って決して投げ出さな
いと心に決めています。
　剣道は四段を持っていますが、昇
級や昇段には一定の期間が設けられ
ており、すぐには受検できません。
その間は修行の時間なのです。それ
は仕事にも相通じるところがあり、最
初の役職をもらってから次にステップ
アップするためには経験を積む必要

があります。支配人になっても周りに
認めてもらわないと、本当の支配人
ではありません。肩書きが人を育てる
と言いますが、私も育てられてきたと
思っています。ちなみに、もうずっと竹
刀は持っていないので四段どころか初
段の価値もないのではと思いますけど。
　また、私は以前の上司から句点は
自分で打ちなさいと教えられたことが
あります。ただし、良いことや日の当
たることは部下に句点を打たせるよう
に。困ったときやトラブルがあったと
きには、句点は責任者が逃げずに打
つものだと。これまで仕事で壁に当
たることもありましたが、こうしたポ
リシーを持って最後までやりとげてき
たことが評価してもらえたのかなと
思っています」。
　きれいごとではなく、人生で無駄
だったことは一つもなかった。学生時
代、現場時代、いまの立場へとすべ
てがつながっていると話す。
　そんな今村氏は、現在のマイステイ
ズ・ホテル・マネジメントについて仕
事に人生を合わせるのではなく、人
生に仕事を合わせられるような体制
が整いつつあると感じているそうだ。
　「当社はいろいろなキャリアの選択
肢があるのも魅力です。年に何度か
提出する自己評価シートには、どんな
部署に行きたいか、どういう仕事を
したいか、どうなっていきたいかを自
由に書ける欄があり、本部長まで届
くシステムになっています。全国にホ
テルがありますので、パートナーの転勤
や親の介護で引っ越しする場合は、近
くのホテルへ転勤することも可能です」。
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トは、これからさらに多くの人が働き
たいと思える企業を目指している。そ
の一翼を担うように今村氏は、今後も
人材育成にさらに注力していきたい
と語った。

マイステイズ・ホテル・マネジメントに新卒で入社し、ホテルの現場から支配人を経て、現在は本社のビジネスマネジ
メント本部長の重責を担う今村 友美氏。信条は、努力は報われる、投げ出さずにやり遂げる。剣道は四段の実
力を持つ。そんな今村氏に仕事の向き合い方や業務内容、キャリアアップについて聞く。

TOP INTERVIEW T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

■現場と本部を連携するビジネス
マネジメント部の本部長として活躍
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トの本社では、レベニューマネージ
メント、セールス、経理、総務人事、
開発、リノベーションなど各分野のプ
ロフェッショナルが全国のホテル運営
をサポートしている。彼らと現場の橋
渡し役となって円滑なホテル運営を支
える部署がビジネスマネジメント部
だ。今村 友美氏はその本部長として
手腕を発揮している。
　同部のスタッフは複数のプロパティを
担当し、運営状況を把握して課題解決
に必要な専門部門と連携して動く。今村
氏自身も30棟のプロパティを管轄する。
　「ビジネスマネジメント部は、現場
と本社のプロフェッショナルチームを
連携するハブ的な役割です。多岐に
わたる業務の中でも重要項目が、収
支およびオペレーションの管理です。
　マーケットの状況はホテルの立地
や客層、季節、イベントなどによって
異なっています。そこで、どういう施
策を打てば売り上げが上がるのかを
現場のスタッフと話し合い、ホテルご
とに予算を作成してコントロールする
言わばプロデューサー的な立場です

今村 友美 氏　Tomomi Imamura

㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント
ビジネスマネジメント 本部長

ビジネスマネジメント部はホテルと本部の連携を
図るハブ的存在、スペシャリストとゼネラリストの
相乗効果が企業の未来を開く
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環境でルームクリーニング研修が実
施される。また、レストランサービス
やビジネスマナーの習得、日本の文
化・食文化を学ぶ講習、口コミ分析
や顧客体験など、大卒の新卒向け研
修コンテンツも取り入れながら、ホテ
ルスタッフとしての知識や専門技術の
基礎を教えていく。
　「日本語が話せない実習生が安心
して 3 年間のホテル実習に取り組め
るよう準備教育を行なうことが入国後
講習施設の役割ですが、ただ作業を
教えるだけではなく、なぜそうする
か、どうしたら顧客満足度を高めつ
つ企業としても成長できるかというこ
とも彼らに問いかけ考えさせるなど、
自発的に行動できる社会人を育てる
という意識を大切にしています。また、
学校生活を通して信頼関係ができて
くると、彼らの素顔や背景が少しず
つ見えてきます。産業が少なく地元
での就職が難しいケース、日本企業
で働きたいなど、それぞれ希望や夢
を持ち人生を賭けて来日していること
を知りました。タフで前向きな彼らの
チャレンジに寄り添いながら飛躍の
後押しすることが今の私の役割であ
り、大きなやりがいとなっています。
彼らは、間違いなく当グループを支え
る力になってくれると信じています」。
　飯野氏は実習生の面談に行くこと
もあり、中には再会の懐かしさと安
堵感から泣き出す実習生もいるとい
う。彼らにとって飯野氏はまさに“日
本のお母さん”的な存在なのだ。
　「3年間の実習の後、慣れ親しんだ
当グループのホテルへ就職を希望す
る実習生について、特定技能ビザで
迎えることも視野にいれています。こ
れは双方にとってプラスとなります
が、近い将来、現行の技能実習制度

は発展的に解消され、転職可能な新
たな制度が創設される見込みである
ことから、優秀な外国人に選ばれる
職場環境・雇用条件・福利厚生など
を実現すべく準備を進めています」。
■多様性を受け入れる土壌、人との
つながりが企業と自身の成長に
　飯野氏は同社を1から知るプロパー
社員の一人だ。一つの企業でキャリ
アを磨き続けてきたことについて、「急
成長の中、常に乗り越えなければな
らない課題があり、1日1日、目の前
のことに必死になって取り組んできま
した。上司や先輩社員に助言をいた
だきながら同僚とは切磋琢磨し、若
手メンバーからは新たな視点や気づき
を教えてもらい、今の自分が形作ら
れています。その時々で多くの人と関
わりながら同じ目標に向けて打ち込
んだ時間は私にとってかけがえのない
財産。特にコロナ期に重要なプロジェ
クトをチームで担当した際、支えてく
れたスタッフには感謝してもしきれな
い思いでいます」と語る。
　同社では事業の拡大とともに20 0 0
年代からさまざまなホテル出身者、
異業種からの転職者なども多数採用
している。中にはホテル単位でグルー
プに入り、全従業員が入社するとい
うケースもある。各々のホテルのプラ
イドがぶつかる懸念があるが、同社
の場合はうまく回避されている。「異
なる企業文化で仕事をしてきたわけ
ですから、最初から相容れることは
難しい。互いに歩み寄ってより良い選
択をしていくことが大事なことで、当
社にはそれができるユニークな風土
があります」。
　飯野氏が採用担当だったときは、
転職者が気遣いをせずに最初から実
力を発揮できることを一番に心掛け

ていたという。特に総支配人クラスや
役職者の場合は、ハレーションが起
こらないよう根回しも欠かさなかっ
た。「近年は専門職の中途入社も多
い。新たなメンバーが知恵・知識・
ノウハウ・経験を当社で存分に発揮
できるか、また、既存の社員が自身
の学びにできるか、逆もまたしかり。
私自身も日々新たな学びがあります」
と飯野氏は話す。これまでの成長過
程で多様なバックグラウンドの人を受
け入れ、人材がうまくミックスして新
たな方向に昇華できている、それが
まさに同社の強みなのだ。
■自分の経験を次世代に伝えること
　飯野氏はこれまで研修や人事を担
当してきた経験から、育成やチーム
ビルディング・チームマネジメント、
課題解決や仕組みづくりも得意とす
る。今回のNHAプロジェクトは社内
外の精鋭メンバーのサポートを受け、
これまでの経験すべてを生かしたプ
ロジェクトとして第一期が無事に終了
した。次期は社内公募制度で選ばれ
た新たなメンバーも加わる予定だ。
また、当初日本語でのコミュニケー
ションが難しい間は下膳業務やベッド
メイキングなどが中心だが、会話力
が必須となる席への案内や料理の配
膳など、一歩進んだ接客業務にチャ
レンジしている実習生もでてきた。想
定以上のステップアップに実習生・指
導員、双方の本気度を感じ、次期は
より良い講習をと熱が入る。
　「どんな仕事も前向きに捉える。楽
しんでやる。必ず達成する」という
マインドを持ち、しなやかに幾多の
ハードルを乗り越えてきた飯野氏。今
後は、これまでの自分の経験を次の
世代に伝えていきたいと語った。

刺激あるチャレンジの連続、多様性を受け入れ、
成長につなげる企業カルチャーが魅力
マイステイズ・ホテル・マネジメントの前身企業に入社以来、30年近く在籍し、成長過程を1から知る飯野 友子氏。
現在はグループ企業のMRM合同会社にて、外国人技能実習生を育成する成田･ホスピタリティ･アカデミーの責
任者を務める。飯野氏に仕事のやりがいや企業カルチャー、マイステイズ・ホテル・マネジメントの成長理由を伺った。

TOP INTERVIEW T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

■NHA初代責任者に
　2023年6月、マイステイズ・ホテル・
マネジメントのグループ会社、MRM
合同会社が手掛ける「成田･ホスピタ
リティ･アカデミー（NHA）」が開校
した。同校はホテルなどホスピタリ
ティー産業の技能習得を目指す外国
人技能実習生の入国後講習に特化し
た専門施設。同校を率いるのが飯野
氏だ。
　飯野氏は同社の前身となる中長期
宿泊施設を運営する企業に新卒入社
し、運営施設の現場業務を経験。そ
の後、教育や採用分野などのキャリ
アを積み、リクルートメント & トレー
ニング 部長を経て、MRM 合同会社
のNHA事業部長に就任した。
　同校では、同社グループ監修によ
る充実した講習プログラムを提供し、
ホスピタリティーの高い人材を育成し
ている。具体的には①日本語学習、
②日本での生活一般に関する知識、
③法的保護を目的とした技能実習法
や入管法、労働関係法などの法定講
習の実施、中でも④ホテル専門の技
能・知識に関する講習時間にボリュー
ムを持たせていることが大きな特色
だ。例えば、校内に作られたモック
アップルームでは、本番さながらの

飯野 友子 氏　Tomoko Iino
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成田・ホスピタリティ・アカデミー事業部 部長
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環境でルームクリーニング研修が実
施される。また、レストランサービス
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化・食文化を学ぶ講習、口コミ分析
や顧客体験など、大卒の新卒向け研
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ルスタッフとしての知識や専門技術の
基礎を教えていく。
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して 3 年間のホテル実習に取り組め
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つ企業としても成長できるかというこ
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くると、彼らの素顔や背景が少しず
つ見えてきます。産業が少なく地元
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堵感から泣き出す実習生もいるとい
う。彼らにとって飯野氏はまさに“日
本のお母さん”的な存在なのだ。
　「3年間の実習の後、慣れ親しんだ
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は発展的に解消され、転職可能な新
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に驚きました。オーナー会社が購入
して運営を任されるケースでは、当社
の本部の中にテイクオーバーのプロセ
ス全般を担う部署、リノベーションを
専門に行なう部署がありますし、本
部に建築士の資格を持つ人、販売促
進、ウェブマーケティング、レベニュー
マネジメントなどの専門家がいてチー
ムを作っています。彼らのサポートが
受けられるので、現地はスムーズにオ
ペレーションを進めることができます。
これはほかのホテル企業では見られな
い優れた仕組みだと感じています」。
■個性を発揮できる企業風土の下、
チーム作りに注力
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トは、本部の専門家による手厚いバッ
クアップに加え、会社側からの押し
つけのない企業風土も特徴だ。責任
者として指名されたら自身の方法論を
実践できる。それは総支配人に対し
てだけでなく、中堅社員もしかり。
前例踏襲ではなく、本人の適性を十
分に発揮してもらうのが一番いい、
まずはやらせてみて判断するというス
タンスなのだ。こうしたさまざまな考
えを受け入れるカルチャーは、M&A
やホテルのテイクオーバーを実施し、
運営施設もビジネスホテルから始ま
り、シティホテル、温泉施設、リゾー
トと多岐にわたるジャンルに拡大して
いく過程で培われたのではないかと
久米氏は話す。「各人の持つさまざま
なノウハウを全部吸収して、マイステ
イズとしての新たなノウハウに資して
いこうという姿勢があると思います。
私はほかのホテルで総支配人の経験は
ありますが、マイステイズ・ホテル・マ
ネジメントではまったくの新人。それで
も新たなホテルの責任者を任せてくれた
ことに会社の懐の深さが見えましたね」。

　久米氏の運営スタイルの特徴は現
場スタッフのチーム作りにある。
　「よく気心の知れた者を連れてきて
チームを作る人もいますけれども、私
のポリシーは既存メンバーをメインに
チームを作り、適性を見出してモチベー
ションを上げていくこと。それによって
仕事がうまく回って良い結果も出る。
そうした環境づくりが自分の仕事だ
と肝に銘じています。成田でもこの
気持ちが分かち合えていると感じてい
ます」。
　スタッフのモチベーションを上げる
ためにはできるだけ現場に赴く。ホ
テルマイステイズプレミア成田のス
タッフ130名、アートホテル成田120
名の顔と名前を一致させるための努
力もした。総支配人の仕事の半分は
オーナーとのリレーションだが、最終
的にオーナーの要望を具現化するの
は現場スタッフだ。オーナーの意向
を噛み砕いて肌で感じてもられるよう
現場に伝え、現場の考えや取り組みを
オーナーにフィードバックすることで、
最大の成果を得る。こうした橋渡しも
最重要事項の一つと捉えているという。
■日本の玄関口成田で2ホテルを運
営、オリジン、出自を大切に色付けを
　久米氏が総支配人を務める 2 つの
ホテルは、成田国際空港近くのフル
サービスホテルという共通性もある
が、それぞれ明確な個性を持つ。よっ
て各ホテルの舵取りも取り組む課題も
異なる。「アートホテル成田は、もと
もと地域一番の老舗ホテルで長きに
渡って地元の皆さまや経済界と深くつ
ながってきた歴史があります。このご
縁を大切にしつつ、利便性をさらに
高めていきたいと考えています。また、
地元のマーケットそのものは決して大
きくなく、ホテルは供給過剰な状況

です。特にF＆B部門は地元利用だけ
ではまかなえないので、どのようにバ
ランスをとっていくかが今後のチャレン
ジです。企業や学校の研修、外国に
スポーツ遠征に行くチームの事前合宿
や記者会見など、地元以外の需要も
積極的に取り込んでいく戦略です。
　一方のホテルマイステイズプレミア
成田は、客室数 711 室の大型ホテル
です。このホテルが成田においてど
のような役割を果たすべきなのかを、
もう一度よく考える時期でしょう。現
況は全体の約 4 割近くを航空会社の
クルーが占めていますが、本年から航
空機の発着数もかなり戻ってきてお
り、国際色豊かなゲストを迎えるホテ
ルとして求められるコンテンツをさらに
ブラッシュアップしていきたいと考えて
います。その一つ日本の良さを紹介す
る迎賓館として、近隣ホテルに先駆け
て和食堂を再開しました。外国人のお
客さまからの和食ディナーを楽しみにし
てきたという声も多くなっています」。
　両ホテル共通なのは日本の玄関口
である成田において日本ならではのホ
スピタリティーを提供すること。その
上でそれぞれのオリジン、出自を大切
にした色付けをしていきたいと話す。
　「当社は挑戦を良しとし、バックアッ
プしてもらえる環境が整っているの
で、新たな投資や新たなサービスを
提供することで、高評価を得る。こ
のような良い循環がどちらのホテルで
も実現できています。お客さまから
きれいになった、使いやすくなった、
料理がおいしいという声をいただける
機会もあり、それが一番の喜びです。
また、コロナ禍では難しかったスタッ
フの昇給もできるようになり、働きが
いがあると話してくれることも大きな
やりがいとなっています」。

真のプロフェッショナル集団のサポートと、個性を尊重し
勇気ある挑戦を歓迎する文化は唯一無二
大手ホテルチェーンで長年キャリアを積んできた久米氏は60歳を目前にマイステイズ・ホテル・マネジメントに転職。現在は
ビジネスマネジメント部長と「アートホテル成田」、「ホテルマイステイズプレミア成田」の総支配人を兼務している。転職の目
的や入社してから感じたマイステイズ・ホテル・マネジメントの企業風土や特徴、自身のホテル運営の舵取りについて語る。

TOP INTERVIEW T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

■60 歳を目前に転職、専門分野に
精通した体制の強みを実感
　久米 剛氏は業界歴約40年の生粋の
ホテルマンだ。大学卒業後は、ANA
系列のホテル企業に就職。20 0 6年に
同社は、インターコンチネンタルホテ
ルズグループとの資本提携で IHG・
ANA・ホテルズグループジャパンと
なり、久米氏は五つのシティホテル
で総支配人を歴任した。そして
2022年4月にマイステイズ・ホテル・
マネジメントに転職した。
　転職の理由はまず、破竹の勢いで
チェーンを拡大する同社に興味が
あったこと。また、まもなく60歳を
迎える年齢だったので、もうしばらく
ホテル第一線で働きたいとの思いか
ら65歳定年の同社に注目した。入社
後2カ月間は、本部のホテルオペレー
ションを管轄する部署で勤務し、さ
まざまなプロパティの運営方法を把
握。6月からはテイクオーバーするこ
とになったアートホテル成田の開業準
備室に赴任。その後総支配人に、今
年の4月からはホテルマイステイズプ
レミア成田も率いることとなった。
　「マイステイズ・ホテル・マネジメン
トに入社し、専門分野は専門家に任
せるという体制が構築されていること

久米　剛 氏　Tsuyoshi Kume

㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント　
ビジネスマネジメント部長
ホテルマイステイズプレミア成田 総支配人
アートホテル成田 総支配人
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に驚きました。オーナー会社が購入
して運営を任されるケースでは、当社
の本部の中にテイクオーバーのプロセ
ス全般を担う部署、リノベーションを
専門に行なう部署がありますし、本
部に建築士の資格を持つ人、販売促
進、ウェブマーケティング、レベニュー
マネジメントなどの専門家がいてチー
ムを作っています。彼らのサポートが
受けられるので、現地はスムーズにオ
ペレーションを進めることができます。
これはほかのホテル企業では見られな
い優れた仕組みだと感じています」。
■個性を発揮できる企業風土の下、
チーム作りに注力
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トは、本部の専門家による手厚いバッ
クアップに加え、会社側からの押し
つけのない企業風土も特徴だ。責任
者として指名されたら自身の方法論を
実践できる。それは総支配人に対し
てだけでなく、中堅社員もしかり。
前例踏襲ではなく、本人の適性を十
分に発揮してもらうのが一番いい、
まずはやらせてみて判断するというス
タンスなのだ。こうしたさまざまな考
えを受け入れるカルチャーは、M&A
やホテルのテイクオーバーを実施し、
運営施設もビジネスホテルから始ま
り、シティホテル、温泉施設、リゾー
トと多岐にわたるジャンルに拡大して
いく過程で培われたのではないかと
久米氏は話す。「各人の持つさまざま
なノウハウを全部吸収して、マイステ
イズとしての新たなノウハウに資して
いこうという姿勢があると思います。
私はほかのホテルで総支配人の経験は
ありますが、マイステイズ・ホテル・マ
ネジメントではまったくの新人。それで
も新たなホテルの責任者を任せてくれた
ことに会社の懐の深さが見えましたね」。

　久米氏の運営スタイルの特徴は現
場スタッフのチーム作りにある。
　「よく気心の知れた者を連れてきて
チームを作る人もいますけれども、私
のポリシーは既存メンバーをメインに
チームを作り、適性を見出してモチベー
ションを上げていくこと。それによって
仕事がうまく回って良い結果も出る。
そうした環境づくりが自分の仕事だ
と肝に銘じています。成田でもこの
気持ちが分かち合えていると感じてい
ます」。
　スタッフのモチベーションを上げる
ためにはできるだけ現場に赴く。ホ
テルマイステイズプレミア成田のス
タッフ130名、アートホテル成田120
名の顔と名前を一致させるための努
力もした。総支配人の仕事の半分は
オーナーとのリレーションだが、最終
的にオーナーの要望を具現化するの
は現場スタッフだ。オーナーの意向
を噛み砕いて肌で感じてもられるよう
現場に伝え、現場の考えや取り組みを
オーナーにフィードバックすることで、
最大の成果を得る。こうした橋渡しも
最重要事項の一つと捉えているという。
■日本の玄関口成田で2ホテルを運
営、オリジン、出自を大切に色付けを
　久米氏が総支配人を務める 2 つの
ホテルは、成田国際空港近くのフル
サービスホテルという共通性もある
が、それぞれ明確な個性を持つ。よっ
て各ホテルの舵取りも取り組む課題も
異なる。「アートホテル成田は、もと
もと地域一番の老舗ホテルで長きに
渡って地元の皆さまや経済界と深くつ
ながってきた歴史があります。このご
縁を大切にしつつ、利便性をさらに
高めていきたいと考えています。また、
地元のマーケットそのものは決して大
きくなく、ホテルは供給過剰な状況

です。特にF＆B部門は地元利用だけ
ではまかなえないので、どのようにバ
ランスをとっていくかが今後のチャレン
ジです。企業や学校の研修、外国に
スポーツ遠征に行くチームの事前合宿
や記者会見など、地元以外の需要も
積極的に取り込んでいく戦略です。
　一方のホテルマイステイズプレミア
成田は、客室数 711 室の大型ホテル
です。このホテルが成田においてど
のような役割を果たすべきなのかを、
もう一度よく考える時期でしょう。現
況は全体の約 4 割近くを航空会社の
クルーが占めていますが、本年から航
空機の発着数もかなり戻ってきてお
り、国際色豊かなゲストを迎えるホテ
ルとして求められるコンテンツをさらに
ブラッシュアップしていきたいと考えて
います。その一つ日本の良さを紹介す
る迎賓館として、近隣ホテルに先駆け
て和食堂を再開しました。外国人のお
客さまからの和食ディナーを楽しみにし
てきたという声も多くなっています」。
　両ホテル共通なのは日本の玄関口
である成田において日本ならではのホ
スピタリティーを提供すること。その
上でそれぞれのオリジン、出自を大切
にした色付けをしていきたいと話す。
　「当社は挑戦を良しとし、バックアッ
プしてもらえる環境が整っているの
で、新たな投資や新たなサービスを
提供することで、高評価を得る。こ
のような良い循環がどちらのホテルで
も実現できています。お客さまから
きれいになった、使いやすくなった、
料理がおいしいという声をいただける
機会もあり、それが一番の喜びです。
また、コロナ禍では難しかったスタッ
フの昇給もできるようになり、働きが
いがあると話してくれることも大きな
やりがいとなっています」。

真のプロフェッショナル集団のサポートと、個性を尊重し
勇気ある挑戦を歓迎する文化は唯一無二
大手ホテルチェーンで長年キャリアを積んできた久米氏は60歳を目前にマイステイズ・ホテル・マネジメントに転職。現在は
ビジネスマネジメント部長と「アートホテル成田」、「ホテルマイステイズプレミア成田」の総支配人を兼務している。転職の目
的や入社してから感じたマイステイズ・ホテル・マネジメントの企業風土や特徴、自身のホテル運営の舵取りについて語る。

TOP INTERVIEW T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

■60 歳を目前に転職、専門分野に
精通した体制の強みを実感
　久米 剛氏は業界歴約40年の生粋の
ホテルマンだ。大学卒業後は、ANA
系列のホテル企業に就職。20 0 6年に
同社は、インターコンチネンタルホテ
ルズグループとの資本提携で IHG・
ANA・ホテルズグループジャパンと
なり、久米氏は五つのシティホテル
で総支配人を歴任した。そして
2022年4月にマイステイズ・ホテル・
マネジメントに転職した。
　転職の理由はまず、破竹の勢いで
チェーンを拡大する同社に興味が
あったこと。また、まもなく60歳を
迎える年齢だったので、もうしばらく
ホテル第一線で働きたいとの思いか
ら65歳定年の同社に注目した。入社
後2カ月間は、本部のホテルオペレー
ションを管轄する部署で勤務し、さ
まざまなプロパティの運営方法を把
握。6月からはテイクオーバーするこ
とになったアートホテル成田の開業準
備室に赴任。その後総支配人に、今
年の4月からはホテルマイステイズプ
レミア成田も率いることとなった。
　「マイステイズ・ホテル・マネジメン
トに入社し、専門分野は専門家に任
せるという体制が構築されていること

久米　剛 氏　Tsuyoshi Kume

㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント　
ビジネスマネジメント部長
ホテルマイステイズプレミア成田 総支配人
アートホテル成田 総支配人

—2023.12.1∙8 — 21



■亀の井ホテルへのリブランドで経営目標が明確に
　施設の運営がマイステイズ・ホテル・
マネジメントに変わり、「亀の井ホテル」
にリブランドされたことによってさまざま
なことが大きく変化したと髙間氏は語る。
　従前は日本郵政の施設だったので、
運営も金融業のシステムにのっとった
かたちで進められていた。ホテル業
でありながら、さまざまな書類を作成し
なければならないなどの作業が多く、
日々 事務処理に追われていたという。
　「マイステイズ・ホテル・マネジメン
トの運営になってからは、事務作業
が低減してお客さまの方を向いて仕事
ができるようになりました。
　また、かんぽの宿のお客さまはメ
ンバーズカード会員が中心だったの
で、それに向けた営業をしていまし
たが、亀の井ホテルになってからは
OTA 含めて新たなお客さまを獲得で
きるようになりました。逆に言うと、
それまでホテル業として基本的なとこ
ろができてなかった部分もありまし
た。それを正して基礎からきちんとや
り直したら、新しいお客さまも来てく
れるようになりましたね」。
　宿泊の販売価格を決めるシステム
も変更。従前の平日料金と週末料金
を固定したフラットレート方式から、
状況に応じてフレキシブルに価格を変
えるダイナミックプライシングとなった。
　「かんぽの宿は公共的な位置づけ
でもあったので、分かりやすく宿泊料
金を設定していました。ですから料金
が日々刻 と々変わっていくという発想が
なく、驚くと同時に対応できるかどうか
最初は不安に感じたことも事実です」。
　さらに利益率も一から見直された。
　「マイステイズ・ホテル・マネジメン
トでは、計数管理に関しても見方が
ちがっていました。例えば料理の食
材コストも朝食、昼食、夕食と詳細
に分けて出すよう指導されました。そ

れまでは厨房の調理部門に任せきり
だったのが、現場の人間も一緒に入
るように変わり、KPI を細かく指数
管理するようになりました。こうした
作業で利益を上げるためには数字を
より深く見なければならないことを実
感しましたね」。
■真摯にコミュニケーションをとること
でスタッフのモチベーションが向上
　ドラスティックな運営スタイルの変
化が生じたホテルの現場では、スタッ
フのマインドも揺れがちと想像され
る。今回の円滑なテイクオーバーに
は髙間氏がコミュニケーションのハブ
となって果たした役割が非常に大き
かったようだ。
「当時のスタッフには、それぞれの人
生設計を尊重しつつ一緒に頑張って
いこうという話をしました。しかし、
会社が変わるというのは誰しもが経
験のなかったことだったので、最初
はどんな風になるんだろう、どんな人
が来て何を言われるのだろうかと不
安もあったでしょう。
　会社が変わってからは最初、いま
までとはちがうということを皆に植え
付けるところから始めました。社員も
仕事の効率化を求められましたので、
私のような立場にいる人間ができるだ
けいろいろな人に声を掛けるようにし
ました。そして口コミの良し悪しや価
格設定などの話を含めて、コミュニ
ケーションを取り続けました。最初の
一年は、本当に変化についていくの
に精一杯でしたね」。
　髙間氏の丁寧なケアで、スタッフの
意識も少しずつ変わっていったという。
　「例えば収益について、以前は各
ホテルのトップだけが分かっていれば
良いという感じでしたが、いまはス
タッフやパートさんにもホテルの目指
すところを伝えることでホテル全体の
意識が変わってきました。料金に見

合うよう料理やサービスの質も追いつ
いていかなければならない。そう皆
で話しましたし、それまでとはちがう
ことを見せようという気持ちもありま
した。いまでは、こういうことをやり
たいという積極的な声も聞かれるよう
になりましたね。
　新入社員や、統括している施設の
中には外国人の技能実習生が入って
くるなど新しい風も吹いています。職
場の雰囲気も変わりますし、お互い
にいろいろな経験もできて良い感じで
回っていますね。
　何より、お客さまから雰囲気が良く
なった、ありがとうと言っていただけ
ることがとても励みになっています」。
　新たな運営手法の導入やスタッフの意
識の変化によるサービス向上で、業績
は好調に推移。「亀の井ホテル奈良」で
は客室稼働率が格段に上がり、ADR
も以前よりも上がり 1万9000円を記録
するまでに改善されていったそうだ。
　これからはさらにオリジナリティを
打ち出して高みを目指す。
　「亀の井ホテルの名に恥じないよう
なおもてなしを提供していきたいと
思っています。ホテルマンとしてきっ
ちり接客し、料理もありきたりな和食
会席ではなく、このホテルならではの
個性を加えていく考えです。サービス
提供時に少し深い知識のお話をした
り、親しみやすくお客さまの輪に入り
込むような接客が良いのではないかと
思っています。お客さまが見られる料
理写真も漠然と写すのではなく、マイ
ステイズグループのプレゼンテーション
を見習って工夫する。昔の価値観から
脱却して、マイステイズグループの他の
施設と同じ土俵に立って同じ会話がで
きるようになることを心しています」。
　また、自身としては若手が目指した
いと思ってもらえる総支配人の人物像
を見せていきたいと語った。

テイクオーバーで実感したマイステイズの実力、
業績もアップしてスタッフの意識にも変化
現在は「亀の井ホテル奈良」の支配人を務めながら、エリア総支配人として関西地区の5つの亀の井ホテルを統括
する髙間 英孝氏。髙間氏に20年以上勤めてきた「かんぽの宿」がマイステイズ・ホテル・マネジメントに譲渡され、
亀の井ホテルにリブランドされたことで生じた変化や、スタッフの意識、自身のホテル運営の舵取りについて伺った。

TOP INTERVIEW T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

■かんぽの宿で 20年マイステイズに
転籍しさらにキャリアアップ
　大学卒業後、当時の特殊法人簡易
保険福祉事業団が運営する「かんぽ
の宿」に就職した髙間氏。新潟県で
現場を経験した後、約20年間は本
社に勤務して主に予算の作成や決算
など会計回りの業務を担った。その
後、「かんぽの宿奈良」へ赴任。総支
配人の次席となる支配人に就任した。
　そして2022年4月、「かんぽの宿」
が新オーナーに譲渡され、運営主体
がマイステイズ・ホテル・マネジメン
トに移行。そのタイミングで髙間氏も
マイステイズ・ホテル・マネジメント
に転籍する。配属されていた「かん
ぽの宿奈良」は、2022年７月に「亀
の井ホテル奈良」にリブランドされ、
支配人として現場の総指揮を取るよう
になったほか、現在では、奈良県の「亀
の井ホテル大和平群」、兵庫県の「亀
の井ホテル有馬」と「亀の井ホテル
淡路島」、和歌山県の「亀の井ホテル
紀伊田辺」という関西五施設を統括
するエリア総支配人に就任した。
　「現在は、奈良の支配人として足元
にある課題解決に取り組みながら、
エリア総支配人としてコスト管理等、
統括する施設の問題などを現場の支
配人と一緒に考えていく役割を担って
います」。

髙間 英孝 氏　Hidetaka Takama

亀の井ホテル奈良 エリア総支配人
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■亀の井ホテルへのリブランドで経営目標が明確に
　施設の運営がマイステイズ・ホテル・
マネジメントに変わり、「亀の井ホテル」
にリブランドされたことによってさまざま
なことが大きく変化したと髙間氏は語る。
　従前は日本郵政の施設だったので、
運営も金融業のシステムにのっとった
かたちで進められていた。ホテル業
でありながら、さまざまな書類を作成し
なければならないなどの作業が多く、
日々 事務処理に追われていたという。
　「マイステイズ・ホテル・マネジメン
トの運営になってからは、事務作業
が低減してお客さまの方を向いて仕事
ができるようになりました。
　また、かんぽの宿のお客さまはメ
ンバーズカード会員が中心だったの
で、それに向けた営業をしていまし
たが、亀の井ホテルになってからは
OTA 含めて新たなお客さまを獲得で
きるようになりました。逆に言うと、
それまでホテル業として基本的なとこ
ろができてなかった部分もありまし
た。それを正して基礎からきちんとや
り直したら、新しいお客さまも来てく
れるようになりましたね」。
　宿泊の販売価格を決めるシステム
も変更。従前の平日料金と週末料金
を固定したフラットレート方式から、
状況に応じてフレキシブルに価格を変
えるダイナミックプライシングとなった。
　「かんぽの宿は公共的な位置づけ
でもあったので、分かりやすく宿泊料
金を設定していました。ですから料金
が日々刻 と々変わっていくという発想が
なく、驚くと同時に対応できるかどうか
最初は不安に感じたことも事実です」。
　さらに利益率も一から見直された。
　「マイステイズ・ホテル・マネジメン
トでは、計数管理に関しても見方が
ちがっていました。例えば料理の食
材コストも朝食、昼食、夕食と詳細
に分けて出すよう指導されました。そ

れまでは厨房の調理部門に任せきり
だったのが、現場の人間も一緒に入
るように変わり、KPI を細かく指数
管理するようになりました。こうした
作業で利益を上げるためには数字を
より深く見なければならないことを実
感しましたね」。
■真摯にコミュニケーションをとること
でスタッフのモチベーションが向上
　ドラスティックな運営スタイルの変
化が生じたホテルの現場では、スタッ
フのマインドも揺れがちと想像され
る。今回の円滑なテイクオーバーに
は髙間氏がコミュニケーションのハブ
となって果たした役割が非常に大き
かったようだ。
「当時のスタッフには、それぞれの人
生設計を尊重しつつ一緒に頑張って
いこうという話をしました。しかし、
会社が変わるというのは誰しもが経
験のなかったことだったので、最初
はどんな風になるんだろう、どんな人
が来て何を言われるのだろうかと不
安もあったでしょう。
　会社が変わってからは最初、いま
までとはちがうということを皆に植え
付けるところから始めました。社員も
仕事の効率化を求められましたので、
私のような立場にいる人間ができるだ
けいろいろな人に声を掛けるようにし
ました。そして口コミの良し悪しや価
格設定などの話を含めて、コミュニ
ケーションを取り続けました。最初の
一年は、本当に変化についていくの
に精一杯でしたね」。
　髙間氏の丁寧なケアで、スタッフの
意識も少しずつ変わっていったという。
　「例えば収益について、以前は各
ホテルのトップだけが分かっていれば
良いという感じでしたが、いまはス
タッフやパートさんにもホテルの目指
すところを伝えることでホテル全体の
意識が変わってきました。料金に見

合うよう料理やサービスの質も追いつ
いていかなければならない。そう皆
で話しましたし、それまでとはちがう
ことを見せようという気持ちもありま
した。いまでは、こういうことをやり
たいという積極的な声も聞かれるよう
になりましたね。
　新入社員や、統括している施設の
中には外国人の技能実習生が入って
くるなど新しい風も吹いています。職
場の雰囲気も変わりますし、お互い
にいろいろな経験もできて良い感じで
回っていますね。
　何より、お客さまから雰囲気が良く
なった、ありがとうと言っていただけ
ることがとても励みになっています」。
　新たな運営手法の導入やスタッフの意
識の変化によるサービス向上で、業績
は好調に推移。「亀の井ホテル奈良」で
は客室稼働率が格段に上がり、ADR
も以前よりも上がり 1万9000円を記録
するまでに改善されていったそうだ。
　これからはさらにオリジナリティを
打ち出して高みを目指す。
　「亀の井ホテルの名に恥じないよう
なおもてなしを提供していきたいと
思っています。ホテルマンとしてきっ
ちり接客し、料理もありきたりな和食
会席ではなく、このホテルならではの
個性を加えていく考えです。サービス
提供時に少し深い知識のお話をした
り、親しみやすくお客さまの輪に入り
込むような接客が良いのではないかと
思っています。お客さまが見られる料
理写真も漠然と写すのではなく、マイ
ステイズグループのプレゼンテーション
を見習って工夫する。昔の価値観から
脱却して、マイステイズグループの他の
施設と同じ土俵に立って同じ会話がで
きるようになることを心しています」。
　また、自身としては若手が目指した
いと思ってもらえる総支配人の人物像
を見せていきたいと語った。

テイクオーバーで実感したマイステイズの実力、
業績もアップしてスタッフの意識にも変化
現在は「亀の井ホテル奈良」の支配人を務めながら、エリア総支配人として関西地区の5つの亀の井ホテルを統括
する髙間 英孝氏。髙間氏に20年以上勤めてきた「かんぽの宿」がマイステイズ・ホテル・マネジメントに譲渡され、
亀の井ホテルにリブランドされたことで生じた変化や、スタッフの意識、自身のホテル運営の舵取りについて伺った。
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■かんぽの宿で 20年マイステイズに
転籍しさらにキャリアアップ
　大学卒業後、当時の特殊法人簡易
保険福祉事業団が運営する「かんぽ
の宿」に就職した髙間氏。新潟県で
現場を経験した後、約20年間は本
社に勤務して主に予算の作成や決算
など会計回りの業務を担った。その
後、「かんぽの宿奈良」へ赴任。総支
配人の次席となる支配人に就任した。
　そして2022年4月、「かんぽの宿」
が新オーナーに譲渡され、運営主体
がマイステイズ・ホテル・マネジメン
トに移行。そのタイミングで髙間氏も
マイステイズ・ホテル・マネジメント
に転籍する。配属されていた「かん
ぽの宿奈良」は、2022年７月に「亀
の井ホテル奈良」にリブランドされ、
支配人として現場の総指揮を取るよう
になったほか、現在では、奈良県の「亀
の井ホテル大和平群」、兵庫県の「亀
の井ホテル有馬」と「亀の井ホテル
淡路島」、和歌山県の「亀の井ホテル
紀伊田辺」という関西五施設を統括
するエリア総支配人に就任した。
　「現在は、奈良の支配人として足元
にある課題解決に取り組みながら、
エリア総支配人としてコスト管理等、
統括する施設の問題などを現場の支
配人と一緒に考えていく役割を担って
います」。

髙間 英孝 氏　Hidetaka Takama

亀の井ホテル奈良 エリア総支配人
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テイズ蘇我」のオープンスタッフとし
て配属され、昨年半ばからは現在の
「ホテルマイステイズプレミア赤坂」
に勤務しております。メインの業務は
フロントスタッフとしてお客さまの対応
および予約管理です。数カ月前にシ
ニアスタッフの役職をいただきました
ので、その場で正しい判断や指示が

できるよう努めております。
青木（麻）　2019年に新卒で「ホテ
ルエピナール那須」に入社し、1年間
はゼネラルスタッフ制度で宿泊部門や
レストラン部門を研修として回りまし
た。2年目に料飲課配属となり、い
まは和食レストランで働いています。
今年4月にシニアスタッフの役職をい
ただき、店舗長が公休のときは責任
者として店舗を運営することもありま
す。その他の業務としましては、宿
泊部門のヘルプ、レストラン朝食の
ヘルプ、婚礼の業務にも関わらせて
いただいています。

■それぞれのお立場で活躍されている
ようですが、現在ご担当されている施
設のアピールポイントも教えていただ
けますか。

渡邊　私が担当している 6 つの施設
はそれぞれターゲットや価格帯が異
なっています。共通しているのは温
泉と食事が魅力で、地場の特色のあ
るものを打ち出していることですね。
各ホテルともに景観が良いのも特徴の
一つです。
　価格帯は熱海、伊豆高原、熱川は
シーズナリティーがありますが、1泊
2食で1万2 0 0 0円～2万5 0 0 0円。
伊豆高原は全室オーシャンビューで約
40％が客室露天風呂付きで 1 泊 2 食
2万円～10万円となっています。
伊東　「ホテルマイステイズ新浦安コ
ンファレンスセンター」はマイステイズ
グループホテルでは数少ない会議室
を備えている施設です。お客さまの
構成は、近くのディズニーリゾートを

利用されるレジャーのお客さまが 7
割、会議室を利用した宿泊研修など
ビジネスのお客さまが 3 割ほどです。
ディズニーリゾートまでは無料のシャ
トルバスを朝・夜運行していますし、
会議室を利用した宿泊研修ではリ
ピーター企業が 8～ 9 割ぐらいあり、
3食お召し上がりになるため、食事
面においてもご好評をいただいてお
ります。
青木（薫）　「ホテルマイステイズプレ
ミア赤坂」は、千代田線の赤坂駅、
銀座線・丸ノ内線の赤坂見附駅と銀
座線・南北線の溜池山王駅の 3 駅が
最寄りでどこに行くにも便利な立地が
強みです。赤坂という土地柄、飲食
店も多いのですが、ホテル周辺は静
かな環境というのも好評です。直営
レストランも入っていて和洋をミック
スした朝食のビュッフェも人気です。
お客さまの層は、最近はレジャーが
多くなっている印象ですね。
青木（麻）　「ホテルエピナール那須」
は、ミキハウス子育て総研のウェルカ
ムベビーのお宿にも認定されているリ
ゾートホテルで、お子さま連れのお客
さまにも安心してご利用いただけるこ
とが魅力です。バイキングレストラン
のエルバージュでは、ビュッフェ台を
低くしたキッズコーナーを設けてお子
さま向けメニューをそろえるほか、ご
要望があれば離乳食にも対応してい
ます。チャギントン、列車のキャラク
ターとコラボレーションしたキッズス
ペース付きの客室のご用意もあります。
　また、お食事はおいしいことで有名
な那須高原野菜を生かした料理を提供
していることもアピールポイントです。

若手を積極的に登用する企業風土。スタッフの
人柄の良さと会社側の配慮も働きやすさの要因
若くして役職に就き、重責を果たしているのもマイステイズグループの特徴だ。この座談会では新卒入社の若手であ
るマイステイズ新浦安コンファレンスセンター支配人の伊東 昇平氏、ホテルマイステイズプレミア赤坂シニアスタッフの
青木 薫加氏、ホテルエピナール那須のシニアスタッフの青木 麻友氏と、入社約20年のビジネスマネジメント部長の
渡邊 庸介氏にご参加いただき、それぞれの立場からの働きがいやキャリアプランを聞いた。

座談会 1

的な運営管理です。
伊東　新卒で入社し、今年で11年目
になります。最初は「マイステイズ新
浦安コンファレンスセンター」に配属
されました。その後、数店舗を経験
し「ホテルマイステイズプレミア赤坂」
で初の役職となるシニアスタッフ、
「MyCUBE by MYSTAYS 浅草蔵前」
ではマネージャーになりました。それ
から本社のレベニューマネジメントに
勤務した後、再び「ホテルマイステイ
ズプレミア赤坂」で宿泊マネージャー
を務めました。
　現在は「ホテルマイステイズ新浦安
コンファレンスセンター」で支配人と
して勤務しております。こちらのホテ
ルは、宿泊部門、会議部門、レスト
ラン部門の 3 部門を自社で運営して
おりますので、これらを統括して管
理する業務と人材育成を担っておりま
す。人が少ないときにはフロントのヘ
ルプ、レストランのヘルプに入ること
もありますね。
青木（薫）　2019年に新卒入社後、
「ホテルマイステイズ西新宿」に配属
されましたが、ホテルが202 0年にク
ローズしたタイミングで「ホテルマイ
ステイズプレミア浜松町」に異動とな
りました。2022年に「ホテルマイス

それぞれのスタッフが
各持ち場で力を発揮

■最初に皆さまの経歴と仕事内容を
お伺いします。

渡邊　プロパーでこの会社に入社し
て約20年になります。入社当初は、
本社でファシリティマネージメント（購
買部）に所属していました。それか
らホテルの現場に異動し、2012年
頃まで都内のホテルにて、マネー
ジャーとして勤務し、既存ホテルの改
装・リブランドや新規ホテル開業業
務に携わってきました。その後、本
社に戻り、ビジネスディベロップメン
トという開発を行なう部署と、ビジネ
スマネジメントと運営業務に携わらせ
ていただいて、昨年から亀の井ホテ
ル（旧かんぽの宿）を主体とする運
営マネジメントの MRM事業部に属
しています。
　現在は「亀の井ホテル熱海」、「亀
の井ホテル熱海別館」、「亀の井ホテ
ル伊豆高原」、「亀の井ホテル焼津」、
「熱川オーシャンリゾート」、「ホテル
マイステイズ富士山展望温泉」のエリ
ア総支配人として6ホテルを総括して
います。業務としてはホテルの全般

渡邊 庸介 氏
Yosuke Watanabe

㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント　
MRM事業部 ビジネスマネジメント部長

伊東 昇平 氏
Syohei Ito

マイステイズ新浦安コンファレンスセンター　
支配人
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の事情で在宅しなければならなく
なって。すると、そのとき直属の上司
だった渡邊部長が何とか会社に残れ
るよう掛け合ってくださり、その結果、
レベニューマネジメントに異動して約
1年間の在宅で勤務することができま
した。本当に人の温かさを実感しまし
たね。

■こうした人の良さは教育によって備
わるのでしょうか。あるいは文化とし
て根付いているのでしょうか。

渡邊　ホテル運営はスタンドプレー
ヤーばかりだと成り立ちません。ス
タッフ間の協調性があるがゆえにお
客さまに満足いただける。特にフル
サービスホテルはそうだと思うので人
の良さや振る舞いは企業文化として醸
成されているのだと思いますね。

■渡邊さんは、そのほかマイステイズ
はどのような魅力があると思われていま
すか。

渡邊　もともと当社は母体が㈱ウィー
クリーマンション東京という社名から
スタートし、中長期滞在型のホテルや、
宿泊主体のホテル運営が始まりでし
た。その後宿泊主体型ホテルやリゾー
トホテル、フルサービスホテル、「亀
の井」のような旅館系などさまざまな
ジャンルのホテルを吸収して運営施設
を増やしてきました。その中で血が交
ざり合い、企業として成長してきたと
ころがなかなか異色なのではないか
なと思います。物件が増えないチェー
ンだとどうしても役職が頭打ちになり

ますが、当社は物件を増やすことで
若い社員たちへのチャンスが広がって
いると思います。
　また、何かしらの理由、例えば親
の介護などで勤務地を離れなければ
ならないときも、運営施設が全国に
あるので、退職ではなく、異動する
選択肢があるのも良いと思います。

■ホテル業界では理想論を掲げるこ
とが多い中、マイステイズはオーナー
が投資の観点で見ているので、ホス
ピタリティーのみならず、ビジネスパー
ソンとしても成長できそうですね。

渡邊　そうですね。オーナー様から
の投資（改装や建物維持管理費用）
は非常にありがたく思っております。
ES にも関心を高く持っていただいて
おります。また、リーマン・ショック
やコロナ禍など経済状況が悪いとき
も、賞与が出なかったことはありませ
ん。何かあったときにも耐えうる体力
を持っていることは非常に安心感が
あると思います。

先輩・上司の仕事ぶりに刺激を
受けモチベーションアップ

■次にライフワークバランスも含めた
キャリアプランをお伺いしたいと思い
ます。

伊東　私は支配人になってからの
2022年に結婚して、いま1歳半の子
供がいます。支配人は基本的に平日
勤務、土・日・祝日が休みといった
体制ですが、現場のスタッフも希望

配属場所や業務内容など
スタッフの事情にも配慮

■皆さんはマイステイズグループのプロ
パーとして入社されましたが、入社しよ
うと思ったきっかけや、入社後の印象の
違い、会社の魅力として実感されたとこ
ろなどお聞かせいただけますか。

伊東　他のシティホテルであれば狭い
範囲で勤務を続けて役職に就くという
イメージがありましたが、マイステイズ
は若いうちから幅広くいろいろな職種
を経験できるところが就職活動中、魅
力的に映りました。それは入社後も
ギャップはなく、働きがいを感じてい
ます。
　エリアを管轄するエリア総支配人と
現場との距離も近く、個人個人が何
を頑張っているのか、何に取り組んで
いるかを見てもらえて、それを役職や
任せてもらえる業務など目に見えるか
たちで評価していただける環境も魅力
だと思います。
青木（麻）　私の就活のきっかけは
「ホテルエピナール那須」の採用担当
者が来られて、CS（カスタマーサティ
スファクション＝顧客満足）、CD（カ
スタマーディライト＝顧客感動）向上
を意識してお客さまに満足していただ
くための取り組みを重視していること
を説明されたことです。例えば、お
客さまが宿泊当日にお誕生日だった
ことが分かった場合は、ホテル側で
プレゼントを用意して差し上げるな
ど。お客さまによって喜んでいただけ
る内容は異なりますが、一人一人に
合ったサービスを提供させていただ

ける環境に惹かれて入社を決めまし
た。

■ゲストに何か特別のサービスを提供
したい場合は、支配人の許可が必要
なのですか。また、スタッフ間でこう
いうサービスを行なったという情報を
共有されるのですか。

青木（麻）　そうしたサービスは CD
バジェットと呼んでいますが、とくに
事前の許可は必要ありません。その
場で対応させていただいて後ほど報
告書を提出するというかたちです。実
施した内容については全体朝礼の中
で共有し、表彰制度もあります。
　会社の魅力は頑張った分、自分に
返ってくること、また人柄が良い人が
多く、つまずいたり、くじけそうになっ
たときも同僚の方や先輩、上司が支
えてくれて、前向きになれる環境が
整っていることだと思います。
青木（薫）　私は今いるホテルが4
ホテル目ですが、どこに行っても社
員の人柄が良く、視野が広い方が多
いことに驚きました。ホテルの現場で
はシフトで勤務するので、退社時間
が各自異なります。定時を過ぎて仕
事が終わらない様子が見えれば、引
き継げることはないかと先輩や同僚
が声をかけてくれます。そうしてもら
うと、私もそうありたいと自然に思え
るようになりました。
　また、お客さまからの良いお声も
ご指摘の意見も支配人のみならず、
本社も含めて社内に届きやすい風通
しの良さも特徴です。ご指摘のあっ
たところは迅速に改善するなど人力
を尽くしている会社だと感じていま
す。
　休暇も取りやすく、むしろちゃんと
取るよう声を掛けてくれます。ホテル
業界にあって長期休暇も取れるのは
魅力なのではないでしょうか。
伊東　実は「MyCUBE by MYSTAYS
浅草蔵前」に勤務していたときに一度
退職を願い出たことがあります。家庭

のお休みは取りやすい環境なのでは
ないでしょうか。だからこれから立場
が変わっても不安は持っていません。
今後の目標は、いまの施設で収益アッ
プや人材育成など結果を出して、次
のステージとしてエリア総支配人を目
指したいと思っています。

■伊東さんは若くして支配人に就任
されましたが、入社時点からすでに
キャリアアップを意識されていたので
しょうか。

伊東　そういう志向が強かったわけ
ではないのですが、同期には負けた
くないという気持ちはありました。
青木（薫）　私は入社時、キャリアに
ついて明確なビジョンを持っていませ
んでしたが、上司の仕事ぶりにあこ
がれ、自分もそれぐらいの器量と力
を付けたいと思うようになりました。
現在の役職に就いてからは、よりしっ
かりしなければいかない、と常に背

筋が伸びています。もうワンステップ
役職が上がるためにも先輩や上司の
仕事ぶりを学ばせていただき、知識
を増やしていきたいと思っています。
青木（麻）　私も上司の指導のおかげ
で役職に就けたと思っているので、
少しでも力になれるよう日々頑張って
います。しかし、まだまだ指導してい
ただかなければいけないところもある
ので、さらに経験を積んでいかなけ
ればなりませんが。キャリアについて
は現在、後輩たちの教育もしている
ので彼らが育ってくれたら、宿泊の仕
事にも携わりたいと希望しております。
渡邊　私も役職が上がることについ

ては常に挑戦していきたいと思ってい
ます。ただし、会社の拡大に伴って、
当初から運営していたビジネスホテル
に加え、フルサービスホテルのレスト
ラン、宴会など時代を追うごとに施
策や営業方法が変化しますので、ま
だまだ学ばなければならないことが
たくさんあると認識しております。ま
た、自身ではいまの役職に求められ
ている内容が果せているかについて
も疑問を持っているので、自他とも
に認められるよう精進していきたいと
考えています。

本日はありがとうございました。

—2023.12.1∙8 —24



テイズ蘇我」のオープンスタッフとし
て配属され、昨年半ばからは現在の
「ホテルマイステイズプレミア赤坂」
に勤務しております。メインの業務は
フロントスタッフとしてお客さまの対応
および予約管理です。数カ月前にシ
ニアスタッフの役職をいただきました
ので、その場で正しい判断や指示が

できるよう努めております。
青木（麻）　2019年に新卒で「ホテ
ルエピナール那須」に入社し、1年間
はゼネラルスタッフ制度で宿泊部門や
レストラン部門を研修として回りまし
た。2年目に料飲課配属となり、い
まは和食レストランで働いています。
今年4月にシニアスタッフの役職をい
ただき、店舗長が公休のときは責任
者として店舗を運営することもありま
す。その他の業務としましては、宿
泊部門のヘルプ、レストラン朝食の
ヘルプ、婚礼の業務にも関わらせて
いただいています。

■それぞれのお立場で活躍されている
ようですが、現在ご担当されている施
設のアピールポイントも教えていただ
けますか。

渡邊　私が担当している 6 つの施設
はそれぞれターゲットや価格帯が異
なっています。共通しているのは温
泉と食事が魅力で、地場の特色のあ
るものを打ち出していることですね。
各ホテルともに景観が良いのも特徴の
一つです。
　価格帯は熱海、伊豆高原、熱川は
シーズナリティーがありますが、1泊
2食で1万2 0 0 0円～2万5 0 0 0円。
伊豆高原は全室オーシャンビューで約
40％が客室露天風呂付きで 1 泊 2 食
2万円～10万円となっています。
伊東　「ホテルマイステイズ新浦安コ
ンファレンスセンター」はマイステイズ
グループホテルでは数少ない会議室
を備えている施設です。お客さまの
構成は、近くのディズニーリゾートを

利用されるレジャーのお客さまが 7
割、会議室を利用した宿泊研修など
ビジネスのお客さまが 3 割ほどです。
ディズニーリゾートまでは無料のシャ
トルバスを朝・夜運行していますし、
会議室を利用した宿泊研修ではリ
ピーター企業が 8～ 9 割ぐらいあり、
3食お召し上がりになるため、食事
面においてもご好評をいただいてお
ります。
青木（薫）　「ホテルマイステイズプレ
ミア赤坂」は、千代田線の赤坂駅、
銀座線・丸ノ内線の赤坂見附駅と銀
座線・南北線の溜池山王駅の 3 駅が
最寄りでどこに行くにも便利な立地が
強みです。赤坂という土地柄、飲食
店も多いのですが、ホテル周辺は静
かな環境というのも好評です。直営
レストランも入っていて和洋をミック
スした朝食のビュッフェも人気です。
お客さまの層は、最近はレジャーが
多くなっている印象ですね。
青木（麻）　「ホテルエピナール那須」
は、ミキハウス子育て総研のウェルカ
ムベビーのお宿にも認定されているリ
ゾートホテルで、お子さま連れのお客
さまにも安心してご利用いただけるこ
とが魅力です。バイキングレストラン
のエルバージュでは、ビュッフェ台を
低くしたキッズコーナーを設けてお子
さま向けメニューをそろえるほか、ご
要望があれば離乳食にも対応してい
ます。チャギントン、列車のキャラク
ターとコラボレーションしたキッズス
ペース付きの客室のご用意もあります。
　また、お食事はおいしいことで有名
な那須高原野菜を生かした料理を提供
していることもアピールポイントです。
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人柄の良さと会社側の配慮も働きやすさの要因
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るマイステイズ新浦安コンファレンスセンター支配人の伊東 昇平氏、ホテルマイステイズプレミア赤坂シニアスタッフの
青木 薫加氏、ホテルエピナール那須のシニアスタッフの青木 麻友氏と、入社約20年のビジネスマネジメント部長の
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的な運営管理です。
伊東　新卒で入社し、今年で11年目
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の事情で在宅しなければならなく
なって。すると、そのとき直属の上司
だった渡邊部長が何とか会社に残れ
るよう掛け合ってくださり、その結果、
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1年間の在宅で勤務することができま
した。本当に人の温かさを実感しまし
たね。

■こうした人の良さは教育によって備
わるのでしょうか。あるいは文化とし
て根付いているのでしょうか。
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ころがなかなか異色なのではないか
なと思います。物件が増えないチェー
ンだとどうしても役職が頭打ちになり

ますが、当社は物件を増やすことで
若い社員たちへのチャンスが広がって
いると思います。
　また、何かしらの理由、例えば親
の介護などで勤務地を離れなければ
ならないときも、運営施設が全国に
あるので、退職ではなく、異動する
選択肢があるのも良いと思います。

■ホテル業界では理想論を掲げるこ
とが多い中、マイステイズはオーナー
が投資の観点で見ているので、ホス
ピタリティーのみならず、ビジネスパー
ソンとしても成長できそうですね。

渡邊　そうですね。オーナー様から
の投資（改装や建物維持管理費用）
は非常にありがたく思っております。
ES にも関心を高く持っていただいて
おります。また、リーマン・ショック
やコロナ禍など経済状況が悪いとき
も、賞与が出なかったことはありませ
ん。何かあったときにも耐えうる体力
を持っていることは非常に安心感が
あると思います。

先輩・上司の仕事ぶりに刺激を
受けモチベーションアップ

■次にライフワークバランスも含めた
キャリアプランをお伺いしたいと思い
ます。

伊東　私は支配人になってからの
2022年に結婚して、いま1歳半の子
供がいます。支配人は基本的に平日
勤務、土・日・祝日が休みといった
体制ですが、現場のスタッフも希望

配属場所や業務内容など
スタッフの事情にも配慮
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ればなりませんが。キャリアについて
は現在、後輩たちの教育もしている
ので彼らが育ってくれたら、宿泊の仕
事にも携わりたいと希望しております。
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ラン、宴会など時代を追うごとに施
策や営業方法が変化しますので、ま
だまだ学ばなければならないことが
たくさんあると認識しております。ま
た、自身ではいまの役職に求められ
ている内容が果せているかについて
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ムベビーのお宿にも認定されているリ
ゾートホテルで、お子さま連れのお客
さまにも安心してご利用いただけるこ
とが魅力です。バイキングレストラン
のエルバージュでは、ビュッフェ台を
低くしたキッズコーナーを設けてお子
さま向けメニューをそろえるほか、ご
要望があれば離乳食にも対応してい
ます。チャギントン、列車のキャラク
ターとコラボレーションしたキッズス
ペース付きの客室のご用意もあります。
　また、お食事はおいしいことで有名
な那須高原野菜を生かした料理を提供
していることもアピールポイントです。

的な運営管理です。
伊東　新卒で入社し、今年で11年目
になります。最初は「マイステイズ新
浦安コンファレンスセンター」に配属
されました。その後、数店舗を経験
し「ホテルマイステイズプレミア赤坂」
で初の役職となるシニアスタッフ、
「MyCUBE by MYSTAYS 浅草蔵前」
ではマネージャーになりました。それ
から本社のレベニューマネジメントに
勤務した後、再び「ホテルマイステイ
ズプレミア赤坂」で宿泊マネージャー
を務めました。
　現在は「ホテルマイステイズ新浦安
コンファレンスセンター」で支配人と
して勤務しております。こちらのホテ
ルは、宿泊部門、会議部門、レスト
ラン部門の 3 部門を自社で運営して
おりますので、これらを統括して管
理する業務と人材育成を担っておりま
す。人が少ないときにはフロントのヘ
ルプ、レストランのヘルプに入ること
もありますね。
青木（薫）　2019年に新卒入社後、
「ホテルマイステイズ西新宿」に配属
されましたが、ホテルが202 0年にク
ローズしたタイミングで「ホテルマイ
ステイズプレミア浜松町」に異動とな
りました。2022年に「ホテルマイス

それぞれのスタッフが
各持ち場で力を発揮

■最初に皆さまの経歴と仕事内容を
お伺いします。

渡邊　プロパーでこの会社に入社し
て約20年になります。入社当初は、
本社でファシリティマネージメント（購
買部）に所属していました。それか
らホテルの現場に異動し、2012年
頃まで都内のホテルにて、マネー
ジャーとして勤務し、既存ホテルの改
装・リブランドや新規ホテル開業業
務に携わってきました。その後、本
社に戻り、ビジネスディベロップメン
トという開発を行なう部署と、ビジネ
スマネジメントと運営業務に携わらせ
ていただいて、昨年から亀の井ホテ
ル（旧かんぽの宿）を主体とする運
営マネジメントの MRM事業部に属
しています。
　現在は「亀の井ホテル熱海」、「亀
の井ホテル熱海別館」、「亀の井ホテ
ル伊豆高原」、「亀の井ホテル焼津」、
「熱川オーシャンリゾート」、「ホテル
マイステイズ富士山展望温泉」のエリ
ア総支配人として6ホテルを総括して
います。業務としてはホテルの全般

の事情で在宅しなければならなく
なって。すると、そのとき直属の上司
だった渡邊部長が何とか会社に残れ
るよう掛け合ってくださり、その結果、
レベニューマネジメントに異動して約
1年間の在宅で勤務することができま
した。本当に人の温かさを実感しまし
たね。

■こうした人の良さは教育によって備
わるのでしょうか。あるいは文化とし
て根付いているのでしょうか。

渡邊　ホテル運営はスタンドプレー
ヤーばかりだと成り立ちません。ス
タッフ間の協調性があるがゆえにお
客さまに満足いただける。特にフル
サービスホテルはそうだと思うので人
の良さや振る舞いは企業文化として醸
成されているのだと思いますね。

■渡邊さんは、そのほかマイステイズ
はどのような魅力があると思われていま
すか。

渡邊　もともと当社は母体が㈱ウィー
クリーマンション東京という社名から
スタートし、中長期滞在型のホテルや、
宿泊主体のホテル運営が始まりでし
た。その後宿泊主体型ホテルやリゾー
トホテル、フルサービスホテル、「亀
の井」のような旅館系などさまざまな
ジャンルのホテルを吸収して運営施設
を増やしてきました。その中で血が交
ざり合い、企業として成長してきたと
ころがなかなか異色なのではないか
なと思います。物件が増えないチェー
ンだとどうしても役職が頭打ちになり

ますが、当社は物件を増やすことで
若い社員たちへのチャンスが広がって
いると思います。
　また、何かしらの理由、例えば親
の介護などで勤務地を離れなければ
ならないときも、運営施設が全国に
あるので、退職ではなく、異動する
選択肢があるのも良いと思います。

■ホテル業界では理想論を掲げるこ
とが多い中、マイステイズはオーナー
が投資の観点で見ているので、ホス
ピタリティーのみならず、ビジネスパー
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の投資（改装や建物維持管理費用）
は非常にありがたく思っております。
ES にも関心を高く持っていただいて
おります。また、リーマン・ショック
やコロナ禍など経済状況が悪いとき
も、賞与が出なかったことはありませ
ん。何かあったときにも耐えうる体力
を持っていることは非常に安心感が
あると思います。

先輩・上司の仕事ぶりに刺激を
受けモチベーションアップ
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配属場所や業務内容など
スタッフの事情にも配慮
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者が来られて、CS（カスタマーサティ
スファクション＝顧客満足）、CD（カ
スタマーディライト＝顧客感動）向上
を意識してお客さまに満足していただ
くための取り組みを重視していること
を説明されたことです。例えば、お
客さまが宿泊当日にお誕生日だった
ことが分かった場合は、ホテル側で
プレゼントを用意して差し上げるな
ど。お客さまによって喜んでいただけ
る内容は異なりますが、一人一人に
合ったサービスを提供させていただ

ける環境に惹かれて入社を決めまし
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場で対応させていただいて後ほど報
告書を提出するというかたちです。実
施した内容については全体朝礼の中
で共有し、表彰制度もあります。
　会社の魅力は頑張った分、自分に
返ってくること、また人柄が良い人が
多く、つまずいたり、くじけそうになっ
たときも同僚の方や先輩、上司が支
えてくれて、前向きになれる環境が
整っていることだと思います。
青木（薫）　私は今いるホテルが4
ホテル目ですが、どこに行っても社
員の人柄が良く、視野が広い方が多
いことに驚きました。ホテルの現場で
はシフトで勤務するので、退社時間
が各自異なります。定時を過ぎて仕
事が終わらない様子が見えれば、引
き継げることはないかと先輩や同僚
が声をかけてくれます。そうしてもら
うと、私もそうありたいと自然に思え
るようになりました。
　また、お客さまからの良いお声も
ご指摘の意見も支配人のみならず、
本社も含めて社内に届きやすい風通
しの良さも特徴です。ご指摘のあっ
たところは迅速に改善するなど人力
を尽くしている会社だと感じていま
す。
　休暇も取りやすく、むしろちゃんと
取るよう声を掛けてくれます。ホテル
業界にあって長期休暇も取れるのは
魅力なのではないでしょうか。
伊東　実は「MyCUBE by MYSTAYS
浅草蔵前」に勤務していたときに一度
退職を願い出たことがあります。家庭

座談会 1

のお休みは取りやすい環境なのでは
ないでしょうか。だからこれから立場
が変わっても不安は持っていません。
今後の目標は、いまの施設で収益アッ
プや人材育成など結果を出して、次
のステージとしてエリア総支配人を目
指したいと思っています。

■伊東さんは若くして支配人に就任
されましたが、入社時点からすでに
キャリアアップを意識されていたので
しょうか。

伊東　そういう志向が強かったわけ
ではないのですが、同期には負けた
くないという気持ちはありました。
青木（薫）　私は入社時、キャリアに
ついて明確なビジョンを持っていませ
んでしたが、上司の仕事ぶりにあこ
がれ、自分もそれぐらいの器量と力
を付けたいと思うようになりました。
現在の役職に就いてからは、よりしっ
かりしなければいかない、と常に背

筋が伸びています。もうワンステップ
役職が上がるためにも先輩や上司の
仕事ぶりを学ばせていただき、知識
を増やしていきたいと思っています。
青木（麻）　私も上司の指導のおかげ
で役職に就けたと思っているので、
少しでも力になれるよう日々頑張って
います。しかし、まだまだ指導してい
ただかなければいけないところもある
ので、さらに経験を積んでいかなけ
ればなりませんが。キャリアについて
は現在、後輩たちの教育もしている
ので彼らが育ってくれたら、宿泊の仕
事にも携わりたいと希望しております。
渡邊　私も役職が上がることについ

ては常に挑戦していきたいと思ってい
ます。ただし、会社の拡大に伴って、
当初から運営していたビジネスホテル
に加え、フルサービスホテルのレスト
ラン、宴会など時代を追うごとに施
策や営業方法が変化しますので、ま
だまだ学ばなければならないことが
たくさんあると認識しております。ま
た、自身ではいまの役職に求められ
ている内容が果せているかについて
も疑問を持っているので、自他とも
に認められるよう精進していきたいと
考えています。

本日はありがとうございました。

T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画
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シニアスタッフ

青木 麻友 氏
Mayu Aoki

ホテルエピナール那須　
シニアスタッフ
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低くしたキッズコーナーを設けてお子
さま向けメニューをそろえるほか、ご
要望があれば離乳食にも対応してい
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なと思います。物件が増えないチェー
ンだとどうしても役職が頭打ちになり

ますが、当社は物件を増やすことで
若い社員たちへのチャンスが広がって
いると思います。
　また、何かしらの理由、例えば親
の介護などで勤務地を離れなければ
ならないときも、運営施設が全国に
あるので、退職ではなく、異動する
選択肢があるのも良いと思います。

■ホテル業界では理想論を掲げるこ
とが多い中、マイステイズはオーナー
が投資の観点で見ているので、ホス
ピタリティーのみならず、ビジネスパー
ソンとしても成長できそうですね。

渡邊　そうですね。オーナー様から
の投資（改装や建物維持管理費用）
は非常にありがたく思っております。
ES にも関心を高く持っていただいて
おります。また、リーマン・ショック
やコロナ禍など経済状況が悪いとき
も、賞与が出なかったことはありませ
ん。何かあったときにも耐えうる体力
を持っていることは非常に安心感が
あると思います。

先輩・上司の仕事ぶりに刺激を
受けモチベーションアップ

■次にライフワークバランスも含めた
キャリアプランをお伺いしたいと思い
ます。

伊東　私は支配人になってからの
2022年に結婚して、いま1歳半の子
供がいます。支配人は基本的に平日
勤務、土・日・祝日が休みといった
体制ですが、現場のスタッフも希望

配属場所や業務内容など
スタッフの事情にも配慮

■皆さんはマイステイズグループのプロ
パーとして入社されましたが、入社しよ
うと思ったきっかけや、入社後の印象の
違い、会社の魅力として実感されたとこ
ろなどお聞かせいただけますか。

伊東　他のシティホテルであれば狭い
範囲で勤務を続けて役職に就くという
イメージがありましたが、マイステイズ
は若いうちから幅広くいろいろな職種
を経験できるところが就職活動中、魅
力的に映りました。それは入社後も
ギャップはなく、働きがいを感じてい
ます。
　エリアを管轄するエリア総支配人と
現場との距離も近く、個人個人が何
を頑張っているのか、何に取り組んで
いるかを見てもらえて、それを役職や
任せてもらえる業務など目に見えるか
たちで評価していただける環境も魅力
だと思います。
青木（麻）　私の就活のきっかけは
「ホテルエピナール那須」の採用担当
者が来られて、CS（カスタマーサティ
スファクション＝顧客満足）、CD（カ
スタマーディライト＝顧客感動）向上
を意識してお客さまに満足していただ
くための取り組みを重視していること
を説明されたことです。例えば、お
客さまが宿泊当日にお誕生日だった
ことが分かった場合は、ホテル側で
プレゼントを用意して差し上げるな
ど。お客さまによって喜んでいただけ
る内容は異なりますが、一人一人に
合ったサービスを提供させていただ

ける環境に惹かれて入社を決めまし
た。

■ゲストに何か特別のサービスを提供
したい場合は、支配人の許可が必要
なのですか。また、スタッフ間でこう
いうサービスを行なったという情報を
共有されるのですか。

青木（麻）　そうしたサービスは CD
バジェットと呼んでいますが、とくに
事前の許可は必要ありません。その
場で対応させていただいて後ほど報
告書を提出するというかたちです。実
施した内容については全体朝礼の中
で共有し、表彰制度もあります。
　会社の魅力は頑張った分、自分に
返ってくること、また人柄が良い人が
多く、つまずいたり、くじけそうになっ
たときも同僚の方や先輩、上司が支
えてくれて、前向きになれる環境が
整っていることだと思います。
青木（薫）　私は今いるホテルが4
ホテル目ですが、どこに行っても社
員の人柄が良く、視野が広い方が多
いことに驚きました。ホテルの現場で
はシフトで勤務するので、退社時間
が各自異なります。定時を過ぎて仕
事が終わらない様子が見えれば、引
き継げることはないかと先輩や同僚
が声をかけてくれます。そうしてもら
うと、私もそうありたいと自然に思え
るようになりました。
　また、お客さまからの良いお声も
ご指摘の意見も支配人のみならず、
本社も含めて社内に届きやすい風通
しの良さも特徴です。ご指摘のあっ
たところは迅速に改善するなど人力
を尽くしている会社だと感じていま
す。
　休暇も取りやすく、むしろちゃんと
取るよう声を掛けてくれます。ホテル
業界にあって長期休暇も取れるのは
魅力なのではないでしょうか。
伊東　実は「MyCUBE by MYSTAYS
浅草蔵前」に勤務していたときに一度
退職を願い出たことがあります。家庭
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のお休みは取りやすい環境なのでは
ないでしょうか。だからこれから立場
が変わっても不安は持っていません。
今後の目標は、いまの施設で収益アッ
プや人材育成など結果を出して、次
のステージとしてエリア総支配人を目
指したいと思っています。

■伊東さんは若くして支配人に就任
されましたが、入社時点からすでに
キャリアアップを意識されていたので
しょうか。

伊東　そういう志向が強かったわけ
ではないのですが、同期には負けた
くないという気持ちはありました。
青木（薫）　私は入社時、キャリアに
ついて明確なビジョンを持っていませ
んでしたが、上司の仕事ぶりにあこ
がれ、自分もそれぐらいの器量と力
を付けたいと思うようになりました。
現在の役職に就いてからは、よりしっ
かりしなければいかない、と常に背

筋が伸びています。もうワンステップ
役職が上がるためにも先輩や上司の
仕事ぶりを学ばせていただき、知識
を増やしていきたいと思っています。
青木（麻）　私も上司の指導のおかげ
で役職に就けたと思っているので、
少しでも力になれるよう日々頑張って
います。しかし、まだまだ指導してい
ただかなければいけないところもある
ので、さらに経験を積んでいかなけ
ればなりませんが。キャリアについて
は現在、後輩たちの教育もしている
ので彼らが育ってくれたら、宿泊の仕
事にも携わりたいと希望しております。
渡邊　私も役職が上がることについ

ては常に挑戦していきたいと思ってい
ます。ただし、会社の拡大に伴って、
当初から運営していたビジネスホテル
に加え、フルサービスホテルのレスト
ラン、宴会など時代を追うごとに施
策や営業方法が変化しますので、ま
だまだ学ばなければならないことが
たくさんあると認識しております。ま
た、自身ではいまの役職に求められ
ている内容が果せているかについて
も疑問を持っているので、自他とも
に認められるよう精進していきたいと
考えています。

本日はありがとうございました。
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Kuyuka Aoki

ホテルマイステイズプレミア赤坂　
シニアスタッフ

青木 麻友 氏
Mayu Aoki

ホテルエピナール那須　
シニアスタッフ
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テイズ蘇我」のオープンスタッフとし
て配属され、昨年半ばからは現在の
「ホテルマイステイズプレミア赤坂」
に勤務しております。メインの業務は
フロントスタッフとしてお客さまの対応
および予約管理です。数カ月前にシ
ニアスタッフの役職をいただきました
ので、その場で正しい判断や指示が

できるよう努めております。
青木（麻）　2019年に新卒で「ホテ
ルエピナール那須」に入社し、1年間
はゼネラルスタッフ制度で宿泊部門や
レストラン部門を研修として回りまし
た。2年目に料飲課配属となり、い
まは和食レストランで働いています。
今年4月にシニアスタッフの役職をい
ただき、店舗長が公休のときは責任
者として店舗を運営することもありま
す。その他の業務としましては、宿
泊部門のヘルプ、レストラン朝食の
ヘルプ、婚礼の業務にも関わらせて
いただいています。

■それぞれのお立場で活躍されている
ようですが、現在ご担当されている施
設のアピールポイントも教えていただ
けますか。

渡邊　私が担当している 6 つの施設
はそれぞれターゲットや価格帯が異
なっています。共通しているのは温
泉と食事が魅力で、地場の特色のあ
るものを打ち出していることですね。
各ホテルともに景観が良いのも特徴の
一つです。
　価格帯は熱海、伊豆高原、熱川は
シーズナリティーがありますが、1泊
2食で1万2 0 0 0円～2万5 0 0 0円。
伊豆高原は全室オーシャンビューで約
40％が客室露天風呂付きで 1 泊 2 食
2万円～10万円となっています。
伊東　「ホテルマイステイズ新浦安コ
ンファレンスセンター」はマイステイズ
グループホテルでは数少ない会議室
を備えている施設です。お客さまの
構成は、近くのディズニーリゾートを

利用されるレジャーのお客さまが 7
割、会議室を利用した宿泊研修など
ビジネスのお客さまが 3 割ほどです。
ディズニーリゾートまでは無料のシャ
トルバスを朝・夜運行していますし、
会議室を利用した宿泊研修ではリ
ピーター企業が 8～ 9 割ぐらいあり、
3食お召し上がりになるため、食事
面においてもご好評をいただいてお
ります。
青木（薫）　「ホテルマイステイズプレ
ミア赤坂」は、千代田線の赤坂駅、
銀座線・丸ノ内線の赤坂見附駅と銀
座線・南北線の溜池山王駅の 3 駅が
最寄りでどこに行くにも便利な立地が
強みです。赤坂という土地柄、飲食
店も多いのですが、ホテル周辺は静
かな環境というのも好評です。直営
レストランも入っていて和洋をミック
スした朝食のビュッフェも人気です。
お客さまの層は、最近はレジャーが
多くなっている印象ですね。
青木（麻）　「ホテルエピナール那須」
は、ミキハウス子育て総研のウェルカ
ムベビーのお宿にも認定されているリ
ゾートホテルで、お子さま連れのお客
さまにも安心してご利用いただけるこ
とが魅力です。バイキングレストラン
のエルバージュでは、ビュッフェ台を
低くしたキッズコーナーを設けてお子
さま向けメニューをそろえるほか、ご
要望があれば離乳食にも対応してい
ます。チャギントン、列車のキャラク
ターとコラボレーションしたキッズス
ペース付きの客室のご用意もあります。
　また、お食事はおいしいことで有名
な那須高原野菜を生かした料理を提供
していることもアピールポイントです。

的な運営管理です。
伊東　新卒で入社し、今年で11年目
になります。最初は「マイステイズ新
浦安コンファレンスセンター」に配属
されました。その後、数店舗を経験
し「ホテルマイステイズプレミア赤坂」
で初の役職となるシニアスタッフ、
「MyCUBE by MYSTAYS 浅草蔵前」
ではマネージャーになりました。それ
から本社のレベニューマネジメントに
勤務した後、再び「ホテルマイステイ
ズプレミア赤坂」で宿泊マネージャー
を務めました。
　現在は「ホテルマイステイズ新浦安
コンファレンスセンター」で支配人と
して勤務しております。こちらのホテ
ルは、宿泊部門、会議部門、レスト
ラン部門の 3 部門を自社で運営して
おりますので、これらを統括して管
理する業務と人材育成を担っておりま
す。人が少ないときにはフロントのヘ
ルプ、レストランのヘルプに入ること
もありますね。
青木（薫）　2019年に新卒入社後、
「ホテルマイステイズ西新宿」に配属
されましたが、ホテルが202 0年にク
ローズしたタイミングで「ホテルマイ
ステイズプレミア浜松町」に異動とな
りました。2022年に「ホテルマイス

それぞれのスタッフが
各持ち場で力を発揮

■最初に皆さまの経歴と仕事内容を
お伺いします。

渡邊　プロパーでこの会社に入社し
て約20年になります。入社当初は、
本社でファシリティマネージメント（購
買部）に所属していました。それか
らホテルの現場に異動し、2012年
頃まで都内のホテルにて、マネー
ジャーとして勤務し、既存ホテルの改
装・リブランドや新規ホテル開業業
務に携わってきました。その後、本
社に戻り、ビジネスディベロップメン
トという開発を行なう部署と、ビジネ
スマネジメントと運営業務に携わらせ
ていただいて、昨年から亀の井ホテ
ル（旧かんぽの宿）を主体とする運
営マネジメントの MRM事業部に属
しています。
　現在は「亀の井ホテル熱海」、「亀
の井ホテル熱海別館」、「亀の井ホテ
ル伊豆高原」、「亀の井ホテル焼津」、
「熱川オーシャンリゾート」、「ホテル
マイステイズ富士山展望温泉」のエリ
ア総支配人として6ホテルを総括して
います。業務としてはホテルの全般
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の事情で在宅しなければならなく
なって。すると、そのとき直属の上司
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るよう掛け合ってくださり、その結果、
レベニューマネジメントに異動して約
1年間の在宅で勤務することができま
した。本当に人の温かさを実感しまし
たね。
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て根付いているのでしょうか。
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ジャンルのホテルを吸収して運営施設
を増やしてきました。その中で血が交
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ころがなかなか異色なのではないか
なと思います。物件が増えないチェー
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　また、何かしらの理由、例えば親
の介護などで勤務地を離れなければ
ならないときも、運営施設が全国に
あるので、退職ではなく、異動する
選択肢があるのも良いと思います。

■ホテル業界では理想論を掲げるこ
とが多い中、マイステイズはオーナー
が投資の観点で見ているので、ホス
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ソンとしても成長できそうですね。

渡邊　そうですね。オーナー様から
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を持っていることは非常に安心感が
あると思います。
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違い、会社の魅力として実感されたとこ
ろなどお聞かせいただけますか。
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範囲で勤務を続けて役職に就くという
イメージがありましたが、マイステイズ
は若いうちから幅広くいろいろな職種
を経験できるところが就職活動中、魅
力的に映りました。それは入社後も
ギャップはなく、働きがいを感じてい
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　エリアを管轄するエリア総支配人と
現場との距離も近く、個人個人が何
を頑張っているのか、何に取り組んで
いるかを見てもらえて、それを役職や
任せてもらえる業務など目に見えるか
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整っていることだと思います。
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本社も含めて社内に届きやすい風通
しの良さも特徴です。ご指摘のあっ
たところは迅速に改善するなど人力
を尽くしている会社だと感じていま
す。
　休暇も取りやすく、むしろちゃんと
取るよう声を掛けてくれます。ホテル
業界にあって長期休暇も取れるのは
魅力なのではないでしょうか。
伊東　実は「MyCUBE by MYSTAYS
浅草蔵前」に勤務していたときに一度
退職を願い出たことがあります。家庭

のお休みは取りやすい環境なのでは
ないでしょうか。だからこれから立場
が変わっても不安は持っていません。
今後の目標は、いまの施設で収益アッ
プや人材育成など結果を出して、次
のステージとしてエリア総支配人を目
指したいと思っています。

■伊東さんは若くして支配人に就任
されましたが、入社時点からすでに
キャリアアップを意識されていたので
しょうか。

伊東　そういう志向が強かったわけ
ではないのですが、同期には負けた
くないという気持ちはありました。
青木（薫）　私は入社時、キャリアに
ついて明確なビジョンを持っていませ
んでしたが、上司の仕事ぶりにあこ
がれ、自分もそれぐらいの器量と力
を付けたいと思うようになりました。
現在の役職に就いてからは、よりしっ
かりしなければいかない、と常に背

筋が伸びています。もうワンステップ
役職が上がるためにも先輩や上司の
仕事ぶりを学ばせていただき、知識
を増やしていきたいと思っています。
青木（麻）　私も上司の指導のおかげ
で役職に就けたと思っているので、
少しでも力になれるよう日々頑張って
います。しかし、まだまだ指導してい
ただかなければいけないところもある
ので、さらに経験を積んでいかなけ
ればなりませんが。キャリアについて
は現在、後輩たちの教育もしている
ので彼らが育ってくれたら、宿泊の仕
事にも携わりたいと希望しております。
渡邊　私も役職が上がることについ

ては常に挑戦していきたいと思ってい
ます。ただし、会社の拡大に伴って、
当初から運営していたビジネスホテル
に加え、フルサービスホテルのレスト
ラン、宴会など時代を追うごとに施
策や営業方法が変化しますので、ま
だまだ学ばなければならないことが
たくさんあると認識しております。ま
た、自身ではいまの役職に求められ
ている内容が果せているかについて
も疑問を持っているので、自他とも
に認められるよう精進していきたいと
考えています。

本日はありがとうございました。
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その 2 年後にペットホテルに配属にな
り今年で3年目です。今年4月から
リーダーとして勤務しています。

■それぞれお勤めされているホテルの
魅力やアピールポイントを教えていた
だけますか。

瀬波　「函館国際ホテル」は函館駅
から徒歩8分、函館港を望むウォー
ターフロントに位置しています。金森
赤レンガ倉庫など観光スポットにほど
近く、函館山ロープウェイまでも徒歩
圏内です。435室ある客室は、スタ
ンダードダブルからインペリアルス
イートまで、多様なタイプを揃え、お

ひとりからグループでのご利用までお
応えが可能です。朝食激戦区として
知られる函館ですが、当ホテルでも、
ビュッフェスタイルの朝食と、ひつま
ぶしを楽しんでいただける朝食御膳
などがお客さまに好評です。
秋元　「ホテルエピナール那須」は那
須高原エリアの真ん中に位置するリ
ゾートホテルです。洋室やご年配の方
にも好評の和洋室、ファミリー向けな
どさまざまなタイプのお部屋がありま
す。ミキハウスが認定するウェルカム
ベビーの宿ですので、初めてのお子
さま連れのご旅行でも安心してご滞
在いただけます。プールやゲームプラ
ザなど館内施設も充実し、ホテル内
で一日中過ごせるのも魅力。私がい
るペットホテルは別棟になっており、
一般のお客さまに気兼ねなく、愛犬
とのリゾートステイを存分にお楽しみ
いただけます。
藤木　「ホテルマイステイズ御茶ノ水
コンファレンスセンター」は御茶ノ水
と秋葉原いずれにもアクセスの良い好
立地です。秋葉原を目当てに訪れる
方のご利用も多く、半数以上が海外
からのお客さま。会議室利用の企業
の方々にもお越しいただいていますの
で、ご来館いただくお客さまは多岐
にわたり、館内の雰囲気が日によっ
て大きく異なることも。東京ドームで
の WBC 予選時にはオーストラリア代
表の応援に来た現地の方々のユニ
フォーム姿を、決勝戦のスクリーン上
映時にはビジネスマンが試合を見なが
ら盛り上がる様子を目にしました。

■ホテルのレストランはアグレッシブ

な街場のレストランと競争しなければ
ならない中、口コミの評価も良いのは
どのような理由でしょうか。

藤木　ホテルの施設ということで安
心感があるのだと思います。実際に
入店してみると街のレストランと変わ
らずカジュアルで利用しやすく、ス
タッフのサービスもフレンドリーなの
で、多くのお客さまにリピートしてい
ただいているのだと思います。

■嶋田さんは、さまざまなホテルチェー
ンで総支配人のご経験がありますが、
マイステイズ・グループの強みはどこ
にあるとお考えですか。

嶋田　当社の運営客室数は2万を超
え、客室数では、東横イン、アパホ
テル、ルートインに次いで日本で 4 番
目のホテルチェーンとなりました。他
社が宿泊特化型を主体としたホテル
チェーンであるなか、当社の場合は
宿泊特化型に加えて、結婚式や宴会
ができるフルサービスのホテル、長期
滞在に対応した施設、リゾートホテル
を展開し、近年では旅館の運営にも
注力しているのが特徴です。多種多
様な施設を手掛けていることが当社
の一番の魅力だと感じています。
　また、同じブランドのホテルであっ
ても単一の仕様ではなく、お客さま
のニーズに合わせてご利用いただける
のも当ホテルチェーンの強みと自負し
ています。

■ホテルマイステイズでも金太郎飴みた
いではないですからね。

本人の情熱や努力を的確に評価、マイステイズ・
ホテル・グループで広がった新たな未来図
マイステイズ・ホテル・マネジメントでは、キャリア採用のスタッフや、新たにグループに仲間入りしたホテル・旅館のス
タッフが生き生きと活躍している。この座談会では、マイステイズ・ホテル・マネジメント ビジネスマネジメント 執行役員の
嶋田 健一氏、ホテルマイステイズ御茶ノ水コンファレンスセンターの藤木 俊太氏、函館国際ホテルの瀬波 陽介
氏、ホテルエピナール那須の秋元 静夏氏にご登場いただき、自らが新たにグループの一員になった経験を有してい
るからこそわかるマイステイズ・ホテル・グループの魅力や優れたところ、キャリアプランなどについて語ってもらった。

座談会 2

その後、当社に入社し、「ホテルマイ
ステイズ五反田」での勤務を皮切り
に、現在は「ホテルマイステイズ御茶
ノ水コンファレンスセンター」で料理
長兼デピュティマネージャーを務めて
います。レストランでの朝食からディ
ナーのほか、会議室で提供する食事
にも対応するなど、仕事は多岐にわ
たり、日々勉強しているところです。
瀬波　2012年4月、現在の「ホテ
ルソニア小樽」に新入社員として入社
しました。2016年11月に運営がマ
イステイズ・ホテル・マネジメントに
変更となり、私は札幌の店舗に異動
して宿泊販売の仕事を担当。そこで
3年半勤務した後、「ホテルノルド小
樽」に支配人として着任しました。
今年の4月中旬からは、「函館国際ホ
テル」で宿泊販売の支配人を務め
ています。
秋元　高校を卒業した2015年に、
翌年マイステイズ・グループの一員と
なる「ホテルエピナール那須」に入
社しました。入社後 1 年間はいろい
ろな部署を経験し、その中から希望
を出して 2 年目にドアマン、ベルサー
ビスを担当するフロアサービスに配属
になりました。2年間フロアサービス
を務めた後に本館フロントへ異動、

ドサービスからフルサービスのホテル
まで、地域や規模、運営形態の異な
る多様な施設に携わり、10以上のホ
テルのオペレーションを経験してまい
りました。10ホテルで総支配人、
チェーンホテルのオペレーション本部
長を務めました。
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トには当社の拡大の気運が高まって
いた 2016年に入社。当時の運営施
設数は50店舗ほどであったと思いま
すが、私はビジネスマネジメントの部
長として、約20店舗を統括しており
ました。
　その後、1店舗のみであった北海
道の施設数が2～3年で12店舗にま
で拡大したため、円滑なテイクオー
バーの実現を目的に札幌事務所を立
ち上げて常駐。これにより北海道エ
リアの売上を10 0億円以上に拡大し、
さらに北海道に加え、大阪、四国、
九州エリアで20～30店舗を統括し、
本社に戻りました。現在はリミテッド
ホテル、フルサービスホテル中心に
92店舗を統括しています。
藤木　私は現在38歳ですが、料理
を始めたのは少し遅い28歳のとき、
以前勤務していた会社で料理人とし
てのキャリアをスタートさせました。

さまざまなバックグラウンドを持つ
スタッフが支えるマイステイズ

■最初に皆さまの経歴と仕事内容を
お話ください。

嶋田　私は国内外のホテル、リミテッ

嶋田 健一 氏
Kenichi Shimada

㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント
ビジネスマネジメント  執行役員

T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

異なるエリアのホテルで自分の力を発
揮したいと思えば、チャレンジするこ
ともできます。
　過去には遠距離恋愛をしているス
タッフ2名を、希望に沿い異動させ
たことがあります。彼女らはその後、
結婚・出産を経て現在も当社で活躍
してくれています。
　本年11月には従業員支援の新たな
形として「奨学金返還支援制度」も
導入。業務に集中できる環境を整え、
生活の充実を促進することを目的にし
た制度ですが、オーナーも将来を見
据えた多角的な視野で状況を捉えて
くれていますし、マネジメント層がス
タッフの希望に耳を傾けてくれるな
ど、傾聴の姿勢があるのも魅力だと
思います。
瀬波　福利厚生が充実しています
ね。以前勤めていた会社は年休が
10 0日未満でしたが、いまは121日。
有給休暇もしっかり取得できます。
私は結婚して子どもがいるので、一
緒に旅行したり、一緒にいる時間が
増えたので、オン・オフの切り替え
ができたりするのがありがたいです
ね。
藤木　以前は街のレストラン勤務でし
たので、休みがあってないようなもの
でしたので、きちんと休みが取れる
ことが、私も瀬波さんと同じくありが
たいことだと感じています。それまで
はコンサートなどのチケットを取って
も行けなくなることが多く、「休みの
日は寝ているだけでいいや」と思っ
ていました。いまは、先の予定が組
めることが、こんなにもすばらしいも
のなのかと実感しています。

■秋元さんは会社にやさしさを感じ
られたことがありますか。

秋元　責任者である現職への就任
は、前任者の退職によるものです。
したがって、クレームへの対応や施
設を改修したい場合など、同じ部署
内には教えを請う人がいないのです
が、そういうときに以前の上司や先輩
に相談すると、アドバイスやサポート
をもらえる社風があります。結婚・
出産を経て、復職される仲間が多いの
も働きやすいからではないでしょうか。

キャリアプランを持って
自己実現を目指す

■ホテルに勤務している皆さんは会社
から正当に評価されていると感じられ
ているのでしょうか。

瀬波　そうですね。私の周りでも頑
張っているスタッフはキャリアアップ
していますので。一生懸命仕事をし
て努力することが評価に繋がると感
じております。
秋元　私は、以前は決められた業務
をこなしていく毎日だったので、ペッ
トホテルを任されたときは、正直なぜ
私なんだろうと思いました。責任者に
なると、ホテルをご利用のお客さまは
もちろん、取引先の方との関わりも出
てくるため、明るさや元気なところが
選ばれた理由なのかと考えています。
接客では、どうしたらお客さまにお喜
びいただけるかを考えて工夫を重ねて
きました。誕生日のお客さまにはサプ
ライズをご用意するなど、そういった

嶋田　新規物件でも外廊下を設ける
など、土地を有効活用するように設計
しています。

それぞれの業務でやりがいを実感

■マイステイズ・グループで働く中、
どのようなことにやりがいや楽しさを
感じられていますか。

藤木　飽き性なところがあり、毎日同
じ仕事を繰り返すのは向いていませ
ん。ちなみに今日は8時からお弁当
を 80 個作った後にランチの提供をし
てきました。このように毎日異なる仕
事がやってくるので、どのように対応
していくかを考えながら進めるのが面
白いですし、性に合っていると思いま
す。通常、ホテルやレストランでは、
例えばお弁当とランチの担当部門が
分かれていたり、システマチックに進
めたりするのでしょうが、当ホテルは
厨房が三人なので、どのようにすれ
ば対応できるのかなど、やりくりを考
え実行することにやりがいを感じてい
ます。
秋元　ドアマン、フロント、周辺を
ご案内するインフォメーション、ペッ
トホテルといろいろな部署を経験でき
たことです。現在はペットホテルを担
当していますが、私自身は犬を飼った
ことがありません。もともと犬は好き
でしたが、このように自分が考えてい
なかったような仕事に携われる機会
や、お客さまから「楽しかった、あ
りがとう、また来るね」など、うれ
しいお言葉を直接いただけることも、
私のやりがいとなっています。

瀬波　キャリアアップ、ステップアッ
プできたことにやりがいを感じていま
す。小樽、札幌、函館のホテルに勤
めましたが、これまで知らなかった地
域の人たちと一緒に働けることで今ま
で自分が知らなかったことを学ぶこと
ができ、逆に伝えることができるの
で、仕事に対して視野が広がってい
くことが楽しく感じています。
嶋田　既存のホテルがマイステイズ・
グループに加わる背景には、経営不
振を含め、さまざまなケースがありま
す。そういった物件をオーナーが取
得し、私どもと共に将来に向けた絵
を描いていくのですが、プランどおり
に再生できたときや、それ以上の結

果が出たときにやりがいを感じます。
　全国各地で新しい人材に出会い、
当社の戦力になってくれている姿を見
るものうれしいです。例えば瀬波は
私が契約社員として採用しましたが、
いまでは立派な最年少の支配人とし
て活躍してくれています。藤木も新店
舗の料理長に抜擢され、期待に応え、
売上、利益の向上に貢献してくれて
います。

■90ホテルを統轄されているので、
たくさんの人と会われているのですね。

嶋田　テイクオーバー後すぐに在籍し
ているスタッフの面談を始めます。当
初は人事部に任せておりましたが、
自分自身が面談に赴くことで、そこか
ら人間関係が築けるのではないかと
思っています。そういう人との出会い
を大切にしています。

■他の会社を経験されている皆さまは、
マイステイズ・グループはどこがちがう
と思われますか。

嶋田　一言で言うと、社員にやさし
い会社です。介護や家庭の事情など
で勤務地を変えたいケースもあると思
います。その場合は希望地への転勤
も可能です。働き方も、全国転勤の
あるグローバルマネジメントコース、
全国 5 つのエリアで働くワイドエリア
マネジメントコース、転勤を伴わない
エリアマネジメントコースの中から選
択できます。ライフイベントなどによ
り状況が変わることもあるかと思いま
すが、それに応じてコース変更もでき、

ところも評価いただけたのではないか
と感じています。
藤木　料理人は概して、言葉が少な
く会話の成立が難しい方が多いように
思います。私は、相手の言わんとし
ていることを汲み取ることが比較的得
意な方なので、いわゆるストライクゾー
ンに近い、求められている回答を出
せることが長所だと自負しています。
こうした部分が評価されているのでは
ないかと思います。

■これからのライフワークバランスを
含めたキャリアプランを聞かせてくだ
さい。

藤木　かつて料理人は40歳になると
仕事がなくなる、それ以上続けたかっ
たら独立しか道はないと思っていまし
たが、この会社に入って、そういうこ
とばかりではないなと考えるようにな
りました。冷静に考えてみると、私は
ずっと現場で料理を作りたいというタ
イプではありません。ゆくゆくは料理
をしないポジションに就くという選択
肢もあると思いますので、それを視
野に入れつつ、いま任されてことを

しっかりやっていきたいと考えてい
ます。
秋元　お客さまにより満足していただ
けるよう、ペットホテルの責任者として
全体を見ること、スタッフの育成や接
客にも力を入れていきたいと思っていま
す。現時点では今の仕事で手一杯です
が、いずれは管理職を目標にキャリア
アップしていきたいと望んでいます。
嶋田　当社は、北は北海道から南は
沖縄石垣島まで、フルサービスホテル・

リミテッドサービスホテル・リゾートホ
テル・旅館など、幅広い業態の宿泊
施設を運営しています。本社には、そ
れらの施設運営を支援するホテルなら
ではの専門部署をはじめ、人事や財務、
マーケティングなど、一般の企業と共
通する部署もあります。本人の希望と
情熱、努力で、やりたい仕事への道が
開けるのも魅力だと思います。

本日はありがとうございました。
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その 2 年後にペットホテルに配属にな
り今年で3年目です。今年4月から
リーダーとして勤務しています。

■それぞれお勤めされているホテルの
魅力やアピールポイントを教えていた
だけますか。

瀬波　「函館国際ホテル」は函館駅
から徒歩8分、函館港を望むウォー
ターフロントに位置しています。金森
赤レンガ倉庫など観光スポットにほど
近く、函館山ロープウェイまでも徒歩
圏内です。435室ある客室は、スタ
ンダードダブルからインペリアルス
イートまで、多様なタイプを揃え、お

ひとりからグループでのご利用までお
応えが可能です。朝食激戦区として
知られる函館ですが、当ホテルでも、
ビュッフェスタイルの朝食と、ひつま
ぶしを楽しんでいただける朝食御膳
などがお客さまに好評です。
秋元　「ホテルエピナール那須」は那
須高原エリアの真ん中に位置するリ
ゾートホテルです。洋室やご年配の方
にも好評の和洋室、ファミリー向けな
どさまざまなタイプのお部屋がありま
す。ミキハウスが認定するウェルカム
ベビーの宿ですので、初めてのお子
さま連れのご旅行でも安心してご滞
在いただけます。プールやゲームプラ
ザなど館内施設も充実し、ホテル内
で一日中過ごせるのも魅力。私がい
るペットホテルは別棟になっており、
一般のお客さまに気兼ねなく、愛犬
とのリゾートステイを存分にお楽しみ
いただけます。
藤木　「ホテルマイステイズ御茶ノ水
コンファレンスセンター」は御茶ノ水
と秋葉原いずれにもアクセスの良い好
立地です。秋葉原を目当てに訪れる
方のご利用も多く、半数以上が海外
からのお客さま。会議室利用の企業
の方々にもお越しいただいていますの
で、ご来館いただくお客さまは多岐
にわたり、館内の雰囲気が日によっ
て大きく異なることも。東京ドームで
の WBC 予選時にはオーストラリア代
表の応援に来た現地の方々のユニ
フォーム姿を、決勝戦のスクリーン上
映時にはビジネスマンが試合を見なが
ら盛り上がる様子を目にしました。

■ホテルのレストランはアグレッシブ

な街場のレストランと競争しなければ
ならない中、口コミの評価も良いのは
どのような理由でしょうか。

藤木　ホテルの施設ということで安
心感があるのだと思います。実際に
入店してみると街のレストランと変わ
らずカジュアルで利用しやすく、ス
タッフのサービスもフレンドリーなの
で、多くのお客さまにリピートしてい
ただいているのだと思います。

■嶋田さんは、さまざまなホテルチェー
ンで総支配人のご経験がありますが、
マイステイズ・グループの強みはどこ
にあるとお考えですか。

嶋田　当社の運営客室数は2万を超
え、客室数では、東横イン、アパホ
テル、ルートインに次いで日本で 4 番
目のホテルチェーンとなりました。他
社が宿泊特化型を主体としたホテル
チェーンであるなか、当社の場合は
宿泊特化型に加えて、結婚式や宴会
ができるフルサービスのホテル、長期
滞在に対応した施設、リゾートホテル
を展開し、近年では旅館の運営にも
注力しているのが特徴です。多種多
様な施設を手掛けていることが当社
の一番の魅力だと感じています。
　また、同じブランドのホテルであっ
ても単一の仕様ではなく、お客さま
のニーズに合わせてご利用いただける
のも当ホテルチェーンの強みと自負し
ています。

■ホテルマイステイズでも金太郎飴みた
いではないですからね。

その後、当社に入社し、「ホテルマイ
ステイズ五反田」での勤務を皮切り
に、現在は「ホテルマイステイズ御茶
ノ水コンファレンスセンター」で料理
長兼デピュティマネージャーを務めて
います。レストランでの朝食からディ
ナーのほか、会議室で提供する食事
にも対応するなど、仕事は多岐にわ
たり、日々勉強しているところです。
瀬波　2012年4月、現在の「ホテ
ルソニア小樽」に新入社員として入社
しました。2016年11月に運営がマ
イステイズ・ホテル・マネジメントに
変更となり、私は札幌の店舗に異動
して宿泊販売の仕事を担当。そこで
3年半勤務した後、「ホテルノルド小
樽」に支配人として着任しました。
今年の4月中旬からは、「函館国際ホ
テル」で宿泊販売の支配人を務め
ています。
秋元　高校を卒業した2015年に、
翌年マイステイズ・グループの一員と
なる「ホテルエピナール那須」に入
社しました。入社後 1 年間はいろい
ろな部署を経験し、その中から希望
を出して 2 年目にドアマン、ベルサー
ビスを担当するフロアサービスに配属
になりました。2年間フロアサービス
を務めた後に本館フロントへ異動、

ドサービスからフルサービスのホテル
まで、地域や規模、運営形態の異な
る多様な施設に携わり、10以上のホ
テルのオペレーションを経験してまい
りました。10ホテルで総支配人、
チェーンホテルのオペレーション本部
長を務めました。
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トには当社の拡大の気運が高まって
いた 2016年に入社。当時の運営施
設数は50店舗ほどであったと思いま
すが、私はビジネスマネジメントの部
長として、約20店舗を統括しており
ました。
　その後、1店舗のみであった北海
道の施設数が2～3年で12店舗にま
で拡大したため、円滑なテイクオー
バーの実現を目的に札幌事務所を立
ち上げて常駐。これにより北海道エ
リアの売上を10 0億円以上に拡大し、
さらに北海道に加え、大阪、四国、
九州エリアで20～30店舗を統括し、
本社に戻りました。現在はリミテッド
ホテル、フルサービスホテル中心に
92店舗を統括しています。
藤木　私は現在38歳ですが、料理
を始めたのは少し遅い28歳のとき、
以前勤務していた会社で料理人とし
てのキャリアをスタートさせました。

さまざまなバックグラウンドを持つ
スタッフが支えるマイステイズ

■最初に皆さまの経歴と仕事内容を
お話ください。

嶋田　私は国内外のホテル、リミテッ

藤木 俊太 氏
Shunta Fujiki

ホテルマイステイズ御茶ノ水コンファレンスセンター
デピュティマネージャー

異なるエリアのホテルで自分の力を発
揮したいと思えば、チャレンジするこ
ともできます。
　過去には遠距離恋愛をしているス
タッフ2名を、希望に沿い異動させ
たことがあります。彼女らはその後、
結婚・出産を経て現在も当社で活躍
してくれています。
　本年11月には従業員支援の新たな
形として「奨学金返還支援制度」も
導入。業務に集中できる環境を整え、
生活の充実を促進することを目的にし
た制度ですが、オーナーも将来を見
据えた多角的な視野で状況を捉えて
くれていますし、マネジメント層がス
タッフの希望に耳を傾けてくれるな
ど、傾聴の姿勢があるのも魅力だと
思います。
瀬波　福利厚生が充実しています
ね。以前勤めていた会社は年休が
10 0日未満でしたが、いまは121日。
有給休暇もしっかり取得できます。
私は結婚して子どもがいるので、一
緒に旅行したり、一緒にいる時間が
増えたので、オン・オフの切り替え
ができたりするのがありがたいです
ね。
藤木　以前は街のレストラン勤務でし
たので、休みがあってないようなもの
でしたので、きちんと休みが取れる
ことが、私も瀬波さんと同じくありが
たいことだと感じています。それまで
はコンサートなどのチケットを取って
も行けなくなることが多く、「休みの
日は寝ているだけでいいや」と思っ
ていました。いまは、先の予定が組
めることが、こんなにもすばらしいも
のなのかと実感しています。

■秋元さんは会社にやさしさを感じ
られたことがありますか。

秋元　責任者である現職への就任
は、前任者の退職によるものです。
したがって、クレームへの対応や施
設を改修したい場合など、同じ部署
内には教えを請う人がいないのです
が、そういうときに以前の上司や先輩
に相談すると、アドバイスやサポート
をもらえる社風があります。結婚・
出産を経て、復職される仲間が多いの
も働きやすいからではないでしょうか。

キャリアプランを持って
自己実現を目指す

■ホテルに勤務している皆さんは会社
から正当に評価されていると感じられ
ているのでしょうか。

瀬波　そうですね。私の周りでも頑
張っているスタッフはキャリアアップ
していますので。一生懸命仕事をし
て努力することが評価に繋がると感
じております。
秋元　私は、以前は決められた業務
をこなしていく毎日だったので、ペッ
トホテルを任されたときは、正直なぜ
私なんだろうと思いました。責任者に
なると、ホテルをご利用のお客さまは
もちろん、取引先の方との関わりも出
てくるため、明るさや元気なところが
選ばれた理由なのかと考えています。
接客では、どうしたらお客さまにお喜
びいただけるかを考えて工夫を重ねて
きました。誕生日のお客さまにはサプ
ライズをご用意するなど、そういった

嶋田　新規物件でも外廊下を設ける
など、土地を有効活用するように設計
しています。

それぞれの業務でやりがいを実感

■マイステイズ・グループで働く中、
どのようなことにやりがいや楽しさを
感じられていますか。

藤木　飽き性なところがあり、毎日同
じ仕事を繰り返すのは向いていませ
ん。ちなみに今日は8時からお弁当
を 80 個作った後にランチの提供をし
てきました。このように毎日異なる仕
事がやってくるので、どのように対応
していくかを考えながら進めるのが面
白いですし、性に合っていると思いま
す。通常、ホテルやレストランでは、
例えばお弁当とランチの担当部門が
分かれていたり、システマチックに進
めたりするのでしょうが、当ホテルは
厨房が三人なので、どのようにすれ
ば対応できるのかなど、やりくりを考
え実行することにやりがいを感じてい
ます。
秋元　ドアマン、フロント、周辺を
ご案内するインフォメーション、ペッ
トホテルといろいろな部署を経験でき
たことです。現在はペットホテルを担
当していますが、私自身は犬を飼った
ことがありません。もともと犬は好き
でしたが、このように自分が考えてい
なかったような仕事に携われる機会
や、お客さまから「楽しかった、あ
りがとう、また来るね」など、うれ
しいお言葉を直接いただけることも、
私のやりがいとなっています。

瀬波　キャリアアップ、ステップアッ
プできたことにやりがいを感じていま
す。小樽、札幌、函館のホテルに勤
めましたが、これまで知らなかった地
域の人たちと一緒に働けることで今ま
で自分が知らなかったことを学ぶこと
ができ、逆に伝えることができるの
で、仕事に対して視野が広がってい
くことが楽しく感じています。
嶋田　既存のホテルがマイステイズ・
グループに加わる背景には、経営不
振を含め、さまざまなケースがありま
す。そういった物件をオーナーが取
得し、私どもと共に将来に向けた絵
を描いていくのですが、プランどおり
に再生できたときや、それ以上の結

果が出たときにやりがいを感じます。
　全国各地で新しい人材に出会い、
当社の戦力になってくれている姿を見
るものうれしいです。例えば瀬波は
私が契約社員として採用しましたが、
いまでは立派な最年少の支配人とし
て活躍してくれています。藤木も新店
舗の料理長に抜擢され、期待に応え、
売上、利益の向上に貢献してくれて
います。

■90ホテルを統轄されているので、
たくさんの人と会われているのですね。

嶋田　テイクオーバー後すぐに在籍し
ているスタッフの面談を始めます。当
初は人事部に任せておりましたが、
自分自身が面談に赴くことで、そこか
ら人間関係が築けるのではないかと
思っています。そういう人との出会い
を大切にしています。

■他の会社を経験されている皆さまは、
マイステイズ・グループはどこがちがう
と思われますか。

嶋田　一言で言うと、社員にやさし
い会社です。介護や家庭の事情など
で勤務地を変えたいケースもあると思
います。その場合は希望地への転勤
も可能です。働き方も、全国転勤の
あるグローバルマネジメントコース、
全国 5 つのエリアで働くワイドエリア
マネジメントコース、転勤を伴わない
エリアマネジメントコースの中から選
択できます。ライフイベントなどによ
り状況が変わることもあるかと思いま
すが、それに応じてコース変更もでき、
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ところも評価いただけたのではないか
と感じています。
藤木　料理人は概して、言葉が少な
く会話の成立が難しい方が多いように
思います。私は、相手の言わんとし
ていることを汲み取ることが比較的得
意な方なので、いわゆるストライクゾー
ンに近い、求められている回答を出
せることが長所だと自負しています。
こうした部分が評価されているのでは
ないかと思います。

■これからのライフワークバランスを
含めたキャリアプランを聞かせてくだ
さい。

藤木　かつて料理人は40歳になると
仕事がなくなる、それ以上続けたかっ
たら独立しか道はないと思っていまし
たが、この会社に入って、そういうこ
とばかりではないなと考えるようにな
りました。冷静に考えてみると、私は
ずっと現場で料理を作りたいというタ
イプではありません。ゆくゆくは料理
をしないポジションに就くという選択
肢もあると思いますので、それを視
野に入れつつ、いま任されてことを

しっかりやっていきたいと考えてい
ます。
秋元　お客さまにより満足していただ
けるよう、ペットホテルの責任者として
全体を見ること、スタッフの育成や接
客にも力を入れていきたいと思っていま
す。現時点では今の仕事で手一杯です
が、いずれは管理職を目標にキャリア
アップしていきたいと望んでいます。
嶋田　当社は、北は北海道から南は
沖縄石垣島まで、フルサービスホテル・

リミテッドサービスホテル・リゾートホ
テル・旅館など、幅広い業態の宿泊
施設を運営しています。本社には、そ
れらの施設運営を支援するホテルなら
ではの専門部署をはじめ、人事や財務、
マーケティングなど、一般の企業と共
通する部署もあります。本人の希望と
情熱、努力で、やりたい仕事への道が
開けるのも魅力だと思います。

本日はありがとうございました。

T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

瀬波 陽介 氏
Yosuke Senami

函館国際ホテル　
宿泊支配人
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その 2 年後にペットホテルに配属にな
り今年で3年目です。今年4月から
リーダーとして勤務しています。

■それぞれお勤めされているホテルの
魅力やアピールポイントを教えていた
だけますか。

瀬波　「函館国際ホテル」は函館駅
から徒歩8分、函館港を望むウォー
ターフロントに位置しています。金森
赤レンガ倉庫など観光スポットにほど
近く、函館山ロープウェイまでも徒歩
圏内です。435室ある客室は、スタ
ンダードダブルからインペリアルス
イートまで、多様なタイプを揃え、お

ひとりからグループでのご利用までお
応えが可能です。朝食激戦区として
知られる函館ですが、当ホテルでも、
ビュッフェスタイルの朝食と、ひつま
ぶしを楽しんでいただける朝食御膳
などがお客さまに好評です。
秋元　「ホテルエピナール那須」は那
須高原エリアの真ん中に位置するリ
ゾートホテルです。洋室やご年配の方
にも好評の和洋室、ファミリー向けな
どさまざまなタイプのお部屋がありま
す。ミキハウスが認定するウェルカム
ベビーの宿ですので、初めてのお子
さま連れのご旅行でも安心してご滞
在いただけます。プールやゲームプラ
ザなど館内施設も充実し、ホテル内
で一日中過ごせるのも魅力。私がい
るペットホテルは別棟になっており、
一般のお客さまに気兼ねなく、愛犬
とのリゾートステイを存分にお楽しみ
いただけます。
藤木　「ホテルマイステイズ御茶ノ水
コンファレンスセンター」は御茶ノ水
と秋葉原いずれにもアクセスの良い好
立地です。秋葉原を目当てに訪れる
方のご利用も多く、半数以上が海外
からのお客さま。会議室利用の企業
の方々にもお越しいただいていますの
で、ご来館いただくお客さまは多岐
にわたり、館内の雰囲気が日によっ
て大きく異なることも。東京ドームで
の WBC 予選時にはオーストラリア代
表の応援に来た現地の方々のユニ
フォーム姿を、決勝戦のスクリーン上
映時にはビジネスマンが試合を見なが
ら盛り上がる様子を目にしました。

■ホテルのレストランはアグレッシブ

な街場のレストランと競争しなければ
ならない中、口コミの評価も良いのは
どのような理由でしょうか。

藤木　ホテルの施設ということで安
心感があるのだと思います。実際に
入店してみると街のレストランと変わ
らずカジュアルで利用しやすく、ス
タッフのサービスもフレンドリーなの
で、多くのお客さまにリピートしてい
ただいているのだと思います。

■嶋田さんは、さまざまなホテルチェー
ンで総支配人のご経験がありますが、
マイステイズ・グループの強みはどこ
にあるとお考えですか。

嶋田　当社の運営客室数は2万を超
え、客室数では、東横イン、アパホ
テル、ルートインに次いで日本で 4 番
目のホテルチェーンとなりました。他
社が宿泊特化型を主体としたホテル
チェーンであるなか、当社の場合は
宿泊特化型に加えて、結婚式や宴会
ができるフルサービスのホテル、長期
滞在に対応した施設、リゾートホテル
を展開し、近年では旅館の運営にも
注力しているのが特徴です。多種多
様な施設を手掛けていることが当社
の一番の魅力だと感じています。
　また、同じブランドのホテルであっ
ても単一の仕様ではなく、お客さま
のニーズに合わせてご利用いただける
のも当ホテルチェーンの強みと自負し
ています。

■ホテルマイステイズでも金太郎飴みた
いではないですからね。

その後、当社に入社し、「ホテルマイ
ステイズ五反田」での勤務を皮切り
に、現在は「ホテルマイステイズ御茶
ノ水コンファレンスセンター」で料理
長兼デピュティマネージャーを務めて
います。レストランでの朝食からディ
ナーのほか、会議室で提供する食事
にも対応するなど、仕事は多岐にわ
たり、日々勉強しているところです。
瀬波　2012年4月、現在の「ホテ
ルソニア小樽」に新入社員として入社
しました。2016年11月に運営がマ
イステイズ・ホテル・マネジメントに
変更となり、私は札幌の店舗に異動
して宿泊販売の仕事を担当。そこで
3年半勤務した後、「ホテルノルド小
樽」に支配人として着任しました。
今年の4月中旬からは、「函館国際ホ
テル」で宿泊販売の支配人を務め
ています。
秋元　高校を卒業した2015年に、
翌年マイステイズ・グループの一員と
なる「ホテルエピナール那須」に入
社しました。入社後 1 年間はいろい
ろな部署を経験し、その中から希望
を出して 2 年目にドアマン、ベルサー
ビスを担当するフロアサービスに配属
になりました。2年間フロアサービス
を務めた後に本館フロントへ異動、

ドサービスからフルサービスのホテル
まで、地域や規模、運営形態の異な
る多様な施設に携わり、10以上のホ
テルのオペレーションを経験してまい
りました。10ホテルで総支配人、
チェーンホテルのオペレーション本部
長を務めました。
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トには当社の拡大の気運が高まって
いた 2016年に入社。当時の運営施
設数は50店舗ほどであったと思いま
すが、私はビジネスマネジメントの部
長として、約20店舗を統括しており
ました。
　その後、1店舗のみであった北海
道の施設数が2～3年で12店舗にま
で拡大したため、円滑なテイクオー
バーの実現を目的に札幌事務所を立
ち上げて常駐。これにより北海道エ
リアの売上を10 0億円以上に拡大し、
さらに北海道に加え、大阪、四国、
九州エリアで20～30店舗を統括し、
本社に戻りました。現在はリミテッド
ホテル、フルサービスホテル中心に
92店舗を統括しています。
藤木　私は現在38歳ですが、料理
を始めたのは少し遅い28歳のとき、
以前勤務していた会社で料理人とし
てのキャリアをスタートさせました。

さまざまなバックグラウンドを持つ
スタッフが支えるマイステイズ

■最初に皆さまの経歴と仕事内容を
お話ください。

嶋田　私は国内外のホテル、リミテッ

藤木 俊太 氏
Shunta Fujiki

ホテルマイステイズ御茶ノ水コンファレンスセンター
デピュティマネージャー

異なるエリアのホテルで自分の力を発
揮したいと思えば、チャレンジするこ
ともできます。
　過去には遠距離恋愛をしているス
タッフ2名を、希望に沿い異動させ
たことがあります。彼女らはその後、
結婚・出産を経て現在も当社で活躍
してくれています。
　本年11月には従業員支援の新たな
形として「奨学金返還支援制度」も
導入。業務に集中できる環境を整え、
生活の充実を促進することを目的にし
た制度ですが、オーナーも将来を見
据えた多角的な視野で状況を捉えて
くれていますし、マネジメント層がス
タッフの希望に耳を傾けてくれるな
ど、傾聴の姿勢があるのも魅力だと
思います。
瀬波　福利厚生が充実しています
ね。以前勤めていた会社は年休が
10 0日未満でしたが、いまは121日。
有給休暇もしっかり取得できます。
私は結婚して子どもがいるので、一
緒に旅行したり、一緒にいる時間が
増えたので、オン・オフの切り替え
ができたりするのがありがたいです
ね。
藤木　以前は街のレストラン勤務でし
たので、休みがあってないようなもの
でしたので、きちんと休みが取れる
ことが、私も瀬波さんと同じくありが
たいことだと感じています。それまで
はコンサートなどのチケットを取って
も行けなくなることが多く、「休みの
日は寝ているだけでいいや」と思っ
ていました。いまは、先の予定が組
めることが、こんなにもすばらしいも
のなのかと実感しています。

■秋元さんは会社にやさしさを感じ
られたことがありますか。

秋元　責任者である現職への就任
は、前任者の退職によるものです。
したがって、クレームへの対応や施
設を改修したい場合など、同じ部署
内には教えを請う人がいないのです
が、そういうときに以前の上司や先輩
に相談すると、アドバイスやサポート
をもらえる社風があります。結婚・
出産を経て、復職される仲間が多いの
も働きやすいからではないでしょうか。

キャリアプランを持って
自己実現を目指す

■ホテルに勤務している皆さんは会社
から正当に評価されていると感じられ
ているのでしょうか。

瀬波　そうですね。私の周りでも頑
張っているスタッフはキャリアアップ
していますので。一生懸命仕事をし
て努力することが評価に繋がると感
じております。
秋元　私は、以前は決められた業務
をこなしていく毎日だったので、ペッ
トホテルを任されたときは、正直なぜ
私なんだろうと思いました。責任者に
なると、ホテルをご利用のお客さまは
もちろん、取引先の方との関わりも出
てくるため、明るさや元気なところが
選ばれた理由なのかと考えています。
接客では、どうしたらお客さまにお喜
びいただけるかを考えて工夫を重ねて
きました。誕生日のお客さまにはサプ
ライズをご用意するなど、そういった

嶋田　新規物件でも外廊下を設ける
など、土地を有効活用するように設計
しています。

それぞれの業務でやりがいを実感

■マイステイズ・グループで働く中、
どのようなことにやりがいや楽しさを
感じられていますか。

藤木　飽き性なところがあり、毎日同
じ仕事を繰り返すのは向いていませ
ん。ちなみに今日は8時からお弁当
を 80 個作った後にランチの提供をし
てきました。このように毎日異なる仕
事がやってくるので、どのように対応
していくかを考えながら進めるのが面
白いですし、性に合っていると思いま
す。通常、ホテルやレストランでは、
例えばお弁当とランチの担当部門が
分かれていたり、システマチックに進
めたりするのでしょうが、当ホテルは
厨房が三人なので、どのようにすれ
ば対応できるのかなど、やりくりを考
え実行することにやりがいを感じてい
ます。
秋元　ドアマン、フロント、周辺を
ご案内するインフォメーション、ペッ
トホテルといろいろな部署を経験でき
たことです。現在はペットホテルを担
当していますが、私自身は犬を飼った
ことがありません。もともと犬は好き
でしたが、このように自分が考えてい
なかったような仕事に携われる機会
や、お客さまから「楽しかった、あ
りがとう、また来るね」など、うれ
しいお言葉を直接いただけることも、
私のやりがいとなっています。

瀬波　キャリアアップ、ステップアッ
プできたことにやりがいを感じていま
す。小樽、札幌、函館のホテルに勤
めましたが、これまで知らなかった地
域の人たちと一緒に働けることで今ま
で自分が知らなかったことを学ぶこと
ができ、逆に伝えることができるの
で、仕事に対して視野が広がってい
くことが楽しく感じています。
嶋田　既存のホテルがマイステイズ・
グループに加わる背景には、経営不
振を含め、さまざまなケースがありま
す。そういった物件をオーナーが取
得し、私どもと共に将来に向けた絵
を描いていくのですが、プランどおり
に再生できたときや、それ以上の結

果が出たときにやりがいを感じます。
　全国各地で新しい人材に出会い、
当社の戦力になってくれている姿を見
るものうれしいです。例えば瀬波は
私が契約社員として採用しましたが、
いまでは立派な最年少の支配人とし
て活躍してくれています。藤木も新店
舗の料理長に抜擢され、期待に応え、
売上、利益の向上に貢献してくれて
います。

■90ホテルを統轄されているので、
たくさんの人と会われているのですね。

嶋田　テイクオーバー後すぐに在籍し
ているスタッフの面談を始めます。当
初は人事部に任せておりましたが、
自分自身が面談に赴くことで、そこか
ら人間関係が築けるのではないかと
思っています。そういう人との出会い
を大切にしています。

■他の会社を経験されている皆さまは、
マイステイズ・グループはどこがちがう
と思われますか。

嶋田　一言で言うと、社員にやさし
い会社です。介護や家庭の事情など
で勤務地を変えたいケースもあると思
います。その場合は希望地への転勤
も可能です。働き方も、全国転勤の
あるグローバルマネジメントコース、
全国 5 つのエリアで働くワイドエリア
マネジメントコース、転勤を伴わない
エリアマネジメントコースの中から選
択できます。ライフイベントなどによ
り状況が変わることもあるかと思いま
すが、それに応じてコース変更もでき、

座談会 2

ところも評価いただけたのではないか
と感じています。
藤木　料理人は概して、言葉が少な
く会話の成立が難しい方が多いように
思います。私は、相手の言わんとし
ていることを汲み取ることが比較的得
意な方なので、いわゆるストライクゾー
ンに近い、求められている回答を出
せることが長所だと自負しています。
こうした部分が評価されているのでは
ないかと思います。

■これからのライフワークバランスを
含めたキャリアプランを聞かせてくだ
さい。

藤木　かつて料理人は40歳になると
仕事がなくなる、それ以上続けたかっ
たら独立しか道はないと思っていまし
たが、この会社に入って、そういうこ
とばかりではないなと考えるようにな
りました。冷静に考えてみると、私は
ずっと現場で料理を作りたいというタ
イプではありません。ゆくゆくは料理
をしないポジションに就くという選択
肢もあると思いますので、それを視
野に入れつつ、いま任されてことを

しっかりやっていきたいと考えてい
ます。
秋元　お客さまにより満足していただ
けるよう、ペットホテルの責任者として
全体を見ること、スタッフの育成や接
客にも力を入れていきたいと思っていま
す。現時点では今の仕事で手一杯です
が、いずれは管理職を目標にキャリア
アップしていきたいと望んでいます。
嶋田　当社は、北は北海道から南は
沖縄石垣島まで、フルサービスホテル・

リミテッドサービスホテル・リゾートホ
テル・旅館など、幅広い業態の宿泊
施設を運営しています。本社には、そ
れらの施設運営を支援するホテルなら
ではの専門部署をはじめ、人事や財務、
マーケティングなど、一般の企業と共
通する部署もあります。本人の希望と
情熱、努力で、やりたい仕事への道が
開けるのも魅力だと思います。

本日はありがとうございました。

T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

瀬波 陽介 氏
Yosuke Senami

函館国際ホテル　
宿泊支配人
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その 2 年後にペットホテルに配属にな
り今年で3年目です。今年4月から
リーダーとして勤務しています。

■それぞれお勤めされているホテルの
魅力やアピールポイントを教えていた
だけますか。

瀬波　「函館国際ホテル」は函館駅
から徒歩8分、函館港を望むウォー
ターフロントに位置しています。金森
赤レンガ倉庫など観光スポットにほど
近く、函館山ロープウェイまでも徒歩
圏内です。435室ある客室は、スタ
ンダードダブルからインペリアルス
イートまで、多様なタイプを揃え、お

ひとりからグループでのご利用までお
応えが可能です。朝食激戦区として
知られる函館ですが、当ホテルでも、
ビュッフェスタイルの朝食と、ひつま
ぶしを楽しんでいただける朝食御膳
などがお客さまに好評です。
秋元　「ホテルエピナール那須」は那
須高原エリアの真ん中に位置するリ
ゾートホテルです。洋室やご年配の方
にも好評の和洋室、ファミリー向けな
どさまざまなタイプのお部屋がありま
す。ミキハウスが認定するウェルカム
ベビーの宿ですので、初めてのお子
さま連れのご旅行でも安心してご滞
在いただけます。プールやゲームプラ
ザなど館内施設も充実し、ホテル内
で一日中過ごせるのも魅力。私がい
るペットホテルは別棟になっており、
一般のお客さまに気兼ねなく、愛犬
とのリゾートステイを存分にお楽しみ
いただけます。
藤木　「ホテルマイステイズ御茶ノ水
コンファレンスセンター」は御茶ノ水
と秋葉原いずれにもアクセスの良い好
立地です。秋葉原を目当てに訪れる
方のご利用も多く、半数以上が海外
からのお客さま。会議室利用の企業
の方々にもお越しいただいていますの
で、ご来館いただくお客さまは多岐
にわたり、館内の雰囲気が日によっ
て大きく異なることも。東京ドームで
の WBC 予選時にはオーストラリア代
表の応援に来た現地の方々のユニ
フォーム姿を、決勝戦のスクリーン上
映時にはビジネスマンが試合を見なが
ら盛り上がる様子を目にしました。

■ホテルのレストランはアグレッシブ

な街場のレストランと競争しなければ
ならない中、口コミの評価も良いのは
どのような理由でしょうか。

藤木　ホテルの施設ということで安
心感があるのだと思います。実際に
入店してみると街のレストランと変わ
らずカジュアルで利用しやすく、ス
タッフのサービスもフレンドリーなの
で、多くのお客さまにリピートしてい
ただいているのだと思います。

■嶋田さんは、さまざまなホテルチェー
ンで総支配人のご経験がありますが、
マイステイズ・グループの強みはどこ
にあるとお考えですか。

嶋田　当社の運営客室数は2万を超
え、客室数では、東横イン、アパホ
テル、ルートインに次いで日本で 4 番
目のホテルチェーンとなりました。他
社が宿泊特化型を主体としたホテル
チェーンであるなか、当社の場合は
宿泊特化型に加えて、結婚式や宴会
ができるフルサービスのホテル、長期
滞在に対応した施設、リゾートホテル
を展開し、近年では旅館の運営にも
注力しているのが特徴です。多種多
様な施設を手掛けていることが当社
の一番の魅力だと感じています。
　また、同じブランドのホテルであっ
ても単一の仕様ではなく、お客さま
のニーズに合わせてご利用いただける
のも当ホテルチェーンの強みと自負し
ています。

■ホテルマイステイズでも金太郎飴みた
いではないですからね。

その後、当社に入社し、「ホテルマイ
ステイズ五反田」での勤務を皮切り
に、現在は「ホテルマイステイズ御茶
ノ水コンファレンスセンター」で料理
長兼デピュティマネージャーを務めて
います。レストランでの朝食からディ
ナーのほか、会議室で提供する食事
にも対応するなど、仕事は多岐にわ
たり、日々勉強しているところです。
瀬波　2012年4月、現在の「ホテ
ルソニア小樽」に新入社員として入社
しました。2016年11月に運営がマ
イステイズ・ホテル・マネジメントに
変更となり、私は札幌の店舗に異動
して宿泊販売の仕事を担当。そこで
3年半勤務した後、「ホテルノルド小
樽」に支配人として着任しました。
今年の4月中旬からは、「函館国際ホ
テル」で宿泊販売の支配人を務め
ています。
秋元　高校を卒業した2015年に、
翌年マイステイズ・グループの一員と
なる「ホテルエピナール那須」に入
社しました。入社後 1 年間はいろい
ろな部署を経験し、その中から希望
を出して 2 年目にドアマン、ベルサー
ビスを担当するフロアサービスに配属
になりました。2年間フロアサービス
を務めた後に本館フロントへ異動、

ドサービスからフルサービスのホテル
まで、地域や規模、運営形態の異な
る多様な施設に携わり、10以上のホ
テルのオペレーションを経験してまい
りました。10ホテルで総支配人、
チェーンホテルのオペレーション本部
長を務めました。
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トには当社の拡大の気運が高まって
いた 2016年に入社。当時の運営施
設数は50店舗ほどであったと思いま
すが、私はビジネスマネジメントの部
長として、約20店舗を統括しており
ました。
　その後、1店舗のみであった北海
道の施設数が2～3年で12店舗にま
で拡大したため、円滑なテイクオー
バーの実現を目的に札幌事務所を立
ち上げて常駐。これにより北海道エ
リアの売上を10 0億円以上に拡大し、
さらに北海道に加え、大阪、四国、
九州エリアで20～30店舗を統括し、
本社に戻りました。現在はリミテッド
ホテル、フルサービスホテル中心に
92店舗を統括しています。
藤木　私は現在38歳ですが、料理
を始めたのは少し遅い28歳のとき、
以前勤務していた会社で料理人とし
てのキャリアをスタートさせました。

さまざまなバックグラウンドを持つ
スタッフが支えるマイステイズ

■最初に皆さまの経歴と仕事内容を
お話ください。

嶋田　私は国内外のホテル、リミテッ
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異なるエリアのホテルで自分の力を発
揮したいと思えば、チャレンジするこ
ともできます。
　過去には遠距離恋愛をしているス
タッフ2名を、希望に沿い異動させ
たことがあります。彼女らはその後、
結婚・出産を経て現在も当社で活躍
してくれています。
　本年11月には従業員支援の新たな
形として「奨学金返還支援制度」も
導入。業務に集中できる環境を整え、
生活の充実を促進することを目的にし
た制度ですが、オーナーも将来を見
据えた多角的な視野で状況を捉えて
くれていますし、マネジメント層がス
タッフの希望に耳を傾けてくれるな
ど、傾聴の姿勢があるのも魅力だと
思います。
瀬波　福利厚生が充実しています
ね。以前勤めていた会社は年休が
10 0日未満でしたが、いまは121日。
有給休暇もしっかり取得できます。
私は結婚して子どもがいるので、一
緒に旅行したり、一緒にいる時間が
増えたので、オン・オフの切り替え
ができたりするのがありがたいです
ね。
藤木　以前は街のレストラン勤務でし
たので、休みがあってないようなもの
でしたので、きちんと休みが取れる
ことが、私も瀬波さんと同じくありが
たいことだと感じています。それまで
はコンサートなどのチケットを取って
も行けなくなることが多く、「休みの
日は寝ているだけでいいや」と思っ
ていました。いまは、先の予定が組
めることが、こんなにもすばらしいも
のなのかと実感しています。

■秋元さんは会社にやさしさを感じ
られたことがありますか。

秋元　責任者である現職への就任
は、前任者の退職によるものです。
したがって、クレームへの対応や施
設を改修したい場合など、同じ部署
内には教えを請う人がいないのです
が、そういうときに以前の上司や先輩
に相談すると、アドバイスやサポート
をもらえる社風があります。結婚・
出産を経て、復職される仲間が多いの
も働きやすいからではないでしょうか。

キャリアプランを持って
自己実現を目指す

■ホテルに勤務している皆さんは会社
から正当に評価されていると感じられ
ているのでしょうか。

瀬波　そうですね。私の周りでも頑
張っているスタッフはキャリアアップ
していますので。一生懸命仕事をし
て努力することが評価に繋がると感
じております。
秋元　私は、以前は決められた業務
をこなしていく毎日だったので、ペッ
トホテルを任されたときは、正直なぜ
私なんだろうと思いました。責任者に
なると、ホテルをご利用のお客さまは
もちろん、取引先の方との関わりも出
てくるため、明るさや元気なところが
選ばれた理由なのかと考えています。
接客では、どうしたらお客さまにお喜
びいただけるかを考えて工夫を重ねて
きました。誕生日のお客さまにはサプ
ライズをご用意するなど、そういった

嶋田　新規物件でも外廊下を設ける
など、土地を有効活用するように設計
しています。

それぞれの業務でやりがいを実感

■マイステイズ・グループで働く中、
どのようなことにやりがいや楽しさを
感じられていますか。

藤木　飽き性なところがあり、毎日同
じ仕事を繰り返すのは向いていませ
ん。ちなみに今日は8時からお弁当
を 80 個作った後にランチの提供をし
てきました。このように毎日異なる仕
事がやってくるので、どのように対応
していくかを考えながら進めるのが面
白いですし、性に合っていると思いま
す。通常、ホテルやレストランでは、
例えばお弁当とランチの担当部門が
分かれていたり、システマチックに進
めたりするのでしょうが、当ホテルは
厨房が三人なので、どのようにすれ
ば対応できるのかなど、やりくりを考
え実行することにやりがいを感じてい
ます。
秋元　ドアマン、フロント、周辺を
ご案内するインフォメーション、ペッ
トホテルといろいろな部署を経験でき
たことです。現在はペットホテルを担
当していますが、私自身は犬を飼った
ことがありません。もともと犬は好き
でしたが、このように自分が考えてい
なかったような仕事に携われる機会
や、お客さまから「楽しかった、あ
りがとう、また来るね」など、うれ
しいお言葉を直接いただけることも、
私のやりがいとなっています。

瀬波　キャリアアップ、ステップアッ
プできたことにやりがいを感じていま
す。小樽、札幌、函館のホテルに勤
めましたが、これまで知らなかった地
域の人たちと一緒に働けることで今ま
で自分が知らなかったことを学ぶこと
ができ、逆に伝えることができるの
で、仕事に対して視野が広がってい
くことが楽しく感じています。
嶋田　既存のホテルがマイステイズ・
グループに加わる背景には、経営不
振を含め、さまざまなケースがありま
す。そういった物件をオーナーが取
得し、私どもと共に将来に向けた絵
を描いていくのですが、プランどおり
に再生できたときや、それ以上の結

果が出たときにやりがいを感じます。
　全国各地で新しい人材に出会い、
当社の戦力になってくれている姿を見
るものうれしいです。例えば瀬波は
私が契約社員として採用しましたが、
いまでは立派な最年少の支配人とし
て活躍してくれています。藤木も新店
舗の料理長に抜擢され、期待に応え、
売上、利益の向上に貢献してくれて
います。

■90ホテルを統轄されているので、
たくさんの人と会われているのですね。

嶋田　テイクオーバー後すぐに在籍し
ているスタッフの面談を始めます。当
初は人事部に任せておりましたが、
自分自身が面談に赴くことで、そこか
ら人間関係が築けるのではないかと
思っています。そういう人との出会い
を大切にしています。

■他の会社を経験されている皆さまは、
マイステイズ・グループはどこがちがう
と思われますか。

嶋田　一言で言うと、社員にやさし
い会社です。介護や家庭の事情など
で勤務地を変えたいケースもあると思
います。その場合は希望地への転勤
も可能です。働き方も、全国転勤の
あるグローバルマネジメントコース、
全国 5 つのエリアで働くワイドエリア
マネジメントコース、転勤を伴わない
エリアマネジメントコースの中から選
択できます。ライフイベントなどによ
り状況が変わることもあるかと思いま
すが、それに応じてコース変更もでき、

ところも評価いただけたのではないか
と感じています。
藤木　料理人は概して、言葉が少な
く会話の成立が難しい方が多いように
思います。私は、相手の言わんとし
ていることを汲み取ることが比較的得
意な方なので、いわゆるストライクゾー
ンに近い、求められている回答を出
せることが長所だと自負しています。
こうした部分が評価されているのでは
ないかと思います。

■これからのライフワークバランスを
含めたキャリアプランを聞かせてくだ
さい。

藤木　かつて料理人は40歳になると
仕事がなくなる、それ以上続けたかっ
たら独立しか道はないと思っていまし
たが、この会社に入って、そういうこ
とばかりではないなと考えるようにな
りました。冷静に考えてみると、私は
ずっと現場で料理を作りたいというタ
イプではありません。ゆくゆくは料理
をしないポジションに就くという選択
肢もあると思いますので、それを視
野に入れつつ、いま任されてことを

しっかりやっていきたいと考えてい
ます。
秋元　お客さまにより満足していただ
けるよう、ペットホテルの責任者として
全体を見ること、スタッフの育成や接
客にも力を入れていきたいと思っていま
す。現時点では今の仕事で手一杯です
が、いずれは管理職を目標にキャリア
アップしていきたいと望んでいます。
嶋田　当社は、北は北海道から南は
沖縄石垣島まで、フルサービスホテル・

リミテッドサービスホテル・リゾートホ
テル・旅館など、幅広い業態の宿泊
施設を運営しています。本社には、そ
れらの施設運営を支援するホテルなら
ではの専門部署をはじめ、人事や財務、
マーケティングなど、一般の企業と共
通する部署もあります。本人の希望と
情熱、努力で、やりたい仕事への道が
開けるのも魅力だと思います。

本日はありがとうございました。

秋元 静夏 氏
Shizuka Akimoto

ホテルエピナール那須
リーダー
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その 2 年後にペットホテルに配属にな
り今年で3年目です。今年4月から
リーダーとして勤務しています。

■それぞれお勤めされているホテルの
魅力やアピールポイントを教えていた
だけますか。

瀬波　「函館国際ホテル」は函館駅
から徒歩8分、函館港を望むウォー
ターフロントに位置しています。金森
赤レンガ倉庫など観光スポットにほど
近く、函館山ロープウェイまでも徒歩
圏内です。435室ある客室は、スタ
ンダードダブルからインペリアルス
イートまで、多様なタイプを揃え、お

ひとりからグループでのご利用までお
応えが可能です。朝食激戦区として
知られる函館ですが、当ホテルでも、
ビュッフェスタイルの朝食と、ひつま
ぶしを楽しんでいただける朝食御膳
などがお客さまに好評です。
秋元　「ホテルエピナール那須」は那
須高原エリアの真ん中に位置するリ
ゾートホテルです。洋室やご年配の方
にも好評の和洋室、ファミリー向けな
どさまざまなタイプのお部屋がありま
す。ミキハウスが認定するウェルカム
ベビーの宿ですので、初めてのお子
さま連れのご旅行でも安心してご滞
在いただけます。プールやゲームプラ
ザなど館内施設も充実し、ホテル内
で一日中過ごせるのも魅力。私がい
るペットホテルは別棟になっており、
一般のお客さまに気兼ねなく、愛犬
とのリゾートステイを存分にお楽しみ
いただけます。
藤木　「ホテルマイステイズ御茶ノ水
コンファレンスセンター」は御茶ノ水
と秋葉原いずれにもアクセスの良い好
立地です。秋葉原を目当てに訪れる
方のご利用も多く、半数以上が海外
からのお客さま。会議室利用の企業
の方々にもお越しいただいていますの
で、ご来館いただくお客さまは多岐
にわたり、館内の雰囲気が日によっ
て大きく異なることも。東京ドームで
の WBC 予選時にはオーストラリア代
表の応援に来た現地の方々のユニ
フォーム姿を、決勝戦のスクリーン上
映時にはビジネスマンが試合を見なが
ら盛り上がる様子を目にしました。

■ホテルのレストランはアグレッシブ

な街場のレストランと競争しなければ
ならない中、口コミの評価も良いのは
どのような理由でしょうか。

藤木　ホテルの施設ということで安
心感があるのだと思います。実際に
入店してみると街のレストランと変わ
らずカジュアルで利用しやすく、ス
タッフのサービスもフレンドリーなの
で、多くのお客さまにリピートしてい
ただいているのだと思います。

■嶋田さんは、さまざまなホテルチェー
ンで総支配人のご経験がありますが、
マイステイズ・グループの強みはどこ
にあるとお考えですか。

嶋田　当社の運営客室数は2万を超
え、客室数では、東横イン、アパホ
テル、ルートインに次いで日本で 4 番
目のホテルチェーンとなりました。他
社が宿泊特化型を主体としたホテル
チェーンであるなか、当社の場合は
宿泊特化型に加えて、結婚式や宴会
ができるフルサービスのホテル、長期
滞在に対応した施設、リゾートホテル
を展開し、近年では旅館の運営にも
注力しているのが特徴です。多種多
様な施設を手掛けていることが当社
の一番の魅力だと感じています。
　また、同じブランドのホテルであっ
ても単一の仕様ではなく、お客さま
のニーズに合わせてご利用いただける
のも当ホテルチェーンの強みと自負し
ています。

■ホテルマイステイズでも金太郎飴みた
いではないですからね。

その後、当社に入社し、「ホテルマイ
ステイズ五反田」での勤務を皮切り
に、現在は「ホテルマイステイズ御茶
ノ水コンファレンスセンター」で料理
長兼デピュティマネージャーを務めて
います。レストランでの朝食からディ
ナーのほか、会議室で提供する食事
にも対応するなど、仕事は多岐にわ
たり、日々勉強しているところです。
瀬波　2012年4月、現在の「ホテ
ルソニア小樽」に新入社員として入社
しました。2016年11月に運営がマ
イステイズ・ホテル・マネジメントに
変更となり、私は札幌の店舗に異動
して宿泊販売の仕事を担当。そこで
3年半勤務した後、「ホテルノルド小
樽」に支配人として着任しました。
今年の4月中旬からは、「函館国際ホ
テル」で宿泊販売の支配人を務め
ています。
秋元　高校を卒業した2015年に、
翌年マイステイズ・グループの一員と
なる「ホテルエピナール那須」に入
社しました。入社後 1 年間はいろい
ろな部署を経験し、その中から希望
を出して 2 年目にドアマン、ベルサー
ビスを担当するフロアサービスに配属
になりました。2年間フロアサービス
を務めた後に本館フロントへ異動、

ドサービスからフルサービスのホテル
まで、地域や規模、運営形態の異な
る多様な施設に携わり、10以上のホ
テルのオペレーションを経験してまい
りました。10ホテルで総支配人、
チェーンホテルのオペレーション本部
長を務めました。
　マイステイズ・ホテル・マネジメン
トには当社の拡大の気運が高まって
いた 2016年に入社。当時の運営施
設数は50店舗ほどであったと思いま
すが、私はビジネスマネジメントの部
長として、約20店舗を統括しており
ました。
　その後、1店舗のみであった北海
道の施設数が2～3年で12店舗にま
で拡大したため、円滑なテイクオー
バーの実現を目的に札幌事務所を立
ち上げて常駐。これにより北海道エ
リアの売上を10 0億円以上に拡大し、
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本社に戻りました。現在はリミテッド
ホテル、フルサービスホテル中心に
92店舗を統括しています。
藤木　私は現在38歳ですが、料理
を始めたのは少し遅い28歳のとき、
以前勤務していた会社で料理人とし
てのキャリアをスタートさせました。

さまざまなバックグラウンドを持つ
スタッフが支えるマイステイズ

■最初に皆さまの経歴と仕事内容を
お話ください。

嶋田　私は国内外のホテル、リミテッ

座談会 2 T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画
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ら人間関係が築けるのではないかと
思っています。そういう人との出会い
を大切にしています。

■他の会社を経験されている皆さまは、
マイステイズ・グループはどこがちがう
と思われますか。

嶋田　一言で言うと、社員にやさし
い会社です。介護や家庭の事情など
で勤務地を変えたいケースもあると思
います。その場合は希望地への転勤
も可能です。働き方も、全国転勤の
あるグローバルマネジメントコース、
全国 5 つのエリアで働くワイドエリア
マネジメントコース、転勤を伴わない
エリアマネジメントコースの中から選
択できます。ライフイベントなどによ
り状況が変わることもあるかと思いま
すが、それに応じてコース変更もでき、

ところも評価いただけたのではないか
と感じています。
藤木　料理人は概して、言葉が少な
く会話の成立が難しい方が多いように
思います。私は、相手の言わんとし
ていることを汲み取ることが比較的得
意な方なので、いわゆるストライクゾー
ンに近い、求められている回答を出
せることが長所だと自負しています。
こうした部分が評価されているのでは
ないかと思います。

■これからのライフワークバランスを
含めたキャリアプランを聞かせてくだ
さい。

藤木　かつて料理人は40歳になると
仕事がなくなる、それ以上続けたかっ
たら独立しか道はないと思っていまし
たが、この会社に入って、そういうこ
とばかりではないなと考えるようにな
りました。冷静に考えてみると、私は
ずっと現場で料理を作りたいというタ
イプではありません。ゆくゆくは料理
をしないポジションに就くという選択
肢もあると思いますので、それを視
野に入れつつ、いま任されてことを

しっかりやっていきたいと考えてい
ます。
秋元　お客さまにより満足していただ
けるよう、ペットホテルの責任者として
全体を見ること、スタッフの育成や接
客にも力を入れていきたいと思っていま
す。現時点では今の仕事で手一杯です
が、いずれは管理職を目標にキャリア
アップしていきたいと望んでいます。
嶋田　当社は、北は北海道から南は
沖縄石垣島まで、フルサービスホテル・

リミテッドサービスホテル・リゾートホ
テル・旅館など、幅広い業態の宿泊
施設を運営しています。本社には、そ
れらの施設運営を支援するホテルなら
ではの専門部署をはじめ、人事や財務、
マーケティングなど、一般の企業と共
通する部署もあります。本人の希望と
情熱、努力で、やりたい仕事への道が
開けるのも魅力だと思います。

本日はありがとうございました。

秋元 静夏 氏
Shizuka Akimoto

ホテルエピナール那須
リーダー
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があるので何かあれば地元に戻ると
いう選択肢もあるということですね。

伊藤　そうですね。当社の運営施設
はグループを含めると約150店舗あ
るので、自分の行きたい場所に挑戦
できるのも魅力だと思います。勤務
スタイルも全国転勤のあるグローバル
マネジメントコース、全国 5 つのエリ
アの中で働くワイドエリアマネジメン
トコース、転勤はなくそのホテルで働
くエリアマネジメントコースの 3 つの
コースがあり、私は家庭の都合で名
古屋に異動するタイミングでエリアマ

ネジメントコースを選択しました。

■髙橋さんは勤められていたホテルが
マイステイズグループに入るという経験
をされましたが、どのような変化があっ
たと感じられていますか

髙橋　勤務しているホテルがマイステ
イズグループに変わったときは、規模
に圧倒され少し抽象的な表現ですが
世界観が大きく広がったように感じま
した。もともとの会社は関東以北を
中心に 5 施設を運営していましたが、
現在のマイステイズグループの運営施
設は約150施設に及んでいます。ま
た、宿泊特化、フルサービス、リゾー
ト、旅館と多様な形態の運営を行なっ
ております。このような規模が大きな
会社では吸収できることも多く、広
いエリアを担当したことでその土地の
文化やお客さまの求める価値観の違
いを知ることができました。また、フ
ルサービスホテルに身を置いていた私
にとってはリゾート、旅館や温泉旅館
など経験の少ないジャンルの運営に
関われたことも大きなポイントでした。
こうした経験で成長させていただい
ていると実感しています。

■伊藤さんは現在、働く中でどのよう
な部分にやりがいを感じていますか。

伊藤　私は2015年に入社後、2017
年9月にシニアスタッフに昇進し、
2018年3月にはデピュティマネー
ジャーに昇進させていただきました。
このようにホテル業が未経験で入った
にも関わらず、早い段階から役職を

経験できたことですね。
　現場ではお客さまから感謝の言葉
をいただいたり、楽しそうな姿を直接
見て感じることができるので、そうし
たときはやりがいや楽しさを感じま
す。また、最近、娘が私の働いてい
る姿を見て、ママかっこいい、ママ
みたいになりたいと言ってくれたので、
この仕事をやっていて良かったと思い
ました。

■平中さんはいかがでしょうか。

平中　レストランでの接客やウエ
ディングプランナー、営業内勤といっ
たさまざまな仕事を経験出来たこと
で、自分自身スキルアップが出来てい
るなと感じます。他にも、家庭と仕
事との両立という環境でも、昇格の
チャンスがあり、現在はデピュティマ
ネージャーという役職に就いて、責
任ある仕事を任せてもらえることにも
やりがいを感じています。

■田村さんにも働く中で感じるやりが
いについてお尋ねしたいと思います。

田村　私は知り合いの紹介で、ホテ
ルで働くようになり、最初、接客は自
分に向いてないと思っていました。し
かし、気付けばのめり込んで、いま
では仕事を楽しんでいます。お客さ
まから直接感謝やお褒めの言葉をい
ただいたときや、お客さまの笑顔がこ
の上ないやりがいとなっています。以
前、還暦祝いの旅行のお客さまの部
屋にワインサービスをしたことがあり、
帰り際に「来て良かった、ありがとう。

マイステイズ・ホテル・マネジメントでは、従業員の働く環境の向上を図るためにさまざまな制度を導入・実施している。
ここではマイステイズ・ホテル・マネジメント MRM事業部ビジネスマネジメント 本部長の髙橋 正弘氏とアートホテル
盛岡の平中 美紗子氏、ホテルマイステイズ名古屋錦の伊藤 麻美氏、天然温泉 田沢湖レイクリゾートの
田村 信哉氏にお集まりいただき、仕事のやりがいやライフワークバランス、将来のキャリアビジョンなどについて伺った。
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した。そして、ホテルが202 0年4月
からマイステイズグループに入りまし
た。しかし、その後、2022年11月
に「駒ヶ岳グランドホテル」が休館
したことから「田沢湖レイクリゾート」
に異動になり、現在は宿泊部門で団
体予約の管理をしております。
伊藤　前職は不動産会社でマンショ
ンの建築請負営業部門と海外リゾー
トホテルの法人営業を経験しました。
同社を退職後は韓国へ 1 年間ワーキ
ングホリデーに行き、2015年2月に
中途入社でマイステイズ・ホテル・マ
ネジメントに転職しました。入社後は
「ホテルマイステイズ名古屋栄」でフ
ロント業務を担当し、2016年に東京
都内に異動希望を出して「ホテルマ
イステイズ羽田」に転勤しました。
2019年12月から産休と育休を取得
してました。2021年4月に復帰して
から、今年1月まで当ホテルで勤務
していました。その後、家庭の都合
で名古屋に引っ越すことになり、現
在は「マイステイズ名古屋錦」にて主
にフロント業務と団体の予約管理業
務や経理などを行なっております。

■チャレンジしたければ都心のホテル
へ転勤することできるし、全国に拠点

髙橋　「アートホテル盛岡」の前身で
ある「ホテル東日本盛岡」に新入社
員として入社しました。入社後 5～6
年は料飲やバンケットサービスを行な
い、その後、ウエディングプランナー
を15年ほど担当し、2016年に総支
配人に就任しました。2018年にホ
テルがマイステイズグループとなり、
ホテル名も「アートホテル盛岡」にリ
ブランドしましたが、私は引き続き総
支配人を務めました。その後、東北
エリアの拠点が増えたことから 2020
年に東北エリアの統括を担当するこ
ととなり、現在はさらに北海道、東京、
千葉、埼玉、茨城が加わり、MRM
事業部ビジネスマネジメント 本部長
として16施設を統括しています。
平中　2011年に「ホテル東日本盛岡」
に新入社員として入社し、5 年ほど和
食レストランに勤めた後、出産のため
産休と育休を取得しました。復帰後
はマイステイズグループとなった「アー
トホテル盛岡」でブライダルを担当し、
その後、現職であるセールスで内勤
をしています。
田村　2011年に「駒ヶ岳グランドホ
テル」に入社しました。最初はルー
ムメイク、清掃、布団敷きからスター
トして、フロントなどを担当してきま

日々の業務に成長と
やりがいを実感

■初めに皆さまの経歴と現在の業務
内容についてお伺いします。

髙橋 正弘 氏
Masahiro Takahashi

㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント　
MRM事業部ビジネスマネジメント 本部長

平中 美紗子 氏
Misako Hiranaka

アートホテル盛岡　
セールス デピュティマネージャー

T H E  S P E C I A L  F E A T U R E 特別企画

だきました。おかげさまで韓国語を
接客業務に生かすことができており
ます。
平中　私は資格取得支援制度を活用
し衛生管理者資格を取得しました。
一定数以上の従業員が働く組織で衛
生管理者は重要な役割を担いします
し、アートホテル盛岡でも数名しかお
りませんので今後もっと制度を活用し
チャレンジするスタッフが増えてくれ
ると嬉しく思います。今年も新たに１
名取得者が増えました。

型にはまらない流動性ある働き方が
可能、さまざまな経験値を積んで
キャリアを形成

■次に、皆さまの将来のキャリアビ
ジョンについて伺いたいと思います。

田村　現在はデピュティマネージャー
というポジションで、ホテルの営業計
画のサポートなど少しずつ支配人を手
助けしていますが、将来的には自分
もやはり支配人クラスに就きたいと
考えています。
伊藤　私はお客さまの表情がリアル
に見える現場の仕事がとても好きな
ので、いまの役職も保ちつつこれか
らもママ社員として現場に立ち続けた
いと思っております。東京都内の店舗
を経験したので、それを地方でも生
かしていきたいですね。また、なか
なか地方だと本部に届きにくい現場の
声を、東京時代の人脈を生かして伝
える役割を担っていけたらと考えてお
ります。そのほかこれまで新規店舗
の開発に携わった経験がないので、

チャンスがあれば挑戦したいと思って
おります。
平中　私は盛岡での勤務の経験しか
ないため、今後いろいろな施設を経
験してみたいですね。その場所によっ
ての違いがある環境で、自分がどこ
まで成長できるのかを試してみたいと
いう気持ちがあります。
髙橋　この立場でしか経験のできな
いことがあるのでそれを自身の糧にし
ていきたいと考えています。いまはホ
テル業にあこがれを抱き、志す人材
が貴重だと思っています。そうした中
で自分に何ができるかを考えたとき、
より多くの従業員がやりがいを感じ成
長出来る環境を構築することが求め
られている役割だと認識しています。

■最後に、マイステイズで働くことの
魅力についてお話しいただけますか。

平中　他施設、新しい環境へ挑戦す
る機会があることです。働く場所や自
分がやりたいと思う業務があった時、
場所も業務内容も選択肢が多いことが
魅力だと思います。表彰などの社内の
制度もあり頑張ったことがしっかり評価
されるのも嬉しく思います。
田村　お客さまからお褒めの言葉とか
感謝の言葉をいただけることがとても
多く楽しさを感じます。他のホテルの人
と情報交換が出来ることと考えており
ます。また、実際に他のホテルにお手
伝いに行って自分のホテルとの違いか
ら、良いところ悪いところを肌で感じる
ことが出来ることで、自館をより良くで
きるよう繋げられることも魅力だと考え
ております。

また来るね」と言っていただいたとき
は、本当にこの仕事をやっていて良
かったと思いました。

従業員をサポートする制度が充実

■ホテル業界は以前、結婚して出産す
ると職場に戻るのはなかなか難しい状況
がありましたが、伊藤さんと平中さんは
出産後職場復帰されていますね。それ
にはマイステイズ・ホテル・マネジメン
トのケアや配慮があったと感じられてい
ますか。

伊藤　私も結婚・出産した後にホテ
ルの現場の仕事を続けることは難し
いと思っていたのですが、働きやす
い環境が整いつつあります。例えば
当社ではマタニティー制服が用意され
ています。フロント業務は24時間体
制ですが、時短勤務制度や土・日・
祝日もお休みをいただける配慮があ
ります。
平中　私が産休・育休を取得した際
は、いままで出産後復帰した前例が
ほぼなく、不安な気持ちが大きかっ
たです。しかし、時短勤務が可能な
ことやシフトの調整も配慮してもらえ
たため、子育てしながらでも働きやす
い環境でした。そして何より周りの方
たちが理解し、協力してくれるという
ことも大きく、働きながら子育てしや
すい環境が整っていると感じました。
いまは出産を理由に退職する従業員
はおらず同じように制度を利用し復帰
する方も増えています。男性の育休
取得者が生まれたのも大きな進歩で
す。今後もこのように出産しても復帰

して働ける環境が続いていくと良い
なと思っています。
髙橋　いまでは産休・育休を取って
復帰する女性従業員が増えて来まし
た。未だに地方では男性の育休につ
いても取得するケースは珍しいのです
がアートホテル盛岡でも今年初めて
男性が育休を取得しました。これは
大きな進歩だと思いますし、今後も
さらに同様の事例が増えてほしいと
願っております。

■そのほかライフワークバランスにつ
いてはいかがですか。

伊藤　私はオンとオフのメリハリを
はっきりつけたいと考えているので、
休日の多さも魅力の一つで入社を決め
ました。年間、夏季休暇、冬季休暇
がありますがフルに活用させていただ
いています。夏季休暇は最大で10日
間取ることができるので、結婚前は
海外旅行も行っていました。旅行先
では他社のホテルを使う機会も多く、
接客のヒントを得られるなど仕事のモ
チベーションにつながっています。
田村　休日は趣味のドライブをして翌
日からの仕事に向けて気持ちをリフ
レッシュしてお客さまに元気な笑顔で
接客ができるように心がけています。
今後は PC を操作することも好きなの
で日商 PC 検定を受けて成長に繋げ
ていきたいと考えております。

■マイステイズグループは教育制度も
充実していると伺っておりますが、皆さ
ん積極的に活用されているのですか。

髙橋　語学をはじめ料飲接遇、調理
の技能向上資格から IT関連 WEB
デザインや総務・人事・施設系の資
格まで多様な支援制度がありますが
活用している従業員はまだ少数です。
私たちが従業員に対し制度の周知に努
めることが必要だと考えております。
そして、実際に活用頂きそれがスキ
ルアップとなり遣り甲斐に繋がってく
れると嬉しく思います。
伊藤　私は語学の補助制度を使い韓
国語を学びました。自身で選んだス
クールの月謝代を会社が補助してくれ
る仕組みで、制度が始まったときにす
ぐに申請して数年間活用させていた

伊藤　当社はフロント業務からITや人
事など、多岐にわたる部署があるので
転職せずとも会社内で活躍できる部署
がたくさんあるのも魅力だと感じてい
ます。
　女性にとっては結婚・出産しても続
けられる体制も整っています。今年か
らは、グループ会社も含めプライベート
で宿泊の補助制度も始まりました。家
族、同僚に限られていますが上限 3 万
円の補助があります。このように常に
新しい制度が生まれたり、日々変わっ
ていく会社の姿勢が好きですので、一
緒に働く仲間が増えたらいいなと思っ

ています。
髙橋　当社は宿泊業における多種多様
なジャンルの施設を運営しているので、
ビジネスホテルで生かせるスキル、リ
ゾートや旅館で生きてくるスキルなど
違ったスキルを一つの会社に在籍しな
がら、志があればいろいろな経験がで
きることが魅力だと思います。

　また、地方でホテル業を志望する学
生の多くは首都圏を希望する傾向にあ
ります。マイステイズグループは全国各
地に多くの拠点を有しており、地方採
用者であっても戻れる場所を地元に残
しつつ首都圏のホテルや業態の異なる
ホテル、本社勤務など新たなチャレン
ジをすることが当社の魅力の一つであ

ると思います。転職を検討されている
方に、こうしたマイステイズ・ホテル・
マネジメントの取り組み、システムが価
値や魅力として伝わると嬉しく思います。

本日はありがとうございました。

充実した制度や仕組みが従業員の活躍を
後押し、社内でさまざまな経験やスキルアップの
チャンスがあるのも魅力
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があるので何かあれば地元に戻ると
いう選択肢もあるということですね。

伊藤　そうですね。当社の運営施設
はグループを含めると約150店舗あ
るので、自分の行きたい場所に挑戦
できるのも魅力だと思います。勤務
スタイルも全国転勤のあるグローバル
マネジメントコース、全国 5 つのエリ
アの中で働くワイドエリアマネジメン
トコース、転勤はなくそのホテルで働
くエリアマネジメントコースの 3 つの
コースがあり、私は家庭の都合で名
古屋に異動するタイミングでエリアマ

ネジメントコースを選択しました。

■髙橋さんは勤められていたホテルが
マイステイズグループに入るという経験
をされましたが、どのような変化があっ
たと感じられていますか

髙橋　勤務しているホテルがマイステ
イズグループに変わったときは、規模
に圧倒され少し抽象的な表現ですが
世界観が大きく広がったように感じま
した。もともとの会社は関東以北を
中心に 5 施設を運営していましたが、
現在のマイステイズグループの運営施
設は約150施設に及んでいます。ま
た、宿泊特化、フルサービス、リゾー
ト、旅館と多様な形態の運営を行なっ
ております。このような規模が大きな
会社では吸収できることも多く、広
いエリアを担当したことでその土地の
文化やお客さまの求める価値観の違
いを知ることができました。また、フ
ルサービスホテルに身を置いていた私
にとってはリゾート、旅館や温泉旅館
など経験の少ないジャンルの運営に
関われたことも大きなポイントでした。
こうした経験で成長させていただい
ていると実感しています。

■伊藤さんは現在、働く中でどのよう
な部分にやりがいを感じていますか。

伊藤　私は2015年に入社後、2017
年9月にシニアスタッフに昇進し、
2018年3月にはデピュティマネー
ジャーに昇進させていただきました。
このようにホテル業が未経験で入った
にも関わらず、早い段階から役職を

経験できたことですね。
　現場ではお客さまから感謝の言葉
をいただいたり、楽しそうな姿を直接
見て感じることができるので、そうし
たときはやりがいや楽しさを感じま
す。また、最近、娘が私の働いてい
る姿を見て、ママかっこいい、ママ
みたいになりたいと言ってくれたので、
この仕事をやっていて良かったと思い
ました。

■平中さんはいかがでしょうか。

平中　レストランでの接客やウエ
ディングプランナー、営業内勤といっ
たさまざまな仕事を経験出来たこと
で、自分自身スキルアップが出来てい
るなと感じます。他にも、家庭と仕
事との両立という環境でも、昇格の
チャンスがあり、現在はデピュティマ
ネージャーという役職に就いて、責
任ある仕事を任せてもらえることにも
やりがいを感じています。

■田村さんにも働く中で感じるやりが
いについてお尋ねしたいと思います。

田村　私は知り合いの紹介で、ホテ
ルで働くようになり、最初、接客は自
分に向いてないと思っていました。し
かし、気付けばのめり込んで、いま
では仕事を楽しんでいます。お客さ
まから直接感謝やお褒めの言葉をい
ただいたときや、お客さまの笑顔がこ
の上ないやりがいとなっています。以
前、還暦祝いの旅行のお客さまの部
屋にワインサービスをしたことがあり、
帰り際に「来て良かった、ありがとう。

マイステイズ・ホテル・マネジメントでは、従業員の働く環境の向上を図るためにさまざまな制度を導入・実施している。
ここではマイステイズ・ホテル・マネジメント MRM事業部ビジネスマネジメント 本部長の髙橋 正弘氏とアートホテル
盛岡の平中 美紗子氏、ホテルマイステイズ名古屋錦の伊藤 麻美氏、天然温泉 田沢湖レイクリゾートの
田村 信哉氏にお集まりいただき、仕事のやりがいやライフワークバランス、将来のキャリアビジョンなどについて伺った。
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した。そして、ホテルが202 0年4月
からマイステイズグループに入りまし
た。しかし、その後、2022年11月
に「駒ヶ岳グランドホテル」が休館
したことから「田沢湖レイクリゾート」
に異動になり、現在は宿泊部門で団
体予約の管理をしております。
伊藤　前職は不動産会社でマンショ
ンの建築請負営業部門と海外リゾー
トホテルの法人営業を経験しました。
同社を退職後は韓国へ 1 年間ワーキ
ングホリデーに行き、2015年2月に
中途入社でマイステイズ・ホテル・マ
ネジメントに転職しました。入社後は
「ホテルマイステイズ名古屋栄」でフ
ロント業務を担当し、2016年に東京
都内に異動希望を出して「ホテルマ
イステイズ羽田」に転勤しました。
2019年12月から産休と育休を取得
してました。2021年4月に復帰して
から、今年1月まで当ホテルで勤務
していました。その後、家庭の都合
で名古屋に引っ越すことになり、現
在は「マイステイズ名古屋錦」にて主
にフロント業務と団体の予約管理業
務や経理などを行なっております。

■チャレンジしたければ都心のホテル
へ転勤することできるし、全国に拠点

髙橋　「アートホテル盛岡」の前身で
ある「ホテル東日本盛岡」に新入社
員として入社しました。入社後 5～6
年は料飲やバンケットサービスを行な
い、その後、ウエディングプランナー
を15年ほど担当し、2016年に総支
配人に就任しました。2018年にホ
テルがマイステイズグループとなり、
ホテル名も「アートホテル盛岡」にリ
ブランドしましたが、私は引き続き総
支配人を務めました。その後、東北
エリアの拠点が増えたことから 2020
年に東北エリアの統括を担当するこ
ととなり、現在はさらに北海道、東京、
千葉、埼玉、茨城が加わり、MRM
事業部ビジネスマネジメント 本部長
として16施設を統括しています。
平中　2011年に「ホテル東日本盛岡」
に新入社員として入社し、5 年ほど和
食レストランに勤めた後、出産のため
産休と育休を取得しました。復帰後
はマイステイズグループとなった「アー
トホテル盛岡」でブライダルを担当し、
その後、現職であるセールスで内勤
をしています。
田村　2011年に「駒ヶ岳グランドホ
テル」に入社しました。最初はルー
ムメイク、清掃、布団敷きからスター
トして、フロントなどを担当してきま

日々の業務に成長と
やりがいを実感

■初めに皆さまの経歴と現在の業務
内容についてお伺いします。

髙橋 正弘 氏
Masahiro Takahashi

㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント　
MRM事業部ビジネスマネジメント 本部長

平中 美紗子 氏
Misako Hiranaka

アートホテル盛岡　
セールス デピュティマネージャー
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だきました。おかげさまで韓国語を
接客業務に生かすことができており
ます。
平中　私は資格取得支援制度を活用
し衛生管理者資格を取得しました。
一定数以上の従業員が働く組織で衛
生管理者は重要な役割を担いします
し、アートホテル盛岡でも数名しかお
りませんので今後もっと制度を活用し
チャレンジするスタッフが増えてくれ
ると嬉しく思います。今年も新たに１
名取得者が増えました。

型にはまらない流動性ある働き方が
可能、さまざまな経験値を積んで
キャリアを形成

■次に、皆さまの将来のキャリアビ
ジョンについて伺いたいと思います。

田村　現在はデピュティマネージャー
というポジションで、ホテルの営業計
画のサポートなど少しずつ支配人を手
助けしていますが、将来的には自分
もやはり支配人クラスに就きたいと
考えています。
伊藤　私はお客さまの表情がリアル
に見える現場の仕事がとても好きな
ので、いまの役職も保ちつつこれか
らもママ社員として現場に立ち続けた
いと思っております。東京都内の店舗
を経験したので、それを地方でも生
かしていきたいですね。また、なか
なか地方だと本部に届きにくい現場の
声を、東京時代の人脈を生かして伝
える役割を担っていけたらと考えてお
ります。そのほかこれまで新規店舗
の開発に携わった経験がないので、

チャンスがあれば挑戦したいと思って
おります。
平中　私は盛岡での勤務の経験しか
ないため、今後いろいろな施設を経
験してみたいですね。その場所によっ
ての違いがある環境で、自分がどこ
まで成長できるのかを試してみたいと
いう気持ちがあります。
髙橋　この立場でしか経験のできな
いことがあるのでそれを自身の糧にし
ていきたいと考えています。いまはホ
テル業にあこがれを抱き、志す人材
が貴重だと思っています。そうした中
で自分に何ができるかを考えたとき、
より多くの従業員がやりがいを感じ成
長出来る環境を構築することが求め
られている役割だと認識しています。

■最後に、マイステイズで働くことの
魅力についてお話しいただけますか。

平中　他施設、新しい環境へ挑戦す
る機会があることです。働く場所や自
分がやりたいと思う業務があった時、
場所も業務内容も選択肢が多いことが
魅力だと思います。表彰などの社内の
制度もあり頑張ったことがしっかり評価
されるのも嬉しく思います。
田村　お客さまからお褒めの言葉とか
感謝の言葉をいただけることがとても
多く楽しさを感じます。他のホテルの人
と情報交換が出来ることと考えており
ます。また、実際に他のホテルにお手
伝いに行って自分のホテルとの違いか
ら、良いところ悪いところを肌で感じる
ことが出来ることで、自館をより良くで
きるよう繋げられることも魅力だと考え
ております。

また来るね」と言っていただいたとき
は、本当にこの仕事をやっていて良
かったと思いました。

従業員をサポートする制度が充実

■ホテル業界は以前、結婚して出産す
ると職場に戻るのはなかなか難しい状況
がありましたが、伊藤さんと平中さんは
出産後職場復帰されていますね。それ
にはマイステイズ・ホテル・マネジメン
トのケアや配慮があったと感じられてい
ますか。

伊藤　私も結婚・出産した後にホテ
ルの現場の仕事を続けることは難し
いと思っていたのですが、働きやす
い環境が整いつつあります。例えば
当社ではマタニティー制服が用意され
ています。フロント業務は24時間体
制ですが、時短勤務制度や土・日・
祝日もお休みをいただける配慮があ
ります。
平中　私が産休・育休を取得した際
は、いままで出産後復帰した前例が
ほぼなく、不安な気持ちが大きかっ
たです。しかし、時短勤務が可能な
ことやシフトの調整も配慮してもらえ
たため、子育てしながらでも働きやす
い環境でした。そして何より周りの方
たちが理解し、協力してくれるという
ことも大きく、働きながら子育てしや
すい環境が整っていると感じました。
いまは出産を理由に退職する従業員
はおらず同じように制度を利用し復帰
する方も増えています。男性の育休
取得者が生まれたのも大きな進歩で
す。今後もこのように出産しても復帰

して働ける環境が続いていくと良い
なと思っています。
髙橋　いまでは産休・育休を取って
復帰する女性従業員が増えて来まし
た。未だに地方では男性の育休につ
いても取得するケースは珍しいのです
がアートホテル盛岡でも今年初めて
男性が育休を取得しました。これは
大きな進歩だと思いますし、今後も
さらに同様の事例が増えてほしいと
願っております。

■そのほかライフワークバランスにつ
いてはいかがですか。

伊藤　私はオンとオフのメリハリを
はっきりつけたいと考えているので、
休日の多さも魅力の一つで入社を決め
ました。年間、夏季休暇、冬季休暇
がありますがフルに活用させていただ
いています。夏季休暇は最大で10日
間取ることができるので、結婚前は
海外旅行も行っていました。旅行先
では他社のホテルを使う機会も多く、
接客のヒントを得られるなど仕事のモ
チベーションにつながっています。
田村　休日は趣味のドライブをして翌
日からの仕事に向けて気持ちをリフ
レッシュしてお客さまに元気な笑顔で
接客ができるように心がけています。
今後は PC を操作することも好きなの
で日商 PC 検定を受けて成長に繋げ
ていきたいと考えております。

■マイステイズグループは教育制度も
充実していると伺っておりますが、皆さ
ん積極的に活用されているのですか。

髙橋　語学をはじめ料飲接遇、調理
の技能向上資格から IT関連 WEB
デザインや総務・人事・施設系の資
格まで多様な支援制度がありますが
活用している従業員はまだ少数です。
私たちが従業員に対し制度の周知に努
めることが必要だと考えております。
そして、実際に活用頂きそれがスキ
ルアップとなり遣り甲斐に繋がってく
れると嬉しく思います。
伊藤　私は語学の補助制度を使い韓
国語を学びました。自身で選んだス
クールの月謝代を会社が補助してくれ
る仕組みで、制度が始まったときにす
ぐに申請して数年間活用させていた

伊藤　当社はフロント業務からITや人
事など、多岐にわたる部署があるので
転職せずとも会社内で活躍できる部署
がたくさんあるのも魅力だと感じてい
ます。
　女性にとっては結婚・出産しても続
けられる体制も整っています。今年か
らは、グループ会社も含めプライベート
で宿泊の補助制度も始まりました。家
族、同僚に限られていますが上限 3 万
円の補助があります。このように常に
新しい制度が生まれたり、日々変わっ
ていく会社の姿勢が好きですので、一
緒に働く仲間が増えたらいいなと思っ

ています。
髙橋　当社は宿泊業における多種多様
なジャンルの施設を運営しているので、
ビジネスホテルで生かせるスキル、リ
ゾートや旅館で生きてくるスキルなど
違ったスキルを一つの会社に在籍しな
がら、志があればいろいろな経験がで
きることが魅力だと思います。

　また、地方でホテル業を志望する学
生の多くは首都圏を希望する傾向にあ
ります。マイステイズグループは全国各
地に多くの拠点を有しており、地方採
用者であっても戻れる場所を地元に残
しつつ首都圏のホテルや業態の異なる
ホテル、本社勤務など新たなチャレン
ジをすることが当社の魅力の一つであ

ると思います。転職を検討されている
方に、こうしたマイステイズ・ホテル・
マネジメントの取り組み、システムが価
値や魅力として伝わると嬉しく思います。

本日はありがとうございました。

充実した制度や仕組みが従業員の活躍を
後押し、社内でさまざまな経験やスキルアップの
チャンスがあるのも魅力
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があるので何かあれば地元に戻ると
いう選択肢もあるということですね。

伊藤　そうですね。当社の運営施設
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コースがあり、私は家庭の都合で名
古屋に異動するタイミングでエリアマ
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た、宿泊特化、フルサービス、リゾー
ト、旅館と多様な形態の運営を行なっ
ております。このような規模が大きな
会社では吸収できることも多く、広
いエリアを担当したことでその土地の
文化やお客さまの求める価値観の違
いを知ることができました。また、フ
ルサービスホテルに身を置いていた私
にとってはリゾート、旅館や温泉旅館
など経験の少ないジャンルの運営に
関われたことも大きなポイントでした。
こうした経験で成長させていただい
ていると実感しています。

■伊藤さんは現在、働く中でどのよう
な部分にやりがいを感じていますか。

伊藤　私は2015年に入社後、2017
年9月にシニアスタッフに昇進し、
2018年3月にはデピュティマネー
ジャーに昇進させていただきました。
このようにホテル業が未経験で入った
にも関わらず、早い段階から役職を

経験できたことですね。
　現場ではお客さまから感謝の言葉
をいただいたり、楽しそうな姿を直接
見て感じることができるので、そうし
たときはやりがいや楽しさを感じま
す。また、最近、娘が私の働いてい
る姿を見て、ママかっこいい、ママ
みたいになりたいと言ってくれたので、
この仕事をやっていて良かったと思い
ました。

■平中さんはいかがでしょうか。

平中　レストランでの接客やウエ
ディングプランナー、営業内勤といっ
たさまざまな仕事を経験出来たこと
で、自分自身スキルアップが出来てい
るなと感じます。他にも、家庭と仕
事との両立という環境でも、昇格の
チャンスがあり、現在はデピュティマ
ネージャーという役職に就いて、責
任ある仕事を任せてもらえることにも
やりがいを感じています。

■田村さんにも働く中で感じるやりが
いについてお尋ねしたいと思います。

田村　私は知り合いの紹介で、ホテ
ルで働くようになり、最初、接客は自
分に向いてないと思っていました。し
かし、気付けばのめり込んで、いま
では仕事を楽しんでいます。お客さ
まから直接感謝やお褒めの言葉をい
ただいたときや、お客さまの笑顔がこ
の上ないやりがいとなっています。以
前、還暦祝いの旅行のお客さまの部
屋にワインサービスをしたことがあり、
帰り際に「来て良かった、ありがとう。
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したことから「田沢湖レイクリゾート」
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体予約の管理をしております。
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ンの建築請負営業部門と海外リゾー
トホテルの法人営業を経験しました。
同社を退職後は韓国へ 1 年間ワーキ
ングホリデーに行き、2015年2月に
中途入社でマイステイズ・ホテル・マ
ネジメントに転職しました。入社後は
「ホテルマイステイズ名古屋栄」でフ
ロント業務を担当し、2016年に東京
都内に異動希望を出して「ホテルマ
イステイズ羽田」に転勤しました。
2019年12月から産休と育休を取得
してました。2021年4月に復帰して
から、今年1月まで当ホテルで勤務
していました。その後、家庭の都合
で名古屋に引っ越すことになり、現
在は「マイステイズ名古屋錦」にて主
にフロント業務と団体の予約管理業
務や経理などを行なっております。

■チャレンジしたければ都心のホテル
へ転勤することできるし、全国に拠点

髙橋　「アートホテル盛岡」の前身で
ある「ホテル東日本盛岡」に新入社
員として入社しました。入社後 5～6
年は料飲やバンケットサービスを行な
い、その後、ウエディングプランナー
を15年ほど担当し、2016年に総支
配人に就任しました。2018年にホ
テルがマイステイズグループとなり、
ホテル名も「アートホテル盛岡」にリ
ブランドしましたが、私は引き続き総
支配人を務めました。その後、東北
エリアの拠点が増えたことから 2020
年に東北エリアの統括を担当するこ
ととなり、現在はさらに北海道、東京、
千葉、埼玉、茨城が加わり、MRM
事業部ビジネスマネジメント 本部長
として16施設を統括しています。
平中　2011年に「ホテル東日本盛岡」
に新入社員として入社し、5 年ほど和
食レストランに勤めた後、出産のため
産休と育休を取得しました。復帰後
はマイステイズグループとなった「アー
トホテル盛岡」でブライダルを担当し、
その後、現職であるセールスで内勤
をしています。
田村　2011年に「駒ヶ岳グランドホ
テル」に入社しました。最初はルー
ムメイク、清掃、布団敷きからスター
トして、フロントなどを担当してきま

日々の業務に成長と
やりがいを実感

■初めに皆さまの経歴と現在の業務
内容についてお伺いします。

だきました。おかげさまで韓国語を
接客業務に生かすことができており
ます。
平中　私は資格取得支援制度を活用
し衛生管理者資格を取得しました。
一定数以上の従業員が働く組織で衛
生管理者は重要な役割を担いします
し、アートホテル盛岡でも数名しかお
りませんので今後もっと制度を活用し
チャレンジするスタッフが増えてくれ
ると嬉しく思います。今年も新たに１
名取得者が増えました。

型にはまらない流動性ある働き方が
可能、さまざまな経験値を積んで
キャリアを形成

■次に、皆さまの将来のキャリアビ
ジョンについて伺いたいと思います。

田村　現在はデピュティマネージャー
というポジションで、ホテルの営業計
画のサポートなど少しずつ支配人を手
助けしていますが、将来的には自分
もやはり支配人クラスに就きたいと
考えています。
伊藤　私はお客さまの表情がリアル
に見える現場の仕事がとても好きな
ので、いまの役職も保ちつつこれか
らもママ社員として現場に立ち続けた
いと思っております。東京都内の店舗
を経験したので、それを地方でも生
かしていきたいですね。また、なか
なか地方だと本部に届きにくい現場の
声を、東京時代の人脈を生かして伝
える役割を担っていけたらと考えてお
ります。そのほかこれまで新規店舗
の開発に携わった経験がないので、

チャンスがあれば挑戦したいと思って
おります。
平中　私は盛岡での勤務の経験しか
ないため、今後いろいろな施設を経
験してみたいですね。その場所によっ
ての違いがある環境で、自分がどこ
まで成長できるのかを試してみたいと
いう気持ちがあります。
髙橋　この立場でしか経験のできな
いことがあるのでそれを自身の糧にし
ていきたいと考えています。いまはホ
テル業にあこがれを抱き、志す人材
が貴重だと思っています。そうした中
で自分に何ができるかを考えたとき、
より多くの従業員がやりがいを感じ成
長出来る環境を構築することが求め
られている役割だと認識しています。

■最後に、マイステイズで働くことの
魅力についてお話しいただけますか。

平中　他施設、新しい環境へ挑戦す
る機会があることです。働く場所や自
分がやりたいと思う業務があった時、
場所も業務内容も選択肢が多いことが
魅力だと思います。表彰などの社内の
制度もあり頑張ったことがしっかり評価
されるのも嬉しく思います。
田村　お客さまからお褒めの言葉とか
感謝の言葉をいただけることがとても
多く楽しさを感じます。他のホテルの人
と情報交換が出来ることと考えており
ます。また、実際に他のホテルにお手
伝いに行って自分のホテルとの違いか
ら、良いところ悪いところを肌で感じる
ことが出来ることで、自館をより良くで
きるよう繋げられることも魅力だと考え
ております。

また来るね」と言っていただいたとき
は、本当にこの仕事をやっていて良
かったと思いました。

従業員をサポートする制度が充実
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国語を学びました。自身で選んだス
クールの月謝代を会社が補助してくれ
る仕組みで、制度が始まったときにす
ぐに申請して数年間活用させていた
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伊藤　当社はフロント業務からITや人
事など、多岐にわたる部署があるので
転職せずとも会社内で活躍できる部署
がたくさんあるのも魅力だと感じてい
ます。
　女性にとっては結婚・出産しても続
けられる体制も整っています。今年か
らは、グループ会社も含めプライベート
で宿泊の補助制度も始まりました。家
族、同僚に限られていますが上限 3 万
円の補助があります。このように常に
新しい制度が生まれたり、日々変わっ
ていく会社の姿勢が好きですので、一
緒に働く仲間が増えたらいいなと思っ

ています。
髙橋　当社は宿泊業における多種多様
なジャンルの施設を運営しているので、
ビジネスホテルで生かせるスキル、リ
ゾートや旅館で生きてくるスキルなど
違ったスキルを一つの会社に在籍しな
がら、志があればいろいろな経験がで
きることが魅力だと思います。

　また、地方でホテル業を志望する学
生の多くは首都圏を希望する傾向にあ
ります。マイステイズグループは全国各
地に多くの拠点を有しており、地方採
用者であっても戻れる場所を地元に残
しつつ首都圏のホテルや業態の異なる
ホテル、本社勤務など新たなチャレン
ジをすることが当社の魅力の一つであ

ると思います。転職を検討されている
方に、こうしたマイステイズ・ホテル・
マネジメントの取り組み、システムが価
値や魅力として伝わると嬉しく思います。

本日はありがとうございました。
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があるので何かあれば地元に戻ると
いう選択肢もあるということですね。
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るので、自分の行きたい場所に挑戦
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ネジメントコースを選択しました。
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感謝の言葉をいただけることがとても
多く楽しさを感じます。他のホテルの人
と情報交換が出来ることと考えており
ます。また、実際に他のホテルにお手
伝いに行って自分のホテルとの違いか
ら、良いところ悪いところを肌で感じる
ことが出来ることで、自館をより良くで
きるよう繋げられることも魅力だと考え
ております。

また来るね」と言っていただいたとき
は、本当にこの仕事をやっていて良
かったと思いました。

従業員をサポートする制度が充実

■ホテル業界は以前、結婚して出産す
ると職場に戻るのはなかなか難しい状況
がありましたが、伊藤さんと平中さんは
出産後職場復帰されていますね。それ
にはマイステイズ・ホテル・マネジメン
トのケアや配慮があったと感じられてい
ますか。

伊藤　私も結婚・出産した後にホテ
ルの現場の仕事を続けることは難し
いと思っていたのですが、働きやす
い環境が整いつつあります。例えば
当社ではマタニティー制服が用意され
ています。フロント業務は24時間体
制ですが、時短勤務制度や土・日・
祝日もお休みをいただける配慮があ
ります。
平中　私が産休・育休を取得した際
は、いままで出産後復帰した前例が
ほぼなく、不安な気持ちが大きかっ
たです。しかし、時短勤務が可能な
ことやシフトの調整も配慮してもらえ
たため、子育てしながらでも働きやす
い環境でした。そして何より周りの方
たちが理解し、協力してくれるという
ことも大きく、働きながら子育てしや
すい環境が整っていると感じました。
いまは出産を理由に退職する従業員
はおらず同じように制度を利用し復帰
する方も増えています。男性の育休
取得者が生まれたのも大きな進歩で
す。今後もこのように出産しても復帰

して働ける環境が続いていくと良い
なと思っています。
髙橋　いまでは産休・育休を取って
復帰する女性従業員が増えて来まし
た。未だに地方では男性の育休につ
いても取得するケースは珍しいのです
がアートホテル盛岡でも今年初めて
男性が育休を取得しました。これは
大きな進歩だと思いますし、今後も
さらに同様の事例が増えてほしいと
願っております。

■そのほかライフワークバランスにつ
いてはいかがですか。

伊藤　私はオンとオフのメリハリを
はっきりつけたいと考えているので、
休日の多さも魅力の一つで入社を決め
ました。年間、夏季休暇、冬季休暇
がありますがフルに活用させていただ
いています。夏季休暇は最大で10日
間取ることができるので、結婚前は
海外旅行も行っていました。旅行先
では他社のホテルを使う機会も多く、
接客のヒントを得られるなど仕事のモ
チベーションにつながっています。
田村　休日は趣味のドライブをして翌
日からの仕事に向けて気持ちをリフ
レッシュしてお客さまに元気な笑顔で
接客ができるように心がけています。
今後は PC を操作することも好きなの
で日商 PC 検定を受けて成長に繋げ
ていきたいと考えております。

■マイステイズグループは教育制度も
充実していると伺っておりますが、皆さ
ん積極的に活用されているのですか。

髙橋　語学をはじめ料飲接遇、調理
の技能向上資格から IT関連 WEB
デザインや総務・人事・施設系の資
格まで多様な支援制度がありますが
活用している従業員はまだ少数です。
私たちが従業員に対し制度の周知に努
めることが必要だと考えております。
そして、実際に活用頂きそれがスキ
ルアップとなり遣り甲斐に繋がってく
れると嬉しく思います。
伊藤　私は語学の補助制度を使い韓
国語を学びました。自身で選んだス
クールの月謝代を会社が補助してくれ
る仕組みで、制度が始まったときにす
ぐに申請して数年間活用させていた
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伊藤　当社はフロント業務からITや人
事など、多岐にわたる部署があるので
転職せずとも会社内で活躍できる部署
がたくさんあるのも魅力だと感じてい
ます。
　女性にとっては結婚・出産しても続
けられる体制も整っています。今年か
らは、グループ会社も含めプライベート
で宿泊の補助制度も始まりました。家
族、同僚に限られていますが上限 3 万
円の補助があります。このように常に
新しい制度が生まれたり、日々変わっ
ていく会社の姿勢が好きですので、一
緒に働く仲間が増えたらいいなと思っ

ています。
髙橋　当社は宿泊業における多種多様
なジャンルの施設を運営しているので、
ビジネスホテルで生かせるスキル、リ
ゾートや旅館で生きてくるスキルなど
違ったスキルを一つの会社に在籍しな
がら、志があればいろいろな経験がで
きることが魅力だと思います。

　また、地方でホテル業を志望する学
生の多くは首都圏を希望する傾向にあ
ります。マイステイズグループは全国各
地に多くの拠点を有しており、地方採
用者であっても戻れる場所を地元に残
しつつ首都圏のホテルや業態の異なる
ホテル、本社勤務など新たなチャレン
ジをすることが当社の魅力の一つであ

ると思います。転職を検討されている
方に、こうしたマイステイズ・ホテル・
マネジメントの取り組み、システムが価
値や魅力として伝わると嬉しく思います。

本日はありがとうございました。
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伊藤 麻美 氏
Asami Ito

ホテルマイステイズ名古屋錦　
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田村 信哉 氏
Nobuya Tamura

天然温泉 田沢湖レイクリゾート　
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があるので何かあれば地元に戻ると
いう選択肢もあるということですね。

伊藤　そうですね。当社の運営施設
はグループを含めると約150店舗あ
るので、自分の行きたい場所に挑戦
できるのも魅力だと思います。勤務
スタイルも全国転勤のあるグローバル
マネジメントコース、全国 5 つのエリ
アの中で働くワイドエリアマネジメン
トコース、転勤はなくそのホテルで働
くエリアマネジメントコースの 3 つの
コースがあり、私は家庭の都合で名
古屋に異動するタイミングでエリアマ

ネジメントコースを選択しました。

■髙橋さんは勤められていたホテルが
マイステイズグループに入るという経験
をされましたが、どのような変化があっ
たと感じられていますか

髙橋　勤務しているホテルがマイステ
イズグループに変わったときは、規模
に圧倒され少し抽象的な表現ですが
世界観が大きく広がったように感じま
した。もともとの会社は関東以北を
中心に 5 施設を運営していましたが、
現在のマイステイズグループの運営施
設は約150施設に及んでいます。ま
た、宿泊特化、フルサービス、リゾー
ト、旅館と多様な形態の運営を行なっ
ております。このような規模が大きな
会社では吸収できることも多く、広
いエリアを担当したことでその土地の
文化やお客さまの求める価値観の違
いを知ることができました。また、フ
ルサービスホテルに身を置いていた私
にとってはリゾート、旅館や温泉旅館
など経験の少ないジャンルの運営に
関われたことも大きなポイントでした。
こうした経験で成長させていただい
ていると実感しています。

■伊藤さんは現在、働く中でどのよう
な部分にやりがいを感じていますか。

伊藤　私は2015年に入社後、2017
年9月にシニアスタッフに昇進し、
2018年3月にはデピュティマネー
ジャーに昇進させていただきました。
このようにホテル業が未経験で入った
にも関わらず、早い段階から役職を

経験できたことですね。
　現場ではお客さまから感謝の言葉
をいただいたり、楽しそうな姿を直接
見て感じることができるので、そうし
たときはやりがいや楽しさを感じま
す。また、最近、娘が私の働いてい
る姿を見て、ママかっこいい、ママ
みたいになりたいと言ってくれたので、
この仕事をやっていて良かったと思い
ました。

■平中さんはいかがでしょうか。

平中　レストランでの接客やウエ
ディングプランナー、営業内勤といっ
たさまざまな仕事を経験出来たこと
で、自分自身スキルアップが出来てい
るなと感じます。他にも、家庭と仕
事との両立という環境でも、昇格の
チャンスがあり、現在はデピュティマ
ネージャーという役職に就いて、責
任ある仕事を任せてもらえることにも
やりがいを感じています。

■田村さんにも働く中で感じるやりが
いについてお尋ねしたいと思います。

田村　私は知り合いの紹介で、ホテ
ルで働くようになり、最初、接客は自
分に向いてないと思っていました。し
かし、気付けばのめり込んで、いま
では仕事を楽しんでいます。お客さ
まから直接感謝やお褒めの言葉をい
ただいたときや、お客さまの笑顔がこ
の上ないやりがいとなっています。以
前、還暦祝いの旅行のお客さまの部
屋にワインサービスをしたことがあり、
帰り際に「来て良かった、ありがとう。

した。そして、ホテルが202 0年4月
からマイステイズグループに入りまし
た。しかし、その後、2022年11月
に「駒ヶ岳グランドホテル」が休館
したことから「田沢湖レイクリゾート」
に異動になり、現在は宿泊部門で団
体予約の管理をしております。
伊藤　前職は不動産会社でマンショ
ンの建築請負営業部門と海外リゾー
トホテルの法人営業を経験しました。
同社を退職後は韓国へ 1 年間ワーキ
ングホリデーに行き、2015年2月に
中途入社でマイステイズ・ホテル・マ
ネジメントに転職しました。入社後は
「ホテルマイステイズ名古屋栄」でフ
ロント業務を担当し、2016年に東京
都内に異動希望を出して「ホテルマ
イステイズ羽田」に転勤しました。
2019年12月から産休と育休を取得
してました。2021年4月に復帰して
から、今年1月まで当ホテルで勤務
していました。その後、家庭の都合
で名古屋に引っ越すことになり、現
在は「マイステイズ名古屋錦」にて主
にフロント業務と団体の予約管理業
務や経理などを行なっております。

■チャレンジしたければ都心のホテル
へ転勤することできるし、全国に拠点

髙橋　「アートホテル盛岡」の前身で
ある「ホテル東日本盛岡」に新入社
員として入社しました。入社後 5～6
年は料飲やバンケットサービスを行な
い、その後、ウエディングプランナー
を15年ほど担当し、2016年に総支
配人に就任しました。2018年にホ
テルがマイステイズグループとなり、
ホテル名も「アートホテル盛岡」にリ
ブランドしましたが、私は引き続き総
支配人を務めました。その後、東北
エリアの拠点が増えたことから 2020
年に東北エリアの統括を担当するこ
ととなり、現在はさらに北海道、東京、
千葉、埼玉、茨城が加わり、MRM
事業部ビジネスマネジメント 本部長
として16施設を統括しています。
平中　2011年に「ホテル東日本盛岡」
に新入社員として入社し、5 年ほど和
食レストランに勤めた後、出産のため
産休と育休を取得しました。復帰後
はマイステイズグループとなった「アー
トホテル盛岡」でブライダルを担当し、
その後、現職であるセールスで内勤
をしています。
田村　2011年に「駒ヶ岳グランドホ
テル」に入社しました。最初はルー
ムメイク、清掃、布団敷きからスター
トして、フロントなどを担当してきま

日々の業務に成長と
やりがいを実感

■初めに皆さまの経歴と現在の業務
内容についてお伺いします。
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だきました。おかげさまで韓国語を
接客業務に生かすことができており
ます。
平中　私は資格取得支援制度を活用
し衛生管理者資格を取得しました。
一定数以上の従業員が働く組織で衛
生管理者は重要な役割を担いします
し、アートホテル盛岡でも数名しかお
りませんので今後もっと制度を活用し
チャレンジするスタッフが増えてくれ
ると嬉しく思います。今年も新たに１
名取得者が増えました。
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チャンスがあれば挑戦したいと思って
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で自分に何ができるかを考えたとき、
より多くの従業員がやりがいを感じ成
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族、同僚に限られていますが上限 3 万
円の補助があります。このように常に
新しい制度が生まれたり、日々変わっ
ていく会社の姿勢が好きですので、一
緒に働く仲間が増えたらいいなと思っ
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髙橋　当社は宿泊業における多種多様
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ビジネスホテルで生かせるスキル、リ
ゾートや旅館で生きてくるスキルなど
違ったスキルを一つの会社に在籍しな
がら、志があればいろいろな経験がで
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　また、地方でホテル業を志望する学
生の多くは首都圏を希望する傾向にあ
ります。マイステイズグループは全国各
地に多くの拠点を有しており、地方採
用者であっても戻れる場所を地元に残
しつつ首都圏のホテルや業態の異なる
ホテル、本社勤務など新たなチャレン
ジをすることが当社の魅力の一つであ

ると思います。転職を検討されている
方に、こうしたマイステイズ・ホテル・
マネジメントの取り組み、システムが価
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本日はありがとうございました。

—2023.12.1∙8 —38



きどきに最上のもの、手に入りづらい
石垣島の食材も取り入れてひと捻り加
えた未知の食体験を提供している。
こうしたコンセプトメイクは、マイステ
イズ・ホテル・マネジメントのFBチー
ムを中心に、総支配人・総料理長を
はじめホテル側とで共同で行なったと
いう。驚くべきはコンセプトメイク時
に、ゲストに高品質な食の体験を提

フサキビーチリゾート ホテル＆ヴィラズに
シグネチャーレストラン「HANARÉ」開業、
ラグジュアリーリゾートにふさわしい新たな食体験を提供
マイステイズ・ホテル・グループきってのラグジュアリーリゾートである沖縄県・石垣島の「フサキビーチリゾート ホテル
＆ヴィラズ」に2022年6月にシグネチャーレストラン「HANARÉ（はなれ）」が誕生した。本稿では、ゲストからも高評
価を獲得する同レストラン誕生の背景やコンセプト、特徴をレポート。フサキビーチリゾートが目指す未来を探る。

供するために考え抜かれたその詳細
なルールだ。
　詳しく書けないのは残念だが、例
えば、使う食材の優先度、旨味の組
み合わせ、満足感を得られる量や提
供するタイミング、さらには咀嚼回数
などまで、細部にわたりこだわったも
のとなっており、スッと味わう料理と
しっかりと噛みしめて全体を味わう料

理で変化を付ける趣向だ。

■ラグジュアリー層やインバウンドの
心をつかむレストランを目指す

　こだわりぬいた料理に加え、サー
ビスクオリティーの向上にも力を注ぐ。
　「本当に良いサービスを提供しよう
と調理もサービスも共に話し合って採

用したのがゲリドンサービスです。
ゲリドンサービスはワゴンをテーブル
の近くまで運んでいき、お客さまに
サーブする直前に薬味や調味料、
ソースを掛けるなど最後の仕上げを
行ないます。この演出により、お客
さまの時間を大切に思うレストランの
良さがより一層引き立つと考えられま
した」。
　提供時間の間隔やペアリングのタ
イミングにも最適な目安が設けられて
いる。ソムリエによるペアリングはア
ルコール入りとアルコールなしの常時
2種類を用意。アルコールは、ワイン
のみならず日本酒や泡盛、カクテル
なども提案する。
　同レストランを利用したゲストから
の好評な口コミも多く見受けられた。
一例を挙げると、「落ち着いた雰囲気
の中で、島料理、中華料理、アジア
料理などの各国料理を生かして、セ
ンスよく仕上げられた料理を楽しめる
レストラン」、「料理、アルコール、サー

■「フサキビーチリゾート ホテル＆
ヴィラズ」を3年かけて大規模改装

　マイステイズ・ホテル・グループが
展開するホテルの中でも、他とは一
線を画すラグジュアリーリゾートが沖
縄県・石垣島の「フサキビーチリゾー
ト ホテル＆ヴィラズ」だ。石垣島の
西岸、1kmに渡って白い砂浜が広が
るフサキビーチに面して建ち、眼前に
は碧 と々した東シナ海の絶景を望む。
　同ホテルは近年、大規模なリニュー
アルを実施している。2018年にはそ
の第一弾として石垣島最大級のプー
ルエリア「アクアガーデン」とロビー
棟、レストラン棟を兼ね備えた「セン
トラルヴィレッジ」を新設。2019年
には新たな客室棟である「ノースウ
イング」、202 0年には屋内プールや
スパ、大浴場、ジム、レストランなど
が入った施設棟「エイトスターズヴィ
レッジ」と、客室棟「サウスウイング」
をオープンした。
　ホテル内には託児ルームやショップ
も備え、マリンアクティビティを豊富
に用意するなど、非日常のリゾートラ
イフを満喫できるコンテンツが網羅さ
れている。加えて料飲施設は 4 つの
レストランおよび、バー・ラウンジ・
カフェなどを用意している。
　ホテルの料飲に精通する金子氏は、

フサキビーチリゾート ホテル＆ヴィラズ レポート

「食は旅の醍醐味の一つであり、特
にリゾートにおいては、こうした食の
魅力こそが旅を充実させる重要な要
素である」と話す。

■琉球の食文化をイノベーティブに
昇華した「HANARÉ」開業

　多彩な料飲施設の中でも注目され
ているのが、2022年6月にオープン
した 「HANARÉ」だ。
　「HANARÉ」は、ホテル内で唯一
の一軒家レストラン。ここで提供され
るのは琉球の食文化をイノベーティブ
に昇華した1万50 0 0円のおまかせ 1
コースのみ。店内は南国モダニズムが
香るエントランス、満点の星空を思わ
せるシャンデリア、ダイニングを囲む

琉球庭園を望む贅沢な空間が広が
る。ホテルは改装によって、よりラグ
ジュアリーな方向へと舵を切ったが、
「HANARÉ」は、それをさらに印象
づける役割も持つと金子氏は話す。
　「石垣島の飲食施設は焼肉店や居
酒屋などが多く、当ホテルもカジュア
ルにご利用いただけるレストランがほ
とんどでした。そこで、このホテルに
国内外の富裕層などラグジュアリーな
お客さまを迎え入れるためにはどのよう
なレストランをつくれば良いのかを考え、
行き着いた先が34席の HANARÉ で
した」。
　メニュー内容は、日本・中国・東
南アジアから影響を受けた琉球料理
の歴史を辿るレストラン「琉球新天地」
のコンセプトを生かしながら、そのと

ビスと、どれをとってもリゾートホテ
ルの枠を超えている」、「この料理の
センスならワールドワイドに通用しそ
う」、「石垣島の素材を交え、技を尽
くした手の込んだ料理が、美しい盛
り付けで提供される」、「メニューに
記載されている内容を読んで想像し
ていたものを超えた料理が現れる」、
「石垣島でちょっと良いご飯を、と思っ
たら絶対ここをおすすめします」など。
　現在の顧客層はやや年齢の高い夫
婦や女性二人などが多いそうだ。ア
ニバーサリーで宿泊して、サプライズ
でこの店を選ぶグループも見受けら
れるという。「HANARÉ」の存在が、
ホテル全体のグレードを確かに引き
上げているようだ。
　これから「フサキビーチリゾート 
ホテル＆ヴィラズ」は、インバウンド
の獲得も視野に入れているという。
ラグジュアリーリゾートホテルの食は、
スタンダードになりがちなイメージが
ある中で、「HANARÉ」の唯一無二

の立ち位置、研ぎ澄まされた感性が
富裕層やインバウンドゲストの心をつ
かんでいくのではないだろうか。
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イズ・ホテル・マネジメントのFBチー
ムを中心に、総支配人・総料理長を
はじめホテル側とで共同で行なったと
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に、ゲストに高品質な食の体験を提

供するために考え抜かれたその詳細
なルールだ。
　詳しく書けないのは残念だが、例
えば、使う食材の優先度、旨味の組
み合わせ、満足感を得られる量や提
供するタイミング、さらには咀嚼回数
などまで、細部にわたりこだわったも
のとなっており、スッと味わう料理と
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　同レストランを利用したゲストから
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トラルヴィレッジ」を新設。2019年
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イング」、202 0年には屋内プールや
スパ、大浴場、ジム、レストランなど
が入った施設棟「エイトスターズヴィ
レッジ」と、客室棟「サウスウイング」
をオープンした。
　ホテル内には託児ルームやショップ
も備え、マリンアクティビティを豊富
に用意するなど、非日常のリゾートラ
イフを満喫できるコンテンツが網羅さ
れている。加えて料飲施設は 4 つの
レストランおよび、バー・ラウンジ・
カフェなどを用意している。
　ホテルの料飲に精通する金子氏は、
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　多彩な料飲施設の中でも注目され
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の一軒家レストラン。ここで提供され
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ジュアリーな方向へと舵を切ったが、
「HANARÉ」は、それをさらに印象
づける役割も持つと金子氏は話す。
　「石垣島の飲食施設は焼肉店や居
酒屋などが多く、当ホテルもカジュア
ルにご利用いただけるレストランがほ
とんどでした。そこで、このホテルに
国内外の富裕層などラグジュアリーな
お客さまを迎え入れるためにはどのよう
なレストランをつくれば良いのかを考え、
行き着いた先が34席の HANARÉ で
した」。
　メニュー内容は、日本・中国・東
南アジアから影響を受けた琉球料理
の歴史を辿るレストラン「琉球新天地」
のコンセプトを生かしながら、そのと

ビスと、どれをとってもリゾートホテ
ルの枠を超えている」、「この料理の
センスならワールドワイドに通用しそ
う」、「石垣島の素材を交え、技を尽
くした手の込んだ料理が、美しい盛
り付けで提供される」、「メニューに
記載されている内容を読んで想像し
ていたものを超えた料理が現れる」、
「石垣島でちょっと良いご飯を、と思っ
たら絶対ここをおすすめします」など。
　現在の顧客層はやや年齢の高い夫
婦や女性二人などが多いそうだ。ア
ニバーサリーで宿泊して、サプライズ
でこの店を選ぶグループも見受けら
れるという。「HANARÉ」の存在が、
ホテル全体のグレードを確かに引き
上げているようだ。
　これから「フサキビーチリゾート 
ホテル＆ヴィラズ」は、インバウンド
の獲得も視野に入れているという。
ラグジュアリーリゾートホテルの食は、
スタンダードになりがちなイメージが
ある中で、「HANARÉ」の唯一無二

の立ち位置、研ぎ澄まされた感性が
富裕層やインバウンドゲストの心をつ
かんでいくのではないだろうか。
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